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このガイドについて

このマニュアルでは、SUSE® Linux Enterprise Desktopに実装されているGNOMEのグラフィカ

ルなデスクトップ環境の概要と、個人の使用目的に合った環境設定の方法について説明しています。

複数のプログラムとサービスについても紹介します。macOS*、Windows*、またはその他のLinuxデス

クトップなどのグラフィカルデスクトップ環境の使用経験を持つユーザを対象としています。

マニュアルは、次の各部に分かれています。

はじめに

GNOMEデスクトップの概要および主なGNOMEアプリケーションやユーティリティを使用して

基本的な作業や日々の作業を処理する方法について説明します。ユーザのニーズや目的に基

づいてデスクトップを変更したり個人設定するためにGNOMEに用意された機能の概要につい

て説明しています。視覚や運動面で障害をお持ちの方は、支援技術を利用してアクセシビリティ

を高めることができます。

コネクティビティ、ファイル、およびリソース

システム上またはネットワーク上でデータを管理および交換する方法、すなわちネットワークへの

接続、ファイルの共有、プリンタの管理、またはデータのバックアップの作成について説明します。

また、メールやドキュメントに署名および暗号化する方法、ファイル転送クライアントを使用してイ

ンターネットとの間でデータを送受信する方法についても説明します。

LibreOffice

Writer、Calc、Impress、Base、Draw、およびMathを含むLibreOfficeスイートについて紹介し

ます。

インターネット、通信、およびコラボレーション

Webブラウザを使用して、電子メールやカレンダのソフトウェアについて説明します。インスタント

メッセージングまたはVoice over IPを使用して他のユーザと通信します。

グラフィックとマルチメディア

未経験者および専門家の双方のニーズを満たす画像処理プログラムである GIMPについて紹

介します。動画再生用のデスクトップアプリケーションについて紹介します。データをアーカイブ

するために、データ用またはオーディオ用のCDおよびDVDを作成する方法を説明します。

このマニュアル中の多くの章に、他の資料やリソースへのリンクが記載されています。これらの資料の

中には、システムから参照できるものもあれば、インターネット上に公開されているものもあります。

最新のマニュアルの更新については、http://www.suse.com/doc を参照してください。

http://www.suse.com/doc
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1 利用可能なマニュアル

これらのガイドブックは、HTMLおよびPDFの各バージョンを複数の言語で提供しています。この製品

については、次のユーザ用および管理者用マニュアルがあります。

項目 「インストールクイックスタート」

システム要件を一覧にし、DVDまたはISOイメージからのSUSE Linux Enterprise

Desktopのインストールをステップごとに順を追って説明します。

ブック 『Deployment Guide』

単一または複数のシステムをインストールする方法および展開インフラストラクチャに製品本来

の機能を活用する方法を示します。ローカルインストールまたはネットワークインストールサーバ

の使用から、リモート制御の高度にカスタマイズされた自動リモートインストール技術による大規

模展開まで、多様なアプローチから選択できます。

ブック 『管理ガイド』

当初のインストールシステムの保守、監視、およびカスタマイズなど、システム管理タスクについ

て説明します。

ブック 『Security Guide』

システムセキュリティの基本概念を紹介し、ローカルセキュリティ/ネットワークセキュリティの両

方の側面を説明します。AppArmorなど製品に付属するセキュリティソフトウェアや、セキュリ

ティ関連イベントの情報を確実に収集する監査システムの使用方法を説明します。

ブック 『System Analysis and Tuning Guide』

問題の検出、解決、および最適化に関する管理者ガイド。ツールの監視によってシステムを検査

および最適化する方法およびリソースを効率的に管理する方法を見つけることができます。よく

ある問題と解決、および追加のヘルプとドキュメントリソースの概要も含まれています。

GNOMEユーザガイド

SUSE Linux Enterprise DesktopのGNOMEデスクトップについて紹介します。デスクトッ

プの使用および設定方法と、キータスクの実行方法を説明します。主として、デフォルトのデスク

トップとしてGNOMEを効率的に使用したいと考えるエンドユーザ向けです。

ほとんどの製品マニュアルのHTML版は、インストールしたシステムの /usr/share/doc/manualに

あります。最新のドキュメント更新については、http://www.suse.com/documentation/ を参照し

てください。ここでは、製品マニュアルをさまざまな形式でダウンロードできます。

http://www.suse.com/documentation/
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2 フィードバック
次のフィードバックチャネルがあります。

バグと機能拡張の要求

ご使用の製品に利用できるサービスとサポートのオプションについては、http://

www.suse.com/support/ を参照してください。

製品コンポーネントのバグを報告するには、https://scc.suse.com/support/requests にア

クセスしてログインし、［Create New (新規作成)］をクリックします。

ユーザからのコメント

本マニュアルおよびこの製品に含まれているその他のマニュアルについて、皆様のご意見やご

要望をお寄せください。オンラインドキュメントの各ページの下にあるユーザコメント機能を使用

するか、またはhttp://www.suse.com/documentation/feedback.html にアクセスして、コ

メントを入力してください。

メール

この製品のドキュメントについてのフィードバックは、 doc-team@suse.com宛のメールでも送信

できます。ドキュメントのタイトル、製品のバージョン、およびドキュメントの発行日を明記してくだ

さい。エラーの報告または機能拡張の提案では、問題について簡潔に説明し、対応するセクショ

ン番号とページ(またはURL)をお知らせください。

3 マニュアルの表記規則
このマニュアルでは、次の通知と表記規則が使用されています。

/etc/passwd : ディレクトリ名とファイル名

PLACEHOLDER : PLACEHOLDERは、実際の値で置き換えられます

PATH :環境変数PATH

ls , --help :コマンド、オプション、およびパラメータ

user :ユーザまたはグループ

package name  :パッケージの名前

Alt , Alt – F1 :押すためのキーまたはキーの組み合わせ、キーはキーボード上と同様、大文字

で表示される

［ファイル］、［ファイル］ ［名前を付けて保存］:メニュー項目、ボタン

http://www.suse.com/support/
http://www.suse.com/support/
https://scc.suse.com/support/requests
http://www.suse.com/documentation/feedback.html
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Dancing Penguins (「Penguins」の章、↑他のマニュアル):他のマニュアルの章への参照で

す。

root特権で実行する必要のあるコマンド。多くの場合、これらのコマンドの頭に sudoコマンドを

置いて実行することもできます。

root # command

特権のないユーザでも実行できるコマンド。

tux > command

通知

警告: 警告の通知
続行する前に知っておくべき、無視できない情報。セキュリティ上の問題、データ損失の

可能性、ハードウェアの損傷、または物理的な危険について警告します。

重要: 重要な通知
続行する前に知っておくべき重要な情報。

注記: メモの通知
追加情報。たとえば、ソフトウェアバージョンの違いに関する情報です。

ヒント: ヒントの通知
ガイドラインや実際的なアドバイスなどの役に立つ情報。
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1 GNOMEデスクトップの開始

このセクションでは、製品で提供されるGNOMEデスクトップの規則、レイアウト、および一般的なタス

クについて説明します。

GNOMEは使いやすいグラフィカルユーザインタフェースであり、ユーザのニーズや好みに合わせて

カスタマイズできます。このセクションではGNOMEのデフォルト設定について説明します。ユーザ自

身またはシステム管理者がデフォルト設定を変更している場合は、外観やキーの組み合わせなど、い

くつかの点が異なることがあります。

注記: 含まれているセッション設定
SUSE Linux Enterpriseの一部のバージョンには、GNOMEに基づいた3つの異なるセッ

ション設定が付属しています。これらは、GNOME、GNOME Classic、SLE Classicです。ここ

で説明するのは、SLE Classicと呼ばれるSUSE Linux Enterprise Desktopのデフォルト設

定です。

1.1 ログイン
通常、すべてのユーザが認証を受ける必要があります。ただし、特定のユーザについて［Auto Login

(自動ログイン)］が有効になっている場合を除きます。この場合は、システムが起動すると、特定のユー

ザが自動的にログインします。これにより、コンピュータを1人のユーザが使用している場合は特に、時

間を節約することができます。ただし、アカウントのセキュリティに影響が生じることもあります。［Auto

Login (自動ログイン)］は、インストール中、またはYaSTのユーザおよびグループ管理モジュールを

使用すればいつでも、有効または無効にすることができます。詳細については、ブック 『Deployment

Guide』, 章 11 「Managing Users with YaST」を参照してください。

コンピュータがネットワーク環境内で稼動している場合に、そのコンピュータを利用する複数のユーザ

がいる場合は、システムの開始時にユーザ名とパスワードの入力を要求するプロンプトが表示されま

す。システムとユーザアカウントを自分で設定しなかった場合は、システム管理者にユーザ名とパス

ワードをお問い合わせください。
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図 1.1 GNOMEログイン画面

手順 1.1 通常のログイン

1. 自分のユーザ名がリストされている場合は、それをクリックします。

自分の名前が表示されていない場合は、［Not listed? (表示されていない場合)］をクリックし

ます。続いて、ユーザ名を入力し、［Next (次へ)］をクリックします。

2. パスワードを入力し、［Sign in (サインイン)］をクリックします。

1.1.1 ログイン前にセッションタイプを切り替える

他のGNOMEセッション設定のいずれかを試す場合や、別のデスクトップ環境を試す場合は、次の手

順に従います。

1. ログイン画面で、通常のようにユーザ名をクリックするか、入力します。

2. セッションタイプを変更するには、歯車のアイコンをクリックします。メニューが表示されます。
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図 1.2 GNOMEログイン画面-セッションタイプ

3. メニューから、いずれかの項目を選択します。設定に応じて、選択肢が異なる場合がありますが、

デフォルトの選択は次のとおりです。

GNOME

アップストリームの設計に非常に近いGNOME 3の設定。できるだけユーザの邪魔にな

らないようにすることに重点を置いています。ただし、アプリケーションの起動やアプリケー

ション間の切り替えの動作は、他の多くのデスクトップオペレーティングシステムと異なり

ます。画面の上部にある1つのパネルを使用します。

GNOME Classic

以前のGNOME 2ユーザ向けに設計されたGNOME 3の設定。デスクトップに2つのパ

ネルがあり、一方は上部に、もう一方は下部に配置されています。

IceWM

リソースをほとんど使用しないように設計された非常に基本的なデスクトップ。他のオプ

ションが機能しない場合や処理速度が遅い場合にフォールバックとして使用できます。
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SLE Classic (デフォルト)

古いバージョンのSUSE Linux EnterpriseのユーザおよびMicrosoft* Windows*の

ユーザ向けに設計された、SUSE Linux Enterpriseのデフォルトデスクトップ。このデス

クトップはGNOME 3の設定で、画面の下部に配置された1つのパネルを使用します。

4. テキストボックスにパスワードを入力し、［Sign in (サインイン)］をクリックします。

別のセッションタイプに一度切り替えると、選択したセッションがデフォルトのセッションになります。元

のタイプに切り替えるには、これまでのステップを繰り返します。

1.1.2 支援ツール

右上隅には、ステータスアイコンと支援技術メニューがあります。ステータスアイコンをクリックしてメ

ニューを開き、音量を設定したり、マシンを再起動したり、マシンの電源をオフにしたりできます。

1.2 デスクトップの基礎知識
ログインすると、GNOMEデスクトップが表示されます。デスクトップの下部に配置されたパネルには、

次の要素が表示されます(左から右)。

［Applications (アプリケーション)］メニュー

左隅にある［Applications (アプリケーション)］をクリックすると、すべてのインストール済みプロ

グラムが含まれたメニューが開きます。各プログラムは異なるカテゴリに分類されており、概要を

素早く確認できます。それらにマウスポインタを合わせると、サブ項目が自動的に開きます。

［Applications (アプリケーション)］メニューの下部にある［Activities Overview (アクティビ

ティ画面)］をクリックすると、［Activities Overview (アクティビティ画面)］が開き、プログラムを

起動したり、実行中のプログラムを管理したりすることができます。

［Activities Overview (アクティビティ画面)］の詳細については、1.2.1項 「Activities

Overview (アクティビティ画面)」を参照してください。

［Places (場所)］メニュー

［Places (場所)］をクリックすると、個人用ディレクトリ、接続されているストレージメディア、およ

びネットワークリソースへのショートカットが記載されたメニューが開きます。

タスクスイッチ

パネルの中央部には、現在デスクトップで開いている(アクティブなワークスペースにある)すべて

のアプリケーションが表示されます。これらのアプリケーションを手前に表示するには、アプリケー

ションの名前をクリックします。
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通知インジケータ(常に表示されるわけではありません)

新しいチャットまたは電子メールメッセージやシステム更新などに関する通知がある場合、インジ

ケータが表示されます。インジケータは青色の円で、利用可能な通知の数が中央に表示されま

す。インジケータをクリックするとメッセージトレイが開き、すべての通知を操作することができま

す。

ワークスペーススイッチ

このメニューでは、作業するワークスペース(仮想デスクトップとも呼ばれます)を選択できます。

この機能は、多数のウィンドウを使用する場合に便利です。たとえば、あるプロジェクトに必要な

ウィンドウをワークスペース1に、別のプロジェクトに必要なウィンドウをワークスペース2に移動す

ることができます。

日付と時刻

現在の曜日と時刻がワークスペーススイッチの右側に表示されます。クリックするとメニューが

開き、カレンダにアクセスしたり、日付と時刻の設定を調整したりすることができます。

ステータスアイコン

パネルの右隅に、ネットワーク接続、音量、および電源/バッテリの現在のステータスを示すアイコ

ンが表示されます。

これらのアイコンをクリックするとメニューが開き、音量、ディスプレイの明るさ、ネットワーク接続、

および電源の設定を調整することができます。名前をクリックすると、ログアウトするか、別のユー

ザに切り替えるためのオプションが表示されます。

このメニューの左側にある3つのアイコンでは、左から右に、GNOME設定ダイアログの表示、画

面のロック、およびコンピュータの電源オフまたは再起動を行うことができます。
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図 1.3 GNOMEデスクトップ—SLE CLASSIC

1.2.1 Activities Overview (アクティビティ画面)
［Activities Overview (アクティビティ画面)］は、1つのアクティビティから別のアクティビティに切り

替えるすべての方法を表示する全画面モードです。この画面には、開いているすべてのウィンドウのプ

レビューと、お気に入りのアプリケーションや実行中のアプリケーションのアイコンが表示されます。ま

た、検索機能とブラウジング機能も統合されています。

1.2.1.1 ［Activities Overview (アクティビティ画面)］を開く

［Activities Overview (アクティビティ画面)］を開くには、さまざまな方法があります。

下部のパネルで［Applications (アプリケーション)］メニューを開き、［Activities Overview

(アクティビティ画面)］を選択する。

キー Meta .

ポインタを左上隅(いわゆる「ホットコーナー」)に移動する。

1.2.1.2 ［Activities Overview (アクティビティ画面)］の使用

ここでは、［Activities Overview (アクティビティ画面)］の最も重要な部分について説明します。
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ダッシュボード

ダッシュボードは、中央左に配置されているバーです。ここには、お気に入りのアプリケーション

と、ウィンドウを開いているすべてのアプリケーションが表示されます。マウスポインタをいずれか

のアイコンの上に移動すると、対応するアプリケーションの名前が近くに表示されます。明るく表

示されているアプリケーションは、実行中であり、少なくとも1つのウィンドウが開いていることを

示します。

アイコンを右クリックするとメニューが開き、関連付けられているプログラムに応じてさまざまな操

作を実行できます。［Add to Favorites (お気に入りに追加)］を使用すると、アプリケーションア

イコンを常にダッシュボードに配置することができます。ダッシュボードからプログラムアイコンを

削除するには、［Remove from Favorites (お気に入りから削除)］を選択します。アイコンを並

べ替えるには、マウスを使用して新しい位置にドラッグします。

検索ボックス

上部にある検索ボックスを使用して、ホームディレクトリ内のアプリケーション、設定、およびファイ

ルを検索できます。

検索する際に検索ボックスをクリックする必要はありません。［Activities Overview (アクティビ

ティ画面)］を開いた後、すぐに入力を開始することができます。検索がすぐに始まり、 Enter を押

す必要はありません。

ワークスペースセレクタ

右側には、使用可能なワークスペースの概要があります。選択したデスクトップに切り替えるに

は、そのプレビューをクリックします。

ワークスペース間でウィンドウを移動するには、一方のワークスペースプレビューから別のワーク

スペースプレビューにウィンドウのプレビューをドラッグします。

1.2.2 プログラムの起動
プログラムを起動するには、次のように複数のオプションがあります。

下部のパネルで、［Applications (アプリケーション)］をクリックし、階層式のメニューから目的

のプログラムを選択します。

Meta を押して、［Activities Overview (アクティビティ画面)］を開きます。ここでアプリケーショ

ンアイコンをクリックするか、アプリケーションを検索します。正確なアプリケーション名がわからな

い場合は、「イメージエディタ」など、一般的なカテゴリ名を検索することができます。

［Activities Overview (アクティビティ画面)］の詳細については、1.2.1項 「Activities

Overview (アクティビティ画面)」を参照してください。

プログラムを起動する正確なコマンドを知っている場合は、 Alt – F2 >を押してダイアログにコマ

ンドを入力し、 Enter を押します。
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ウィンドウに表示されるボタンは［Close (閉じる)］ボタンだけです。このボタンをクリックすると、

ウィンドウが閉じます。

1.3 セッションの一時停止または終了
コンピュータの使用が終わったら、さまざまな方法でセッションを終了できます。状況に適した方法は、

コンピュータから離れる時間や、電力消費を気にするかどうかなどによって異なります。

コンピュータのロック：  セッションを一時停止しますが、コンピュータの電源はオンのままです。

休憩中にコンピュータから離れている間、他のユーザが作業を見たり、変更したりすることはでき

ません。その間、他のユーザがログインして作業することができます。他のユーザがコンピュータ

をシャットダウンできますが、ログインしているユーザがいるというメッセージが表示されます。

ログアウト：  現在のセッションを終了しますが、コンピュータの電源はオンのままなので、他の

ユーザがログインできます。

終了：  現在のセッションを終了し、コンピュータの電源をオフにします。

再起動：  現在のセッションを終了し、コンピュータを再起動します。一部のシステム更新を適用

するには、再起動が必要です。

コンピュータのサスペンド：  セッションを一時停止し、コンピュータの消費電力を最小限に抑え

ます。サスペンドモードは、画面をロックして、他のユーザが作業を見たり、変更したりすることが

できないように設定することができます。サスペンドモードからのコンピュータの復帰は通常、コン

ピュータの完全な起動よりもはるかに高速です。

このモードは、STR (Suspend-to-RAM)、スリープ、またはスタンバイモードと呼ばれることもあ

ります。

1.3.1 画面のロック

画面をロックするには、メインパネルの右側にあるステータスアイコンをクリックし、南京錠のアイコンを

クリックします。

画面をロックすると、最初に、カーテンと時計が表示されます。しばらくすると、画面が黒くなります。画

面をロック解除するには、マウスを移動するかキーを押して、ロックされた画面ダイアログを表示します。

パスワードを入力し、 Enter キーを押して画面のロックを解除します。

1.3.2 ログアウトまたはユーザの切り替え
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1. メインパネルの右側にあるステータスアイコンをクリックして、メニューを開きます。

2. ユーザ名をクリックします。

3. 次のいずれかのオプションを選択します。

Log Out

現在のセッションからログアウトし、ログイン画面に戻ります。

ユーザーの切り換え

セッションをサスペンド状態にして、別のユーザとしてログインしてコンピュータを使用しま

す。

アカウント設定

ユーザ設定が開き、そこでパスワードを変更できます。

1.3.3 コンピュータの再起動またはシャットダウン

1. メインパネルの右側にあるステータスアイコンをクリックして、メニューを開きます。

2. メニューの左下にある［Power Off (電源オフ)］アイコンをクリックします。

3. 次のいずれかのオプションを選択します。

電源オフ

現在のセッションからログアウトし、コンピュータの電源を切ります。

再開

現在のセッションからログアウトし、コンピュータを再起動します。

1.3.4 コンピュータのサスペンド

1. メインパネルの右側にあるステータスアイコンをクリックして、メニューを開きます。

2. Alt を押したままにします。メニューの右下にある電源オフアイコンが一時停止アイコンに変わ

ります。一時停止アイコンをクリックします。
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2 デスクトップの使用

この章では、ファイルの操作方法とCDの作成方法について説明します。デスクトップで日常的な作業

を実行する方法についても説明します。

2.1 ファイルとディレクトリの管理
GNOME Filesは、さまざまな方法で開くことができます。

［Applications (アプリケーション)］ ［Accessories (アクセサリ)］ ［Files (ファイル)］の順

にクリックする。

［Activities Overview (アクティビティ画面)］を開き、 filesを検索する。

デスクトップで、［Home (ホーム)］をダブルクリックする。

［Places (場所)］メニューを開き、［Home (ホーム)］などのエントリを選択する。

図 2.1 ファイルマネージャ

［GNOME Files］ウィンドウには、次のような要素があります。

ツールバー

ツールバーには、戻るボタンと進むボタン、パスバー、検索機能、コンテンツ領域のレイアウトを変

更するための要素、アプリケーションメニューが用意されています。
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メニュー

メニューはツールバーの最後にあるアイコンです。初期設定ダイアログを開く、新しいディレクトリ

を作成する、新しいウィンドウやタブを開くなど、さまざまな作業を実行できます。

補足

サイドバーでは、よく使用するディレクトリと外部ストレージデバイスやネットワークストレージデバ

イス間を移動することができます。サイドバーの表示/非表示を切り替えるには、 F9 を押します。

コンテンツ領域

ファイルやディレクトリが表示されます。

ウィンドウの右上にあるアイコンを使用して、リスト表示とグリッドアイコン表示を切り替えます。

コンテキストメニュー

コンテンツ領域内で右クリックすると、コンテキストメニューが開きます。このメニュー内の項目は

右クリックした場所によって変わります。

たとえば、ファイルまたはディレクトリを右クリックすると、そのファイルやディレクトリに関連する項

目を選択できます。コンテンツ領域の背景を右クリックすると、コンテンツ領域内の項目の表示に

関連する項目を選択できます。

フローティングステータスバー

ファイルを選択すると、フローティングステータスバーが表示されます。フローティングステータス

バーには、ファイルの名前とサイズが表示されます。

2.1.1 キーの組み合わせ

次の表は、GNOME Filesのキーの組み合わせの選択を示したリストです。

表 2.1 GNOME FILESのキーの組み合わせ

キーの組み合わせ 説明

Alt –← / Alt –→ 元に戻ります/前に進みます。

Alt – ↑ 親ディレクトリを開きます。

← 、 → 、 ↑ 、 ↓ 項目を選択します。

Alt – ↓ または Enter 項目を開きます。

Alt – Enter 項目の［プロパティ］ダイアログを開きます。
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キーの組み合わせ 説明

Shift – Alt – ↓ 項目を開いて、カレントディレクトリを閉じます。

Ctrl – L パスバーをボタンビューからテキストボックスに変換しま

す。

このモードを終了するには、 Enter  (その場所に移動す

る)または Esc  (カレントディレクトリにとどまる)を押しま

す。

/ パスバーをボタンビューからテキストボックスに変換し、現

在のパスを /に置換します。

Alt – Home ホームディレクトリを開きます。

数字キーまたは文字キー カレントディレクトリおよびそのサブディレクトリ内で検索

を開始します。押したキーの文字が検索語句の最初の

文字として使用されます。キーを押すと、検索が行われま

す。 Enter を押す必要はありません。

Ctrl – T カレントディレクトリおよびそのサブディレクトリ内で検索

を開始します。押したキーの文字が検索語句の最初の

文字として使用されます。キーを押すと、検索が行われま

す。 Enter を押す必要はありません。

Del 選択したファイルまたはディレクトリをごみ箱に移動しま

す。そのファイルまたはディレクトリをごみ箱から復元する

には、［Undo (元に戻す)］を使用します。

2.1.2 ファイルまたはディレクトリの圧縮

次のような場合、ファイルをアーカイブしたり、圧縮したりすると便利です。

サブディレクトリを含め、ディレクトリ全体を電子メールに添付する場合

大きいファイルを電子メールに添付する場合

ハードディスク上の領域を節約する場合や、めったに使用しないファイルがある場合
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いずれの場合も、ZIPファイルなどの圧縮ファイルを作成し、複数の元のファイルを格納することができ

ます。元のファイルと比べて圧縮ファイルがどの程度小さくなるかは、ファイルの種類によって異なりま

す。ビデオ、画像、オフィスドキュメントの多くの形式はすでに圧縮されているので、わずかに小さくなる

だけです。

1. GNOME Filesのコンテンツ領域で、アーカイブするディレクトリを右クリックし、［Compress

(圧縮)］をクリックします。

2. デフォルトのアーカイブファイル名を使用するか、新しい名前を指定します。

3. ドロップダウンボックスからファイル拡張子を選択します。

.zipファイルは、Windows*をはじめ、ほとんどのオペレーティングシステムでサポートさ

れています。

.tar.gzファイルは、ほとんどのLinux*システムおよびUnix*システムと互換性がありま

す。

.7zファイルは通常、他の形式より圧縮率が優れていますが、広くサポートされているわ

けではありません。

4. アーカイブファイルの場所を指定して、［作成］をクリックします。

アーカイブファイルを展開するには、ファイルを右クリックして、［Extract Here］を選択します。圧縮

ファイルをダブルクリックして開き、格納されているファイルを表示することもできます。

圧縮ファイルの詳細については、2.10項 「アーカイブの作成、表示、および解凍」を参照してください。

2.1.3 CDまたはDVDの作成

システムにCDまたはDVD作成ツールがある場合、GNOME Filesを使用してCDおよびDVDを作

成できます。オーディオCDを作成する場合や、結果をより細かく制御する必要がある場合は、第20章

Brasero:CDとDVDの書き込みを参照してください。

1. GNOME Filesを開きます。

2. 空のメディアを挿入します。

3. メディアに追加するファイルを探し、［Blank CD-R Disc (空のCD-Rディスク)］というサイド

バー項目にドラッグします(挿入したメディアの種類に応じて、ラベルが多少異なる場合がありま

す)。マウスポインタをサイドバー項目の上に置くと、ポインタの横に小さい +が表示されます。
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4. すべてのファイルをサイドバー項目［Blank CD-R Disc (空のCD-Rディスク)］にドラッグした

ら、それをクリックします。

5. ［Disc Name (ディスク名)］の横に名前を入力するか、提示された名前をそのまま使用します。

6. ［ディスクへの書き込み］をクリックします。

7. 表示される［CD/DVD Creator (CD/DVDクリエータ)］ダイアログで、適切なメディアが選択

されていることを確認します。その後、［Burn (書き込む)］をクリックします。

ファイルがディスクに書き込まれます。書き込むデータの量や書き込みツールの速度によって

は、数分かかることがあります。

8. 書き込みが完了したら、メディアがドライブから取り出されます。［CD/DVD Creator (CD/

DVDクリエータ)］ウィンドウで、［Close (閉じる)］をクリックすることができます。

ISOディスクイメージを書き込むには、まずメディアを挿入した後、GNOME FilesでISOファイルをダ

ブルクリックします。［Image Burning Setup (イメージの書き込み設定)］ダイアログで、［Burn (書

き込む)］をクリックします。

2.1.4 ブックマークの作成

サイドバーからお気に入りのディレクトリに素早く移動するには、GNOME Filesのブックマーク機能を

使用します。

1. コンテンツ領域でブックマークを作成するディレクトリに切り替えます。

2. リストアイコンをクリックし、メニューから［Bookmark this Location (この場所をブックマー

ク)］を選択します。

ブックマークがサイドバーに表示されます。ブックマークの名前としてディレクトリ名が使用されま

す。

3. 必要に応じて、ブックマークの名前を変更できます。名前を変更しても、ブックマークを作成した

ディレクトリ自体の名前には影響しません。名前を変更するには、新しいサイドバー項目を右ク

リックし、［Rename (名前の変更)］を選択します。

4. 必要に応じて、ブックマークが表示される順序を変更することもできます。並べ替えるには、ブッ

クマークをクリックし、目的の位置にドラッグします。

ブックマークを作成したディレクトリに切り替えるには、該当するサイドバー項目をクリックします。
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2.1.5 リモートファイルへのアクセス

GNOME Filesを使用してリモートサーバ上のファイルにアクセスすることができます。詳細について

は、第5章 ネットワークリソースへのアクセスを参照してください。

2.2 リムーバブルメディアへのアクセス
CD/DVDまたはフラッシュディスクにアクセスするには、メディアを挿入または接続します。メディアの

アイコンがデスクトップ上に自動的に作成されます。多くの種類のリムーバブルメディアについては、

［GNOME Files］ウィンドウが自動的に開きます。GNOME Filesが開かない場合は、デスクトップで

そのドライブのアイコンをダブルクリックすると、内容が表示されます。GNOME Filesでは、メディアを

表す項目がサイドバーに表示されます。

警告: マウント解除によるデータ損失防止
フラッシュディスクを使用した後、すぐに取り外さないでください。システムがデータの書き込み

中であることを示していなくても、ドライブで前の処理が完了していない場合があります。

GNOME Filesのサイドバーでメディアの横にある取り出しアイコンをクリックしてから、ドライブ

を安全に取り外すか、アンマウントします。

2.3 ファイルの検索
ファイルまたはディレクトリの検索には、さまざまな方法があります。いずれの場合も、ファイル名および

ディレクトリ名に基づいて検索が実行されます。あらかじめインストールされているグラフィカルツール

では、ファイルのサイズや変更日などのプロパティによる検索は、部分的にのみ実行できます。このよう

な検索は、コマンドラインで行う方が簡単です。

GNOME Filesの使用

GNOME Filesで、検索を開始するディレクトリに移動します。その後、検索語句の入力を開始し

ます。特定の変更日またはファイルの種類を指定してオブジェクトを検索するには、検索ボックス

の下向き矢印アイコンをクリックして、プロパティを変更します。

［Activities Overview (アクティビティ画面)］の使用
Meta を押して、［Activities Overview (アクティビティ画面)］を開きます。その後、検索語句の

入力を開始します。ホームディレクトリ内で検索が実行されます。
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デスクトップ検索アプリケーションの使用

［Applications (アプリケーション)］ ［Accessories (アクセサリ)］ ［Desktop Search (デ

スクトップ検索)］の順にクリックします。［Search (検索)］テキストボックスに検索語句を入力し

ます。ホームディレクトリ内で検索が実行されます。

2.4 アプリケーション間のテキストのコピー
コピーと貼り付けの動作は他のオペレーティングシステムと同じです。まず、テキストを選択します。こ

れにより、テキストが通常は青で強調表示されます。続いて、 Ctrl – C を押します。次に、キーボード

フォーカスを適切な位置に移動します。最後に、テキストを挿入するために、 Ctrl – V を押します。

端末でコピーまたは貼り付けを行うには、上記のキーの組み合わせと共にさらに Shift を押します。

コピーおよび貼り付けの別の使用方法を次に説明します。まず、テキストを選択します。テキストを貼り

付けるために、テキストを貼り付ける位置で中央クリックします。別の選択を行うとすぐに、元の選択の

テキストはクリップボードに戻ります。

プログラム間で情報をコピーする場合、ソースプログラムを開いたままにしてテキストを貼り付け、その

後プログラムを閉じます。プログラムが終了すると、そのアプリケーションからコピーしたクリップボード

にある内容が失われます。

2.5 インターネット接続の管理
Webを参照したり、電子メールを送受信したりするには、インターネット接続を設定する必要がありま

す。ラップトップまたはモバイルデバイスにSUSE Linux Enterprise Desktopをインストールしてい

る場合、NetworkManagerはデフォルトで有効です。GNOMEデスクトップでは、ブック 『管理ガイ

ド』, 章 28 「NetworkManagerの使用」, 項 28.3 「ネットワーク接続の設定」に記載されている方法

でNetworkManagerを使用してインターネット接続を確立できます。

環境に応じて、YaSTでネットワーク接続のセットアップに使用する基本サービス(NetworkManager

またはwicked)を選択できます。詳細については、ブック 『管理ガイド』, 章 16 「ネットワークの基礎」,

項 16.4.1.1 「グローバルネットワークオプションの設定」を参照してください。

2.6 インターネットの探索
GNOMEデスクトップには、Mozilla*ベースのFirefoxブラウザが含まれています。［Applications (ア

プリケーション)］ ［Internet (インターネット)］ ［Firefox］の順にクリックすると、このブラウザを起

動できます。
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別のWebブラウザと同じように、上にあるロケーションバーにアドレスを入力するか、ページにあるリン

クをクリックして、別のページに移動できます。

詳細については、第14章 Firefox:Webの閲覧を参照してください。

2.7 電子メールとスケジューリング
メールを読んだり、イベントを管理したりするには、Evolutionを使用します。Evolutionは、個人情報を

簡単に保存、整理、取得するためのグループウェアプログラムです。

Evolutionでは、電子メール、カレンダ、アドレス帳、メモ帳、およびタスクリストが単一の使いやすいア

プリケーションにシームレスに統合されています。通信とデータ交換のさまざまな規格に幅広く対応し

ているため、EvolutionはMicrosoft* Exchangeを含めた、既存の社内ネットワークやアプリケーショ

ンと連携することができます。

Evolutionを起動するには、［Applications (アプリケーション)］ ［Internet (インターネッ

ト)］ ［Evolution］の順にクリックします。

初めてEvolutionを起動したときには、メールアカウントを設定して、古いメールクライアントからメール

をインポートするためにいくつかの質問が表示されます。次に、新着メールの件数や今後の予定とタス

クが表示されます。カレンダ、アドレス帳、メールツールは左のショートカットバーから使用できます。

詳細については、第15章 Evolution:電子メールとカレンダ操作を参照してください。
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2.8 LibreOfficeでのドキュメントのオープンまたは作
成
ドキュメントの作成と編集のために、GNOMEデスクトップと一緒にLibreOfficeがインストールされ

ています。LibreOfficeはすべてが揃ったオフィスツールで、Microsoft Officeファイルを読み込んだ

り、Microsoft Office形式でファイルを保存したりすることができます。LibreOfficeには、ワードプロ

セッサ、表計算、データベース、描画ツール、およびプレゼンテーションプログラムが含まれます。

LibreOfficeを起動するには、［アプリケーション］ ［オフィス］ ［LibreOffice］の順にクリックしま

す。

詳細については、第10章 LibreOffice: オフィススイートを参照してください。

2.9 デスクトップの電源管理
ラップトップでコンピュータのバッテリの状態を参照するには、パネルの右側にあるバッテリアイコンを

確認します。バッテリの残量が非常に少ない場合など、特定のイベントでは、GNOMEによってイベン

トに関する通知情報が表示されます。

電源の設定を開くには、［アプリケーション］ ［System Tools (システムツール)］ ［設定］ ［電源］

の順にクリックします。

詳細については、3.3.2項 「電源の設定」を参照してください。

2.10 アーカイブの作成、表示、および解凍
アーカイブマネージャアプリケーション(ファイルローラとも呼ばれる)を使用して、アーカイブ

を作成、表示、変更、または展開することができます。アーカイブとは、他の複数のファイルを

保管するためのコンテナとして使用するファイルです。アーカイブには多数のファイル、ディレ

クトリ、サブディレクトリを、通常は圧縮形式で保存することができます。アーカイブマネージャ

は、 zip 、 tar.gz 、 tar.bz2 、 lzh 、 rarなどの一般的な形式をサポートしています。アーカイブマ

ネージャを使用して、圧縮された非アーカイブファイルを作成、オープン、および抽出することができま

す。

アーカイブマネージャを起動するには、［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリ

ティ)］ ［Archive Manager (アーカイブマネージャ)］の順にクリックします。

圧縮ファイルがある場合は、GNOME Filesでファイル名をダブルクリックすると、アーカイブマネー

ジャにアーカイブの内容が表示されます。
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図 2.2 アーカイブマネージャ

2.10.1 アーカイブを開く

1. アーカイブマネージャで、［開く］をクリックします。

2. 開きたいアーカイブを選択します。

3. ［開く］をクリックします。

アーカイブマネージャに次の情報が表示されます。

タイトルバーにアーカイブ名。

コンテンツ領域にアーカイブの内容。

別のアーカイブを開くには、［開く］をもう一度クリックします。アーカイブマネージャが新しいウィ

ンドウに各アーカイブを開きます。別のアーカイブを同じウィンドウで開くには、まずウィンドウの

右側にあるメニューから［Close (閉じる)］を選択して現在のアーカイブを閉じた後、［Open (開

く)］をクリックする必要があ ます。

アーカイブマネージャが認識できない形式で作成されたアーカイブを開こうとすると、アプリケー

ションによってエラーメッセージが表示されます。
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4. アーカイブのプロパティを表示するには、タイトルバーの最後のアイコンをクリックして［プロパ

ティ］を選択します。名前、場所、タイプ、最終変更日、ファイル数、サイズ、および圧縮率などの

詳細情報が表示されます。

2.10.2 アーカイブ内のファイルの展開

1. アーカイブマネージャ内で、展開するファイルを選択します。

2. ［Extract (展開)］をクリックします。

3. アーカイブマネージャによってファイルを展開するディレクトリを指定します。

4. 次の展開オプションから選択します。

オプション 説明

すべてのファイル アーカイブ内のすべてのファイルを展開します。

Selected files (選択したファ

イル)

選択したファイルをアーカイブから展開します。

ファイル 指定したパターンに一致するすべてのファイルをアーカイブ

から展開します。

Keep directory structure

(ディレクトリ構造を保持)

指定したファイルの展開時にディレクトリ構造を作成し直し

ます。

たとえば、［ファイル名］テキストボックスで /tmpを指定し、

すべてのファイルを展開するとします。アーカイブには docと

いう名前のサブフォルダが含まれます。［Keep directory

structure (ディレクトリ構造を保持)］オプションを選択する

と、アーカイブマネージャはサブディレクトリの内容を /tmp/

docに展開します。

［Keep directory structure (ディレクトリ構造を保持)］

オプションを選択しなかった場合は、アーカイブマネージャ

はサブディレクトリを作成しません。代わりに、サブディレクト

リ内のファイルを含むアーカイブ内のすべてのファイルを /

tmpに展開します。
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オプション 説明

Do not overwrite newer

files (新しいファイルを上書き

しない)

有効でない場合、アーカイブマネージャは、展開先のディレ

クトリに指定したファイルと同じ名前のファイルがあれば上

書きします。

このオプションを選択した場合は、展開先のディレクトリに同

じ名前のファイルが存在していれば、アーカイブマネージャ

は指定されたファイルを展開しません。

5. ［Extract (展開)］をクリックします。

アーカイブマネージャを開かずに、ファイルマネージャウィンドウでアーカイブファイルを展開する

には、ファイルを右クリックして［ここで展開］を選択します。

指定したファイルのコピーがアーカイブから展開されます。展開したファイルには、アーカイブに

追加された元のファイルと同じ許可と変更日付が付与されます。

展開によってアーカイブの内容は変更されません。

2.10.3 アーカイブの作成

1. アーカイブマネージャで、ウィンドウの左上にあるメインメニューアイコンをクリックして、［New

Archive (新しいアーカイブ)］を選択します。

2. 新しいアーカイブの名前と場所を指定します。

3. ドロップダウンボックスから、アーカイブのタイプを選択します。

4. ［作成］をクリックします。

アーカイブマネージャは空のアーカイブを作成しますが、ディスクへのアーカイブ書き込みはま

だ行いません。アーカイブマネージャは、アーカイブに少なくとも1つのファイルが含まれている

場合にのみ新しいアーカイブをディスクに書き込みます。新しいアーカイブを作成して、ファイル

を追加する前にアーカイブマネージャを終了した場合、そのアーカイブは削除されます。

5. 新しいアーカイブにファイルとディレクトリを追加します。

a. ［Add Files (ファイルの追加)］をクリックして、追加するファイルまたはディレクトリを選択

します。

b. ［Add (追加)］をクリックします。

アーカイブマネージャがアーカイブ内の現在のディレクトリにファイルを追加します。
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アーカイブマネージャを開かなくても、ファイルマネージャ内でアーカイブにファイルを追加できます。詳

細については、2.1.2項 「ファイルまたはディレクトリの圧縮」を参照してください。

2.11 スクリーンショットの取得
［スクリーンショットの取得］ユーティリティで、画面や各アプリケーションウィンドウのスナップショッ

トを取得することができます。 Print キーを押してデスクトップ全体のスクリーンショットを取得する

か、 Alt – Print キーを押して現在アクティブなウィンドウまたはダイアログのスクリーンショットを取得

します。

スクリーンショットは自動的に ~/Picturesディレクトリに保存されます。

また、GIMPを使用して、スクリーンショットを撮ることもできます。(GIMPの詳細については、第18章

GIMP:グラフィックの操作を参照してください。)GIMPで、［ファイル］ ［作成］ ［スクリーンショット］

の順にクリックし、エリアを選択して遅延を選択し、［スナップ］をクリックします。

2.12 PDFファイルの表示
プラットフォーム間で共有したり、印刷する必要があるドキュメントは、PDF(Portable Document

Format)ファイルとして保存できます。Document Viewer (Evinceとも呼ばれます)では、PDFファイ

ルのほか、XPS、DjVu、TIFFなど、多数の類似するファイルタイプを開くことができます。

注記: まれに発生する表示の問題
まれに、ドキュメントがDocument Viewerに正しく表示されないことがあります。この問題は、

一部のフォーム、アニメーション、3D画像などで発生することがあります。このような場合は、推

奨されるビューアをファイルの作成者に問い合わせてください。ただし、場合によっては、推奨さ

れるビューアがLinuxで動作しないこともあります。
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図 2.3 DOCUMENT VIEWER

Document Viewerを開くには、ファイルマネージャウィンドウでPDFファイルをダブルクリックしま

す。WebサイトからPDFファイルをダウンロードしたときにも、Document Viewerが開きます。ファ

イルなしでDocument Viewerを開くには、［Applications (アプリケーション)］ ［Office (オフィ

ス)］ ［Document Viewer］の順に選択します。

Document ViewerでPDFファイルを表示するには、歯車のアイコンをクリックしてメニューを開き、

［Open (開く)］を選択します。次に目的のPDFファイルを探し、［Open (開く)］をクリックします。

このウィンドウの上部にあるナビゲーションアイコン、または左側のパネル内のサムネイルを使って、ド

キュメント内を移動します。PDFドキュメントにブックマークが提供されている場合は、ビューアの左側

のパネルでアクセスできます。

2.13 ソフトウェアアップデートの取得
インターネットに接続すると、更新アプレットがシステムのソフトウェアアップデートの有無を確認しま

す。重要なアップデートが入手可能になると、デスクトップに通知が表示されます。

更新サービスアプレットでソフトウェアアップデートをインストールする方法と更新アプレットを設

定する方法の詳細については、ブック 『Deployment Guide』, 章 8 「Installing or Removing

Software」, 項 8.4 「Keeping the System Up-to-date」のソフトウェアのインストールと削除に関す

る章を参照してください。
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2.14 その他の情報
この章で説明した基本的なアプリケーションのほかにも、GNOMEではさまざまなアプリケーションを

使用できます。これらのアプリケーションの詳細については、このマニュアルの他の部分を参照してく

ださい。

GNOMEおよびGNOMEアプリケーションの詳細については、http://www.gnome.org を参照し

てください。

バグレポートや機能要求の追加を行うには、http://bugzilla.gnome.org を参照してください。

http://www.gnome.org
http://bugzilla.gnome.org
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3 設定のカスタマイズ

自分の個人的な好みや必要に応じて、GNOMEデスクトップの見かけや動作を変更できます。変更可

能な設定は次のとおりです。

キーボードとマウスの設定(「3.3.3項 「キーボードショートカットの変更」」および「3.3.4項 「マウ

スとタッチパッドの設定」」に記載)

デスクトップの背景(「3.2.1項 「デスクトップの背景の変更」」に記載)

サウンド(「3.3.7項 「サウンドの設定」」に記載)

これらの設定やその他の設定は［All Settings (すべての設定)］ダイアログで変更できます。

3.1 GNOMEの設定ダイアログ
YaSTは、インストールした製品についてあらゆる側面から設定するための、デスクトップに依存しない

システムレベルのツールです。一方、設定ダイアログはGNOMEの設定ツールです。GNOMEデスク

トップの外観、個人設定、および初期設定を中心としたものです。

GNOME設定ダイアログにアクセスするには、［アプリケーション］ ［System Tools (システムツー

ル)］ ［設定］の順にクリックします。このダイアログは、次の3つのカテゴリで構成されています。

［個人用］

ここでは、デスクトップまたはロック画面の背景を変更したり、言語設定を行ったりできます。詳細

については、3.2項 「個人用」を参照してください。

［ハードウェア］

モニタ、プリンタ、マウス/タッチパッド、ネットワークアダプタ、サウンドデバイスなどのハードウェア

コンポーネントを設定できます。キーの組み合わせの設定を変更したり、節電機能を設定したり

することもできます。詳細については、3.3項 「ハードウェア」を参照してください。

［システム］

日付と時刻、フラッシュディスクを挿入したときにソフトウェアを起動するかどうか、または他の

ユーザと画面を共有するかどうかなどのシステム設定を行えます。ユーザアカウントを設定する

こともできます。必要に応じて、この画面からYaSTを起動することもできます。ただし、メニューか

ら別途アクセスすることもできます。詳細については、3.4項 「システム」を参照してください。
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図 3.1 GNOMEの設定ダイアログ

システム全体の設定を変更する場合、コントロールセンターでは rootパスワードを入力してYaSTを起

動するように要求されます。これは、ハードウェア、グラフィカルユーザインタフェース、インターネットア

クセス、セキュリティ設定、ユーザ管理、ソフトウェアのインストール、システムアップデートおよび情報な

どの管理者設定が当てはまります。YaSTの指示に従ってこれらの設定を行います。YaSTの使用につ

いては、統合されたYaSTのヘルプテキストまたはブック 『Deployment Guide』を参照してください。

この章では、YaSTを使用しなくても、GNOMEの設定ダイアログで直接変更できる個々の設定につい

て説明します。
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3.2 個人用
以降の項では、使用する言語やデスクトップの背景など、GNOMEデスクトップの個人用の機能を設

定する方法について、例を紹介します。

3.2.1 デスクトップの背景の変更

デスクトップの背景とは、デスクトップに適用されたイメージまたは色です。画面のロック時に表示する

イメージをカスタマイズすることもできます。

デスクトップの背景またはロック画面を変更する

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツール)］ ［Settings (設

定)］ ［Background (背景)］の順にクリックします。

2. ［Background (背景)］または［Lock Screen (ロック画面)］をクリックします。

3. ［Wallpapers (壁紙)］、［Pictures (画像)］、または［Colors (色)］をクリックします。

壁紙は、システムとともに配布された事前設定済みのイメージです。画像は、 Picturesディレ

クトリ( ~/Pictures )にあるイメージです。色は、GNOMEの開発者が選択した事前定義済み

の色です。

4. リストからオプションを選択します。

5. 選択に問題がなければ、［Select (選択)］をクリックします。

3.2.2 言語の設定

SUSE Linux Enterprise Desktopは、任意の複数の言語で使用できるように設定することができま

す。言語設定はダイアログやメニューの言語を決定し、キーボードや時計のレイアウトも決定します。

言語を設定するには、［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツー

ル)］ ［Settings (設定)］ ［Region and Language (地域と言語)］の順にクリックします。

ここでは、次の項目を選択できます。

インタフェース言語。

日付と数値の書式、通貨関連のオプション.

入力ソース(キーボードレイアウト)。非アルファベット言語の場合、他にも設定項目がある可能性

があります。
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3.3 ハードウェア
次のセクションでは、キーボードやマウスの初期設定などのGNOMEデスクトップのハードウェア部分

を設定し、リムーバブルドライブ(およびその他のメディア)、画面解像度を処理する例を紹介します。

3.3.1 ブルートゥース設定の指定

ブルートゥースモジュールでは、ブルートゥース上でマシンを表示するかどうかを設定したり、利用可能

なブルートゥースデバイスに接続したりすることができます。ブルートゥース接続を設定するには、次の

手順に従います。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツール)］ ［Settings (設

定)］ ［Bluetooth (ブルートゥース)］の順にクリックして、ブルートゥース設定モジュールを開き

ます。

2. ブルートゥースを使用するには、［Bluetooth (ブルートゥース)］スイッチをオンにします。

3. コンピュータをブルートゥース上で表示するには、［Visibility (表示)］スイッチをオンにします。

コンピュータは近くにある他の表示可能なブルートゥースデバイスの検索を開始して、見つかっ

たデバイスがあれば、［デバイス］リストに表示します。最初は、リストに何も表示されない場合が

あります。

注記: 一時的な表示
［表示］スイッチは、一時的にのみ使用します。これをオンにする必要があるのは、ブルー

トゥースデバイスへの接続の初期セットアップの場合のみです。接続が確立した後は、ス

イッチをオフにします。

4. 接続元のデバイスでも、ブルートゥースの接続と表示をオンにします。

5. 目的のデバイスが見つかってリストに表示された場合は、そのデバイスをクリックして接続を確

立します。

2つのデバイスのPINが一致しているかどうかの確認を求められます。

6. PINが一致している場合は、コンピュータとデバイスの「両方」で一致していることを確認しま

す。

これで両方がペアになります。コンピュータ上のリストでは、デバイスが［接続済み］と表示され

ます。
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デバイスタイプに応じて、デバイスがGNOME Filesにストレージデバイスとして表示されること

もあれば、サウンド設定でデバイスの音量を設定したりすることもできます。

ペアになっているブルートゥースデバイスに接続するには、リストでそのデバイスを選択します。表示さ

れるダイアログで、［接続］スイッチをオンにします。［Send Files (ファイルの送信)］ボタンを使用し

て、接続済みデバイスにファイルを送信できます。携帯電話などのデバイスを接続している場合は、適

切なオプションを有効にすることで、ネットワークデバイスとして使用できます。

コンピュータ上のリストから接続済みデバイスを削除するには、［Remove Device (デバイスの削

除)］をクリックして、選択した操作を確認します。ペアを完全に削除するには、デバイス上でも同じ操作

を実行します。

3.3.2 電源の設定

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツール)］ ［Settings (設

定)］ ［Power (電源)］の順にクリックして、電源設定モジュールを開きます。

2. ダイアログの上部に、バッテリの現在の状態が表示されます。

3. 電力を節約するには、ダイアログの［Power Saving (省電力)］セクションで、［Screen

Brightness (画面の明るさ)］を設定します。非アクティブな状態が一定時間続いた場合に画面

を暗くするかどうか、およびそれまでの時間を設定することもできます。また、非アクティブな状態

が一定時間続いた場合に無線ネットワーク接続をオフにするかどうかも設定できます。

4. ダイアログの［Suspend and Power Button (サスペンドと電源ボタン)］セクションで、

［Automatic Suspend (自動サスペンド)］を設定します。これをクリックすると、別のダイアログ

が開きます。



31 キーボードショートカットの変更 SLED 12 SP2

ダイアログ内で、自動サスペンドをオンにし、関連する時間間隔を設定することができます。バッ

テリーを搭載したコンピュータを使用している場合、コンピュータをバッテリー電源で実行してい

る場合と電源に接続して実行している場合について、別々にこれらの設定を行うことができま

す。

電源ボタンが押されたときに実行するアクションを設定することもできます。コンピュータの

電源を完全に切って実行中のセッションをハードディスクに保存するモードを使用するには、

［Hibernate (休止)］を選択します。あるいは、［Suspend (サスペンド)］または［Nothing (な

し)］を選択します。

3.3.3 キーボードショートカットの変更

キーボードショートカットを変更するには、［アプリケーション］ ［System Tools (システムツー

ル)］ ［設定］ ［キーボード］の順にクリックします。

図 3.2 ［キーボード］ダイアログ

［キーボード］ダイアログには、システムに設定されているキーボードショートカットが表示されます。左

側のカテゴリをクリックして、現在のショートカットを表示します。

キーの組み合わせを編集するには、まず、該当する行をクリックします。新しいキーの組み合わせを設

定するには、組み合わせるキーを押します。ショートカットを無効にするには、代わりに <— を押します。

キーボードのアクセシビリティオプションを設定するには、4.4項 「動作の障害」を参照してください。

キーボードレイアウトを設定するには、3.2.2項 「言語の設定」を参照してください。

3.3.4 マウスとタッチパッドの設定

マウスとタッチパッドのオプションを変更するには、［Applications (アプリケーション)］ ［System

Tools (システムツール)］ ［Settings (設定)］ ［Mouse and Touchpad (マウスとタッチパッド)］

の順にクリックします。
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図 3.3 マウスとタッチパッドの設定ダイアログ

ダイアログの［一般］セクションでは、［プライマリ］ボタンの方向(左または右)を設定できます。

ダイアログの［マウス］セクションでは、［Mouse Speed (マウスの速度)］を使用してマウスポイ

ンタの感度を調整します。

ダイアログの［Touchpad (タッチパッド)］セクションでは、タッチパッドのオンとオフを切り替える

ことができます。タッチパッドポインタの感度を調整するには、［Touchpad Speed (タッチパッド

の速度)］を使用します。キー入力中にタッチパッドを無効にしたり、タッチパッドのタップによるク

リック操作を有効にしたりすることもできます。

設定をテストするには、［Test Your Settings (設定のテスト)］をクリックして、ポインティングデ

バイスを操作してみます。

マウスのアクセシビリティオプションの設定については、4.4項 「動作の障害」を参照してください。

3.3.5 プリンタのインストールと設定

プリンタモジュールでは、使用可能なローカルサーバまたはリモートCUPSサーバに接続し、プリンタを

設定できます。

プリンタモジュールを起動するには、［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システ

ムツール)］ ［Settings (設定)］ ［Printers (プリンタ)］の順にクリックします。詳細については、第6

章 プリンタの管理を参照してください。
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3.3.6 画面の設定

画面の解像度や向きを指定したり、複数画面を設定したりするには、［アプリケーション］ ［System

Tools (システムツール)］ ［設定］ ［ディスプレイ］の順にクリックします。

手順 3.1 モニタの設定の変更

1. 適切なモニタを見つけるには、［ディスプレイ］ダイアログを開いた後に、すべてのモニタの左上

隅に表示されている数字を探します。モニタのオプションを設定するには、モニタのリスト項目を

クリックします。新しいダイアログが表示されます。

2. 複数のモニタがコンピュータに接続されている場合、ダイアログの左側の部分でモニタの使用

方法を選択することができます。次のいずれかを選択できます。

［プライマリ］

パネルおよび重要なメッセージを表示する画面です。

［Secondary Display (セカンダリディスプレイ)］

プライマリモニタのデスクトップを拡張するモニタです。

［Mirror (ミラー)］

プライマリモニタ上の画像をミラーリングするモニタです。解像度については、最小公分母

が使用されます。

［Turn Off (オフ)］

使用しない画面です。

表示されている画像を回転するには、左向き矢印が付いたボタンと右向き矢印が付いたボタン

を使用します。表示されている画像を左右反転させるには、双方向矢印のアイコンが付いたボタ

ンを使用します。

別の解像度を設定するには、［Resolution (解像度)］の横の値を変更します。どのような解像

度でも歪みのないはっきりとした画像が表示されるわけではありません。モニタに最適な解像度

を確認するには、モニタのマニュアルを参照してください。

3. 終了したら、［Apply (適用)］をクリックします。

モニタが再調整されます。これにはしばらくかかることがあり、その間、画面が黒くなったり歪ん

だりする場合もあります。

その後、確認ダイアログが表示されます。

4. 設定に問題がないようであれば、［Keep Changes (変更を保持する)］をクリックします。

期待した設定と異なる場合は、［Revert Settings (設定を元に戻す)］をクリックするか、20秒間

待機します。これにより、変更した設定が元に戻ります。
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図 3.4 モニタ解像度の設定ダイアログ

手順 3.2 複数モニタの配置の変更

複数の画面を使用する場合、モニタ間でマウスポインタを適切に使用できるように、モニタの配

置を設定します。

1. ［Arrange Combined Displays (連結ディスプレイの配置)］をクリックします。

2. 適切なモニタを見つけるには、すべてのモニタの左上隅に表示されている数字を探します。モニ

タイメージをクリックし、ドラッグして移動します。

3. 終了したら、［Apply (適用)］をクリックします。

4. 設定に問題がないようであれば、［Keep Changes (変更を保持する)］をクリックします。

期待した設定と異なる場合は、［Revert Settings (設定を元に戻す)］をクリックするか、20秒間

待機します。これにより、変更した設定が元に戻ります。

3.3.7 サウンドの設定

［Sound (サウンド)］ツールでは、サウンドデバイスを管理したり、サウンド効果を設定したりできます。

ダイアログの上部で、全般的な出力ボリュームを選択するか、サウンドを完全にオフにできます。

サウンド設定を開くには、［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツー

ル)］ ［Settings (設定)］ ［Sound (サウンド)］の順にクリックします。
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図 3.5 サウンドの設定

3.3.7.1 サウンドデバイスの設定

［Output (出力)］タブを使用して、サウンド出力用のデバイスを選択します。リストの下で、好みのサウ

ンドデバイス設定(バランスなど)を選択します。

［Input (入力)］タブを使用して、入力デバイス音量を設定したり、入力を一時的にミュートしたりしま

す。複数のサウンドデバイスがある場合、［サウンドの入力デバイスを選択してください］リストでオー

ディオ入力用のデフォルトデバイスを選択することもできます。

3.3.7.2 サウンドの効果の設定

［Sound Effects (サウンド効果)］タブを使用して、メッセージボックスが表示されるときにサウンドを

再生するかどうかとその方法を設定します。

［警告音の音量］で、サウンド効果の再生時の音量を指定します。効果のオン/オフを切り替えることも

できます。

［Alert Sound (警告音)］で、使用する警告音を選択します。

3.3.8 ネットワーキング

ネットワーキングオプションを設定するには、［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools

(システムツール)］ ［Settings (設定)］ ［Network (ネットワーク)］の順にクリックします。

表示されるダイアログで、有線/無線接続、プロキシ、およびVPNを設定できます。使用するネットワー

クパラメータが不明な場合は、システム管理者に問い合わせてください。
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ネットワーク接続の設定の詳細については、ブック 『管理ガイド』, 章 28 「NetworkManagerの使

用」を参照してください。

3.4 システム
以下のセクションでは、GNOMEデスクトップのシステム面を設定する方法の例を紹介します。これに

は、優先アプリケーション、ユーザパスワードの変更、セッション共有の初期設定などが含まれます。

支援技術の設定の詳細については、第4章 支援技術を参照してください。

3.4.1 パスワードを変更する

セキュリティ上の理由から、ログインパスワードは時々変更することをお勧めします。パスワードを変更

するには:

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツール)］ ［Settings (設

定)］ ［Users (ユーザ)］の順にクリックします。

2. ［Password (パスワード)］の横にある、ドットが付いたボタンをクリックします。

3. 最初のテキストボックスに、現在のパスワードを入力します。

4. 次のテキストボックスに、新しいパスワードを入力します。

テキストボックスの端にある歯車のアイコンをクリックして、ランダムパスワードを生成することも

できます。

5. 最後のテキストボックスに新しいパスワードをもう一度入力して確認します。

6. ［変更］をクリックします。

3.4.2 優先アプリケーションの設定

1. インターネットのブラウズ、メールの送信、マルチメディアファイルの再生など、さまざまな一般的

なタスクに対するデフォルトのアプリケーションを変更するには、［アプリケーション］ ［System

Tools (システムツール)］ ［設定］ ［詳細］の順にクリックします。
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図 3.6 優先アプリケーション

2. ［Default Applications (デフォルトのアプリケーション)］をクリックします。

3. ドロップダウンリストから、利用可能ないずれかのオプションを選択します。Web、メール、カレン

ダ、音楽、ビデオ、または写真を扱うアプリケーションをそれぞれ選択できます。

3.4.3 セッション共有環境設定

複数のユーザ間でGNOMEデスクトップセッションを共有するために設定ダイアログを開いてセッ

ション共有の初期設定を行うには、［アプリケーション］ ［System Tools (システムツール)］ ［設

定］ ［共有］の順にクリックします。

重要: デスクトップセッション共有によるシステムセキュリティへの影響
デスクトップセッションの共有は、セキュリティ上のリスクになる場合があります。可能な制約オ

プションを使用してください。

何かを共有する前に、ダイアログの上部でスイッチをオンにする必要があります。このスイッチは、すべ

ての共有オプションを素早く無効にする必要がある場合にも役立ちます。
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ネットワーク上でパブリックディレクトリを共有するには、［Personal File Sharing (パーソナル

ファイル共有)］をクリックして、［Share Public Folder On This Network (このネットワークで

パブリックフォルダを共有する)］をオンにします。パスワードも設定できます。

他のユーザとデスクトップセッションを共有するには、［Screen Sharing (画面の共有)］をクリッ

クして、［Allow Remote Control (リモート制御を許可する)］を有効にします。他のユーザに画

面の制御を許可するには、［Remote Control (リモート制御)］も有効にします。パスワードも設

定できます。

SSHを使用したログインを有効にするには、［Remote Login (リモートログイン)］をクリックしま

す。

すべての共有画面にアドレスがあり、そのアドレスを提供することで、他のユーザがアクセスできるよう

になります。共有アドレスをコピーするには、アドレスをクリックして［Copy (コピー)］を選択します。その

後、アドレスを電子メールまたはメッセージングソフトウェアに貼り付けることができます。

3.4.4 YaSTを使った管理設定

便宜を図るため、YaSTは、アプリケーションメニューからだけでなくGNOMEの設定からも使用できま

す。YaSTの使用については、ブック 『Deployment Guide』を参照してください。
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4 支援技術

GNOMEデスクトップには、さまざまな障害や特別なニーズを持つユーザをサポートし、一般的な支援

デバイスを操作するための支援技術が組み込まれています。この章では、視力の低下や運動能力の

障害など、身体に障害を持つユーザの必要性を満たすように設計された複数の支援技術アプリケー

ションについて説明します。

4.1 支援技術の有効化
アクセシビリティ機能を設定するには、GNOMEの設定ダイアログを開き(たとえば、［Applications

(アプリケーション)］ ［System Tools (システムツール)］ ［Settings (設定)］を使用)、［Universal

Access (ユニバーサルアクセス)］をクリックします。このダイアログを使用して、各支援機能を個別に

有効にできます。

個々の支援機能により素早くアクセスしたい場合は、［ユニバーサルアクセス］ダイアログの［Always

Show Universal Access Menu (常にユニバーサルアクセスメニューを表示)］をオンにします。下部

のパネルに新しいメニューが表示されます。

4.2 視覚障害
［Universal Access (ユニバーサルアクセス)］ダイアログの［Seeing (表示)］セクションでは、視覚に

障害のあるユーザを支援する機能を有効にすることができます。

［High Contrast (ハイコントラスト)］をオンにすると、GNOMEデスクトップでハイコントラストの

白黒のアイコンが有効になります。

［Large Text (大きな文字)］をオンにすると、ユーザインタフェースで使用されるフォントが拡大

されます。

［Zoom (ズーム)］をオンにすると、画面の拡大鏡が有効になります。目的の拡大率と拡大鏡の

動作(色の効果を含む)を設定できます。

［Screen Reader (スクリーンリーダ)］をオンにすると、キーボードフォーカスが置かれたUI要素

やテキストが音声で読み上げられます。

［Sound Keys (サウンドキー)］がオンの場合、<Num Lock>または<Caps Lock>をオンにす

るとサウンドが鳴ります。
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4.3 聴覚障害
［Universal Access (ユニバーサルアクセス)］ダイアログの［Hearing (聴覚障害)］セクションでは、

聴覚に障害のあるユーザを支援する機能を有効にできます。

［Visual Alerts (視覚的なアラート)］がオンの場合、アラートサウンドが鳴るとウィンドウタイトルまたは

画面全体が点滅します。

4.4 動作の障害
［Universal Access (ユニバーサルアクセス)］ダイアログの［Typing (入力)］および［Pointing and

Clicking (ポイントとクリック)］セクションでは、動作に障害のあるユーザを支援する機能を有効にで

きます。

［Screen Keyboard (スクリーンキーボード)］をオンにすると、テキストを入力する必要がある場

合、仮想キーボードが表示されます。仮想キーをクリックしてスクリーンキーボードを使用できま

す。

［Typing Assist (AccessX) (入力支援(AccessX))］をクリックするとダイアログが開き、入力を

容易にするさまざまな機能を有効にすることができます。

［Enable by Keyboard (キーボードで有効にする)］を有効にすると、キーボードを使用し

てアクセシビリティ機能をオンまたはオフにできます。

［Sticky Keys (スティッキーキー)］を使用すると、キーの組み合わせを押す場合に、

すべてのキーを同時に押すのではなく、一度に1つずつ押すことができます。たとえ

ば、 Alt – <Tab> というショートカットは、ウィンドウを切り替えます。

スティッキーキーがオフになっている場合、両方のキーを同時に押す必要があります。ス

ティッキーキーをオンにすると、 Alt を押してから <Tab> を押しても同じ操作を実行できま

す。

キーを押してから文字が画面に表示されるまでの間に時間差を設けたい場合、［Slow

Keys (スローキー)］をオンにします。これは、入力したいキーを少しの時間押し続けないと

文字が画面に表示されないことを意味します。スローキーは、入力時に誤って複数のキー

を同時に押してしまう場合や、1文字目を入力する際にキーボードの正しいキーを押すの

が困難な場合に使用します。

［Bounce Keys (バウンスキー)］をオンにすると、短い間隔で繰り返し押されたキー入力

を無視できます。これは、手の震えがあり、キーを一度だけ押そうとしても複数回押してしま

うような場合などに便利です。
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［Mouse Keys (マウスキー)］をオンにすると、キーボードの数字キーパッドを使用してマウスポ

インタを制御できます。

［Click Assist (クリック支援)］をクリックして、クリック操作を容易にするさまざまな機能(2回目

のクリックのシミュレートおよびホバークリック)を有効にできるダイアログを開きます。

［Simulated Secondary Click (2回目のクリックのシミュレート)］をオンにした場合、

［Acceptance delay (認識するまでの間隔)］で事前定義した時間、プライマリボタンを押

し続けると2回目のクリック(通常はマウスの右クリック)が有効になります。これは、一方の

手の指を別々に動かすのが困難な場合や、ポインティングデバイスにボタンが1つしかな

い場合に便利です。

［Hover Click (ホバークリック)］をオンにした場合、マウスポインタを画面上のオブジェク

トに合わせるとクリックがトリガされます。これは、マウスの移動とクリックを同時に行うのが

困難な場合に便利です。この機能をオンにすると、［Hover Click (ホバークリック)］という

小さなウィンドウが開き、常に他のすべてのウィンドウより手前に表示されます。このウィンド

ウを使用して、ポイントしたときにどのようなクリック操作を実行するかを選択できます。マウ

スポインタをボタンに合わせて動かさずにいると、徐々にポインタの色が変化します。色が

完全に変わるとボタンがクリックされます。

［Double-Click Delay (ダブルクリックの遅延)］をニーズに合わせて、スライダを使用して調整

します。

4.5 その他の情報
その他の情報については、GNOMEのヘルプを参照してください。オンライン(https://

help.gnome.org/users/gnome-help/3.20/a11y.html.en )でもアクセスできます。

https://help.gnome.org/users/gnome-help/3.20/a11y.html.en
https://help.gnome.org/users/gnome-help/3.20/a11y.html.en
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5 ネットワークリソースへのアクセス

デスクトップから、ファイルやディレクトリ、およびリモートホスト上の特定のサービスにアクセスしたり、

自分のファイルやディレクトリをネットワーク中の他のユーザに利用させることができます。SUSE®

Linux Enterprise Desktopには、ネットワーク共有リソースにアクセスしたり、リソースを作成したりす

るための、次の手段が用意されています。

ネットワーク参照

GNOME Filesをファイルマネージャとして使用することにより、共有リソースやサービスを参照

できます。詳細については、5.3項 「ネットワーク共有へのアクセス」を参照してください。

混在環境でのディレクトリの共有

GNOME Filesを使用して、ネットワークの他のユーザとファイルやディレクトリを共有するように

設定します。任意のWindowsまたはLinuxワークステーションの他のユーザがデータを参照し

たり、書き込みしたりできるようにします。詳細については、5.4項 「ディレクトリの共有」を参照し

てください。

Windowsファイルの管理

SUSE Linux Enterprise Desktopは、既存のWindowsネットワークに統合するように設定で

きます。この場合、LinuxマシンはWindowsクライアントのように動作します。Windowsクライア

ントと同様に、すべてのアカウント情報をActive Directoryドメインコントローラから取得します。

詳細については、5.5項 「Windowsファイルの管理」を参照してください。

Windowsネットワークプリンタの設定とアクセス

GNOMEコントロールセンターから、Windowsネットワークプリンタを設定できます。設定方法の

詳細については、5.6項 「Windowsネットワークプリンタの設定とアクセス」を参照してください。

5.1 ネットワークへの接続
有線接続または無線接続でネットワークに接続できます。ネットワーク接続を表示するには、メインパネ

ルの右側にあるネットワークアイコンをクリックします。このアイコンをクリックすると、メニューに詳細が

表示されます。さらに詳細を参照したり、設定にアクセスしたりするには、接続名をクリックします。

ネットワークへの接続の詳細については、ブック 『管理ガイド』, 章 28 「NetworkManagerの使

用」を参照してください。
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5.2 ファイル共有とネットワーク参照に関する一般的な
注意

重要: 設定前の管理者への連絡
ネットワークでファイル共有やネットワーク参照を利用できるかどうか、またどの程度まで利用で

きるかについては、ネットワーク構造とマシンの設定によって異なります。

これらの機能を設定する前に、システム管理者に連絡してください。ネットワーク構造で機能が

サポートされているかどうか、企業のセキュリティポリシーで機能が許可されているかどうかを

確認します。

Windows共有用のSMB参照やリモートサービス用のSLP参照などのネットワーク参照は、コンピュー

タがネットワーク上のすべてのクライアントにメッセージをブロードキャストできるかどうかに大きく依存

しています。コンピュータは、ブロードキャストメッセージとクライアントからの応答によって、利用できる

ネットワーク共有やサービスを検出します。

ブロードキャストを効果的に行うためには、お使いのコンピュータが、他のブロードキャスト対象コン

ピュータと同じサブネット上に存在する必要があります。ネットワーク参照がマシンで動作しない場合、

または検出された共有やサービスが期待どおりでない場合は、システム管理者に問い合わせて、適切

なサブネットに接続されていることを確認してください。

ネットワーク参照を利用するには、ネットワークの詳細、または共有およびサービスの可用性を知らせる

ネットワークメッセージを送受信できるように、いくつかのネットワークポートを開いておく必要がありま

す。標準のSUSE Linux Enterprise Desktopは、高いセキュリティレベルを維持するように設定され

ており、インターネットからコンピュータを保護するファイアウォールを備えています。

ファイアウォール設定を調整するには、内部ゾーンにインタフェースを配置するようにシステム管理者

に依頼するか、ファイアウォールを完全に停止する必要があります(企業のセキュリティポリシーに基づ

きます)。ファイアウォールがマシンで動作している状態でネットワークをブラウズしようとすると、セキュ

リティ設定によりネットワーク参照が禁止されていることを示す警告がGNOME Filesで表示されま

す。

5.3 ネットワーク共有へのアクセス
ネットワーク上のワークステーションのディレクトリを共有するように設定できます。通常、ファイルとディ

レクトリにはユーザがリモートアクセスできることを示す記号が付いています。これらは、「ネットワーク

シェア(共有)」と呼ばれます。お使いのシステムがネットワーク共有にアクセスできるように設定されて

いる場合、ローカルコンピュータ上にあるファイルやフォルダと同じように、ファイルマネージャを使って
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共有ファイルやフォルダにアクセスしたり、参照したりできます。共有ディレクトリに対するアクセスレベ

ル(読み込み専用なのか、書き込みアクセスも可能なのか)は、その共有の所有者がユーザに割り当て

た許可によって異なります。

ネットワーク共有にアクセスするには、GNOME Filesを開いて、サイドバーの［Other Locations (そ

の他の場所)］をクリックします。アクセスできるサーバとネットワークが表示されます。共有にアクセ

スするサーバまたはネットワークをダブルクリックします。ユーザ名とパスワードを入力してサーバで

承認するよう求められる場合があります。一般的なネットワーク共有は、SFTP (SSH File Transfer

Protocol)でアクセス可能なリソースまたはWindows共有です。

図 5.1 ネットワークファイルブラウザ

手順 5.1 ネットワークの場所の追加

1. GNOME Filesを開いて、サイドバーの［Other Locations (その他の場所)］をクリックします。

［サーバに接続］テキストボックスが表示されます。

2. サーバのアドレスを入力します。

3. ［接続］をクリックします。

5.4 ディレクトリの共有
企業環境では、ドキュメントの共有および交換は必須の機能です。GNOME Filesでは、ファイル共有

機能を利用して、LinuxユーザとWindowsユーザ間でファイルやディレクトリを共有できます。
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5.4.1 コンピュータの共有の有効化

ディレクトリを共有するには、コンピュータで共有を有効にする必要があります。共有を有効にする

1. メインメニューからYaSTを起動します。

2. rootパスワードを入力します。

3. ［Network Services (ネットワークサービス)］カテゴリで、［Windows Domain Membership

(Windowsドメインメンバーシップ)］をクリックします。

4. ［ユーザにディレクトリの共有を許可する］をクリックして、次に［OK］をクリックします。

5.4.2 ディレクトリの共有の有効化

ディレクトリのファイル共有を設定する

1. GNOME Filesを開きます。

2. ディレクトリを右クリックして、コンテキストメニューから［共有オプション］を選択します。

3. ［このフォルダを共有する］を選択します。

4. 他のユーザからのディレクトリへの書き込みを許可する場合は、［Allow others to create and

delete files in this folder (他の人がこのフォルダでファイルを作成および削除できるように

する)］を選択します。ユーザアカウントを使用しないアクセスを許可するには、［ゲストアクセス］

をオンにします。

5. ［共有の作成］をクリックします。

6. 共有に必要なパーミッションがディレクトリにない場合は、ダイアログが表示されます。［自動的

にパーミッションを追加する］をクリックします。
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ディレクトリが共有されていることを示すために、ディレクトリアイコンが変化します。

重要: Sambaドメイン参照とファイアウォール
Sambaドメイン参照は、システムのファイアウォールが正しく設定されている場合にのみ利

用できます。ファイアウォール全体を無効にするか、または参照インタフェースを内部ファイア

ウォールゾーンに指定します。設定方法については、システム管理者にお問い合わせください。

5.5 Windowsファイルの管理
SUSE Linux Enterprise Desktop コンピュータをActive Directoryクライアントとして使用するこ

とにより、Windowsサーバ上のデータを参照、表示、および操作できます。次に代表的な例を示しま

す。

GNOME FilesでのWindowsファイルの参照

GNOME Filesのネットワーク参照機能を使用して、Windowsデータを参照することができま

す。

GNOME FilesでのWindowsデータの表示

GNOME Filesを使用して、Linuxディレクトリを表示する場合と同様に、Windowsユーザディレ

クトリの内容を表示することができます。Windowsサーバ上にファイルやディレクトリを作成する

こともできます。

GNOMEアプリケーションを使ったWindowsデータの操作

多くのGNOMEアプリケーションでは、Windowsサーバ上のファイルを開いて作業を行い、再び

Windowsサーバに保存することができます。

シングル サインオン

GNOME Filesをはじめ、GNOMEアプリケーションではシングルサインオンがサポートされて

います。そのため、他のWindowsリソースにアクセスするときに、再度認証を行う必要はありませ

ん。これには、Webサーバ、プロキシサーバ、Microsoft Exchange*などのグループウェアサー

バが含まれます。これらすべてに対する認証は、ログイン時に入力したユーザ名とパスワードを使

用してバックグラウンドで自動的に行われます。

GNOME Filesを使用してWindowsデータにアクセスするには、次の手順に従います。

1. GNOME Filesを開いて、［Places (場所)］ペインで［Network (ネットワーク)］をクリックしま

す。
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2. ［Windowsネットワーク］をダブルクリックします。

3. アクセスするコンピュータがあるワークグループのアイコンをダブルクリックします。

4. コンピュータのアイコンをクリックして(必要に応じて認証を受けて)、次にそのコンピュータ上の

目的の共有ディレクトリに移動します。

GNOME Filesを使用してWindowsユーザディレクトリ内にディレクトリを作成するには、Linuxディレ

クトリを作成する場合と同じ手順に従います。

5.6 Windowsネットワークプリンタの設定とアクセス
ネットワークに接続し、Windows Active Directoryサーバの認証を受けたら、プリンタなどの企業リ

ソースにアクセスできます。GNOMEでは、LinuxクライアントからWindowsネットワークプリンタに印

刷できるように設定できます。

LinuxクライアントからWindowsネットワークプリンタを利用できるように設定するには、次の手順に従

います。

1. メインメニューから［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツー

ル)］ ［Settings (設定)］ ［Printers (プリンタ)］の順にクリックして、GNOMEコントロールセ

ンターを起動します。

注記: CUPSサービスの開始
SUSE Linux Enterprise Desktopをインストールした後、CUPSサービスはデフォル

トでは開始されません。［プリンタ］ダイアログに印刷サービスが使用できないというメッ

セージが表示される場合は、CUPSサービスを手動で開始する必要があります。

開始するには、シェルを開いて次のコマンドを入力します。

sudo systemctl start cups

2. ［Unlock (ロック解除)］をクリックして、rootパスワードを入力します。

3. ［+］アイコンをクリックします。

4. Samba経由で接続されているWindowsプリンタを選択します。

設定したWindowsネットワークプリンタに印刷するには、利用可能なプリンタリストから該当するプリン

タを選択します。
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6 プリンタの管理

SUSE® Linux Enterprise Desktopでは、コンピュータがプリンタに直接接続されていても、ネット

ワークでリモートにリンクされていても、ドキュメントを簡単に印刷できます。本章では、SUSE Linux

Enterprise Desktopでプリンタを設定し、印刷ジョブを管理する方法を説明します。

6.1 プリンタのインストール
プリンタをインストールする前に、 rootパスワードを確認し、プリンタ情報を用意しておく必要がありま

す。プリンタに接続する方法に応じて、プリンタURI、TCP/IPアドレスまたはホスト、およびプリンタ用の

ドライバも必要になる場合があります。SUSE Linux Enterprise Desktopには、多数の一般的なプ

リンタドライバが付属しています。使用するプリンタのドライバが見つからない場合は、プリンタのメー

カーのWebサイトで確認してください。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツール)］ ［Settings (設

定)］ ［Printers (プリンタ)］の順にクリックします。

2. ［Unlock (ロック解除)］をクリックして、rootパスワードを入力します。

3. ［+］アイコンをクリックします。

4. リストに表示されるプリンタが多すぎる場合は、ダイアログの下部にある検索フィールドにIPアド

レスまたはキーワードを入力してプリンタをフィルタします。

5. 利用可能なプリンタのリストからプリンタを選択して、［Add (追加)］をクリックします。

インストールされたプリンタが、プリンタパネルに表示されます。これで、どのアプリケーションからもプリ

ンタに印刷できます。
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7 ユーザデータのバックアップ

バックアップツールは、ユーザがホームディレクトリや選択したファイルなどのデータをバックアップおよ

び復元できるようにするシンプルなフレームワークです。スケジュールされたバックアップまたは要求に

応じたバックアップを作成し、このデータの以前の状態を再生できます。

7.1 バックアップの作成
まず、バックアップするデータと、バックアップをいつ実行するかをスケジュールします。

1. ［アプリケーション］ ［System Tools (システムツール)］ ［バックアップ］の順にクリックしま

す。

2. 初めてアプリケーションを開いた場合は、ようこそ画面が表示されます。［Just show my

backup settings (バックアップ設定を表示する)］をクリックします。

3. ［Overview (概要)］タブで、［Automatic backups (自動バックアップ)］をオン/オフにできま

す。また、現在の設定の概要も参照できます。

4. ［Storage (ストレージ)］タブで、［Backup Location (バックアップの場所)］とバックアップの

書き込み先の［Folder (フォルダ)］を選択します。

5. ［Folders (フォルダ)］タブで、バックアップするディレクトリと無視するディレクトリを選択します。

たとえば、 Downloadsディレクトリ以外のホームディレクトリをバックアップする場合は、ホーム

ディレクトリを［Folders to back up (バックアップするフォルダ)］カテゴリに、 Downloadsディ

レクトリを［Folders to ignore (無視するフォルダ)］カテゴリに追加します。

6. ［Schedule (スケジュール)］タブで、自動バックアップの実行頻度(毎日または毎週)と、バック

アップを保持する期間を選択します。

7. バックアップをすぐに実行する場合は、［Overview (概要)］タブに切り替えてから、［Back Up

Now (今すぐバックアップ)］をクリックします。

a. バックアップをパスワードで保護するかどうかを選択します。

保護する場合は、［Encryption Password (暗号化パスワード)］と［Confirm

Password (パスワードの確認)］の横にある2つのテキストボックスにパスワードを入力し

ます。

保護しない場合は、［Allow Restoring Without a Password (パスワードなしで復元を

許可)］をクリックします。
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b. ［Continue (続行)］をクリックして、バックアッププロセスを開始します。バックアップが完

了すると、ウィンドウが閉じます。

7.2 データの復元
データの以前の状態を復元するには、次の手順に従います。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［System Tools (システムツール)］ ［Backup (バック

アップ)］の順に選択します。

2. ［Overview (概要)］タブで、［復元］をクリックします。

3. 復元する元の場所を選択します。［進む］をクリックします。ツールによって、その場所に保存され

ているバックアップが検索されます。

4. 日付を選択します。［進む］をクリックします。

5. ファイルを元の場所に復元するか、別のディレクトリに復元するかどうかを選択します。選択のサ

マリを参照するには、［進む］をクリックします。

6. 復元プロセスを開始するには、［復元］をクリックします。
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8 パスワードと鍵: データの署名および暗号化

GNOMEのパスワードと鍵プログラムは、システムの暗号化インフラストラクチャの重要なコンポーネ

ントです。このプログラムでは、PGP鍵やSSH鍵の作成と管理、鍵のインポート、エクスポート、共有、

鍵やキーリングのバックアップ、およびパスフレーズのキャッシュを行うことができます。

［Applications (アプリケーション］)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys (パ

スワードと秘密鍵)］の順に選択して、プログラムを起動します。

図 8.1 PASSWORD AND KEYS (パスワードと秘密鍵)のメインウィンドウ

8.1 署名および暗号化
署名：  電子メールメッセージやソフトウェアなど、情報に電子署名を添付して、その送信元を証明しま

す。他のユーザにより名前が使用され、メッセージが書き込まれることがないように、そして自身と送信

先ユーザの双方を保護するために、メールに署名するべきです。署名によって、受信したメッセージの

送信者を確認し、正当なメッセージと悪意のあるメッセージを見分けることができます。

ソフトウェア開発者は、完全性をチェックできるように、ソフトウェアに署名します。非公式のサーバから

のソフトウェアを所有している場合でも、パッケージを署名で検証できます。

暗号化：  他者から保護する必要がある機密情報を所有していることもあります。暗号化によって、

データを変換して他者が読めないようにすることができます。このことは企業にとって、社内情報と社

員のプライバシーを保護するために重要です。
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8.2 新しい鍵ペアの生成
暗号化されたメッセージを他のユーザと交換するには、まず自分の鍵ペアを生成する必要があります。

鍵ペアは、次の2つの部分で構成されます。

Public Key (公開鍵)：  この鍵は、暗号化に使用されます。発信者宛てのファイルやメッセージ

の暗号化に使用できるように、通信相手に配布します。

Private Key （秘密鍵)：  この鍵は、復号化に使用されます。この鍵を使用して、他のユーザ(ま

たは自分自身)からの暗号化されたファイルやメッセージを再度判読できるようにします。

重要: 秘密鍵へのアクセス
他のユーザが発信者の秘密鍵へのアクセス権を獲得すると、発信者宛てのファイルやメッセー

ジを復号化することができます。秘密鍵へのアクセス権を他のユーザに付与しないでください。

8.2.1 OpenPGP鍵の作成

OpenPGPは、PGPに基づく公開鍵暗号化方式を使用することで電子メールを暗号化するための非

専有プロトコルです。これは、公開鍵を交換するための暗号化されたメッセージ、署名、秘密鍵、および

証明書の標準形式を指定します。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. ［ファイル］ ［新規作成］の順にクリックします。

3. ［PGP Key (PGP鍵)］を選択し、［Continue (続行)］をクリックします。

4. 氏名および電子メールアドレスを指定します。

5. ［Advanced key options (詳細鍵オプション)］をクリックし、次の詳細鍵オプションを指定しま

す。

コメント

オプションのコメントです。
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暗号化タイプ

キーを生成するための暗号化アルゴリズムを指定します。［DSA ElGamal］は、必要に応

じて、暗号化、復号化、署名、確認を行うことができるので、推奨される選択肢です。［DSA

(sign only)(DSA(署名のみ))］および［RSA (sign only)(RSA(署名のみ))］ではともに、

署名のみが可能です。

鍵の強度

鍵の長さ(ビット)を指定します。鍵が長いほど、安全性が高くなります(強力なパスフレーズ

が使用されている場合)。長い鍵で処理を実行すると、短い鍵で実行する場合よりも時間

がかかることに注意してください。許容される値は、1024〜4096ビットです。少なくとも

2048ビットを使用することをお勧めします。

有効期限日

暗号化処理または署名処理の実行のために鍵を使用できる最後の日付を指定します。こ

の期間が経過した後、有効期限を変更するか、新しい鍵またはサブ鍵を生成する必要が

あります。信頼性のステータスを維持するために、鍵の期限が切れる前に古い鍵で新しい

鍵を署名します。

6. ［作成］をクリックして新しい鍵のペアを作成します。

［Passphrase for New PGP Key (新しいPGP鍵のパスフレーズ)］ダイアログが開きます。

7. 新しい鍵のパスフレーズを2回指定し、［OK］をクリックします。

パスフレーズを指定するときは、強力なパスワードを作成する場合と同じ慣例に従ってください。

8.2.2 セキュアシェル鍵の作成

セキュアシェル(SSH)は、該当マシン上でコマンドを実行するためにリモートコンピュータにログインす

る手段です。SSH鍵は、デフォルトのパスワード認証システムに代わる鍵ベースの認証システムで使

用されます。鍵ベースの認証では、認証するためのパスワードを手動で入力する必要はありません。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. ［ファイル］ ［新規作成］の順にクリックします。

3. ［Secure Shell Key(セキュアシェル鍵)］を選択し、［続行(Continue)］をクリックします。

4. 使用する鍵の記述を指定します。

電子メールアドレスまたは他のリマインダを使用できます。
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5. オプションで、［Advanced key options(高度なキーオプション)］をクリックし、次の高度なキー

オプションを指定します。

暗号化タイプ：  キーを生成するための暗号化アルゴリズムを指定します。SSH鍵を作成するた

めにRSA (Rivest-ShamirAdleman)アルゴリズムを使用するには、［RSA］を選択します。これ

は、推奨されるより安全な選択肢です。［DSA］を選択し、SSH鍵を作成するためにデジタル署

名アルゴリズム(DSA)を使用します。

鍵の強度：  鍵の長さ(ビット)を指定します。鍵が長いほど、安全性が高くなります(強力なパス

フレーズが使用されている場合)。長い鍵で処理を実行すると、短い鍵で実行する場合よりも時

間がかかることに注意してください。許容される値は、1024〜4096ビットです。少なくとも2048

ビットを使用することをお勧めします。

6. 新しい鍵を作成するには［Just Create Key(鍵の作成のみ)］をクリックし、鍵を作成して認証で

使用する別のコンピュータを設定するには［Create and Set Up(作成と設定)］をクリックしま

す。

7. 新しい鍵のパスフレーズを指定して［OK］をクリックし、さらに繰り返します。

パスフレーズを指定するときは、強力なパスワードを作成する場合と同じ慣例に従ってください。

8.3 鍵のプロパティの変更
既存のOpenPGP鍵またはSSH鍵のプロパティを変更できます。

8.3.1 OpenPGP鍵のプロパティの編集

このセクションの記述は、すべてのOpenPGP鍵に当てはまります。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. 表示または編集するPGP鍵をダブルクリックします。

3. 鍵に写真を追加するか、または鍵に関連するパスフレーズを変更するには、［所有者］タブでオ

プションを使用します。

写真IDにより、鍵の所有者が鍵に1つ以上の自身の画像を埋め込むことができます。これらの

IDは、通常のユーザIDと同じように署名できます。写真IDは、JPEGフォーマットであることが必

要です。推奨サイズは、120 x 150ピクセルです。
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選択した画像が目的のファイルの種類またはサイズと一致しない場合、［パスワードと鍵］で

は、GDKライブラリでサポートされる画像フォーマットからその場でサイズ変更および変換を行

うことができます。

4. ［Names and Signatures(名前と署名)］タブをクリックし、鍵にユーザIDを追加します。

詳細については、8.3.1.1項 「ユーザIDの追加」を参照してください。

5. ［詳細］タブをクリックします。このタブには、次のプロパティが含まれます。

鍵ID:  鍵IDは指紋に類似していますが、鍵IDには指紋の最後の8文字のみが含まれます。一

般に鍵IDのみで鍵を識別できますが、2つの鍵が同じ鍵IDを持つ場合もあります。

タイプ:  鍵を生成するための暗号化アルゴリズムを指定します。DSA鍵では、署名のみを行うこ

とができます。ElGamal鍵は、暗号化のために使用されます。

強度:  鍵の長さ(ビット)を示します。鍵が長いほど、セキュリティはより強力になります。ただし、

長い鍵を使用しても、脆弱なパスフレーズを使用している場合に、それが相殺されることはありま

せん。

指紋:  鍵を正確に識別する固有の文字列です。

作成日:  鍵が作成された日付。

有効期限:  鍵が使用できなくなる日付(鍵の期限が切れると、鍵の処理を実行するために鍵を

使用することができなくなります)。鍵の有効期限を将来のある時点に変更すると、鍵が再度有

効になります。一般的な良い慣行は、期限が切れないマスタ鍵を用意し、マスタ鍵によって署名

された期限が切れる複数のサブ鍵を使用することです。

所有者の信用度:  ここで、鍵の所有者に対する信頼レベルを設定できます。信頼とは、Webの

信頼性を適切に向上させるあるユーザの能力に対する自身の信頼度です。自分が署名してい

ない鍵がある場合、鍵の有効性は、その署名と署名を行ったユーザに対する信頼度によって決

まります。

秘密鍵のエクスポート:  鍵をファイルにエクスポートします。

サブ鍵:  詳細については、8.3.1.2項 「OpenPGPサブ鍵の プロパティの編集」を参照してくだ

さい。
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6. ［閉じる］をクリックします。

8.3.1.1 ユーザIDの追加

ユーザIDにより、同じ鍵で複数のIDおよび電子メールアドレスを使用できます。たとえば、業務用に1

つ、友人用に1つIDを使用する場合に、ユーザIDを追加すると役立ちます。ユーザIDの形式は次のと

おりです。

Name (comment) <e-mail address>

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. 表示または編集するPGP鍵をダブルクリックします。

3. ［Names and Signatures(名前と署名)］タブをクリックし、［Add Name(名前の追加)］をク

リックします。

4. ［氏名］フィールドで名前を指定します。

このフィールドには、少なくとも5文字を入力する必要があります。

5. ［電子メールアドレス］フィールドに電子メールアドレスを1つ指定します。

この電子メールアドレスにより、大半のユーザが鍵サーバまたは他の鍵プロバイダ上で鍵を検索

します。次に進む前に、電子メールアドレスが正しいことを確認します。

6. ［Key Comment(鍵のコメント)］フィールドで、新しいIDの名前とともに表示する追加情報を指

定します。。

この情報は、鍵サーバ上で検索できます。

7. 変更内容を確認し、パスフレーズを求められたら入力します。
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8.3.1.2 OpenPGPサブ鍵の プロパティの編集

各OpenPGP鍵は、署名でのみ使用される単一のマスタ鍵を持ちます。サブ鍵はまた、暗号化および

署名で使用されます。これにより、サブ鍵の安全性に問題が生じても、マスタ鍵を破棄する必要はなく

なります。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. 編集するPGP鍵をダブルクリックします。

3. ［詳細］タブをクリックし、［Subkeys (サブ鍵)］カテゴリをクリックして表示します。

4. ダイアログの左側にあるボタンを使用して、サブ鍵の追加、削除、失効、破棄を行います。

各サブ鍵には、次の情報が含まれます。

ID:  サブ鍵のID。

タイプ:  サブ鍵を生成するための暗号化アルゴリズムを指定します。DSA鍵では署名のみを行

うことができます。また、ElGamal鍵は暗号化、RSA鍵は署名および暗号化のために使用しま

す。

使用率:  鍵を署名または認証に使用できるかどうか、さらに暗号化にも使用できるかどうかを

示します。

作成日:  鍵が作成された日付を示します。

有効期限:  鍵が使用できなくなる日付を示します。

ステータス:  鍵のステータスを示します。
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強度:  鍵の長さ(ビット)を示します。鍵が長いほど、セキュリティはより強力になります。ただし、

長い鍵を使用しても、脆弱なパスフレーズを使用している場合に、それが相殺されることはありま

せん。

5. ［閉じる］をクリックします。

8.3.2 セキュアシェル鍵のプロパティの編集

このセクションの記述は、すべてのSSH鍵に当てはまります。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. 表示または編集するSecure Shell鍵をダブルクリックします。

3. 鍵に関連する鍵またはパスフレーズの名前を変更する場合は、［鍵］タブのオプションを使用し

ます。

4. ［詳細］タブをクリックします。このタブには、次のプロパティが含まれます。

アルゴリズム:  鍵を生成するための暗号化アルゴリズムを指定します。

強度:  鍵の長さ(ビット)を示します。鍵が長いほど、セキュリティはより強力になります。ただし、

長い鍵を使用しても、脆弱なパスフレーズを使用している場合に、それが相殺されることはありま

せん。

場所:  秘密鍵が保存されている場所です。

指紋:  鍵を正確に識別する固有の文字列です。

鍵のエキスポート:  鍵をファイルにエクスポートします。
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5. ［閉じる］をクリックします。

8.4 鍵のインポート
鍵をテキストファイルにエクスポートすることができます。これらのファイルには、鍵の冒頭と末尾のテ

キストが人が判読できる形式で格納されます。この形式は、ASCII-armored鍵と呼ばれます。

鍵をインポートするには

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. ［ファイル］ ［インポート］の順にクリックします。

3. ASCII-armored公開鍵が少なくとも1つ格納されたファイルを選択します。

4. 鍵をインポートするには、［開く］をクリックします。

また、［パスワードと鍵］で鍵を貼り付けることもできます。

1. テキストのASCII-armored公開ブロックを選択し、クリップボードにコピーします。

2. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

3. ［編集］ ［Paste (鍵の貼り付け)］をクリックします
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8.5 鍵のエクスポート
鍵をエクスポートするには

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. エクスポートする鍵を選択します。

3. ［ファイル］ ［エキスポート］の順にクリックします。

4. エクスポートする鍵のファイル名と場所を指定します。

5. ［保存］をクリックし、鍵をエクスポートします。

また、テキストのASCII-armoredブロックで鍵をクリップボードにエクスポートすることもできます。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. エクスポートする鍵を選択します。

3. ［編集］ ［コピー］の順にクリックします。

8.6 鍵の署名
別のユーザの鍵に署名すると、ユーザに対して信頼を与えることになります。鍵に署名する前に、鍵が

実際にそのユーザに属していることを確認するために、鍵の指紋を慎重にチェックします。

信頼とは、Webの信頼性を適切に向上させるあるユーザの能力に対する自身の信頼度です。自分が

署名していない鍵がある場合、鍵の有効性は、その署名と署名を行ったユーザに対する信頼度によっ

て決まります。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. ［個人の鍵］タブまたは［他の鍵］タブから、署名する鍵を選択します。

3. ［ファイル］ ［署名］の順にクリックします。

4. 鍵をどの程度慎重にチェックするかを選択して、署名をキーリングに対してローカルにするかどう

か、署名を破棄できるかどうかを指定します。
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5. ［署名］をクリックします。

8.7 パスワードキーリング
キーリングの作成または削除、アプリケーションパスワードのデフォルトのキーリングの設定、または

キーリングのロック解除パスワードの変更を行うために、パスワードキーリングの初期設定を使用できま

す。新しいキーリングを作成するには、次の手順に従います。

1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. ［ファイル］ ［新規］ ［パスワード用のキーリング］の順にクリックし、［続行］をクリックします。

3. キーリングの名前を入力し、［追加］をクリックします。

4. キーリングの新しい［パスワード］を設定して確認し、［作成］をクリックします。

既存のキーリングのロック解除パスワードを変更するには、［パスワード］タブでキーリングを右クリック

し、［パスワードの変更］をクリックします。パスワードを変更するには、古いパスワードを入力する必要が

あります。

アプリケーションパスワードのデフォルトのキーリングを変更するには、［パスワード］タブでキーリング

を右クリックし、［デフォルトにする］をクリックします。

8.8 鍵サーバ
リモート鍵サーバに対して鍵を定期的に同期することにより、鍵を最新の状態に維持できます。同期に

より、すべての鍵で最新の署名を持ち、信頼のウェブを有効にすることができます。
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1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. ［編集］ ［初期設定］の順にクリックし、［鍵サーバ］タブをクリックします。

［パスワードと鍵では、HKP鍵サーバおよびLDAP鍵サーバがサポートされます。］

HKP鍵サーバ:  HKP鍵サーバは、広く普及している hkp://pgp.mit.edu:11371などの通常

のWebベースの鍵サーバで、http://pgp.mit.edu でアクセスすることもできます。

LDAP鍵サーバ:  LDAP鍵サーバはそれほど一般的ではありませんが、鍵をホストするために

標準のLDAPプロトコルを使用します。 ldap://keyserver.pgp.comは適切なLDAPサーバで

す。

左側のボタンを使用して、使用する鍵サーバを［追加］したり、［削除］したりすることができます。

新しい鍵サーバを追加する場合は、必要に応じて種類、ホスト、ポートを設定します。

3. 公開鍵を自動的に発行するかどうか、および使用する鍵サーバを設定します。鍵サーバから鍵を

自動的に取得するかどうか、および変更した鍵を鍵サーバと同期するかどうかを設定します。

4. ［閉じる］をクリックします。

8.9 鍵の共有
鍵の共有は、DNS-SD(BonjourまたはRendevousと呼ばれることもあります)により提供されます。

鍵の共有を有効にすると、ローカルの［パスワードと鍵］ユーザの公開鍵リングがリモートの検索ダイア

ログに追加されます。こうしたローカルの鍵サーバを使用する場合、一般にリモートサーバにアクセス

するよりも高速です。

http://pgp.mit.edu
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1. ［Applications (アプリケーション)］ ［Utilities (ユーティリティ)］ ［Passwords and Keys

(パスワードと秘密鍵)］の順にクリックします。

2. ［編集］ ［初期設定］の順にクリックし、［鍵サーバ］タブをクリックします。

3. ［Automatically synchronize modified keys with key servers (変更された鍵を自動的に

鍵サーバと同期する)］を選択します。

4. ［閉じる］をクリックします。



65 ASCIIとバイナリ転送の比較 SLED 12 SP2

9 gFTP:インターネットからのデータの転送

gFTPは、マルチスレッドファイル転送クライアントです。FTP、FTPS (管理接続の

み)、HTTP、HTTPS、SSH、およびFSPの各プロトコルをサポートします。さらに、FXPにより2つのリ

モートFTPサーバ間でファイル転送を可能にします。gFTPを起動するには、［Applications (アプリ

ケーション)］ ［Internet (インターネット)］ ［gFTP］の順にクリックします。

図 9.1 GFTP—メインウィンドウ

9.1 ASCIIとバイナリ転送の比較
FTPによるファイル転送には、ASCIIおよびバイナリの2つの一般的な方法が存在しま

す。ASCIIモードでは、ファイルをテキストとして転送します。ASCIIファイルの例として

は、 .txt 、 .asp 、 .html 、 .phpなどのファイルがあります。バイナリモードでは、ファイルを生データと

して転送します。バイナリファイルの例としては、 .wav 、 .jpg 、 .gif 、 mp3などのファイルがあります。

転送モードを変更するには、［FTP］メニューをクリックし、［Binary］または［Ascii］を選択します。

Linux/UnixとWindowsの間でASCIIファイルを転送する場合、［FTP］ ［設定］の順にクリックし

て、［設定］ダイアログを開きます。［FTP］タブに切り替え、［Transfer Files in ASCII Mode (ASCII

モードでファイルを転送)］を選択して、新規行文字が正しく変換されるようにします。バイナリモードで

はこのオプションは自動的に無効になります。
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9.2 リモートサーバへの接続
リモートサーバに接続するには、次のことを行います。

1. ［Remote (リモート)］ ［Open Location (場所を開く)］の順にクリックします。

2. 接続先のURLを指定して、［接続］をクリックします。

3. ユーザ名を指定して、［接続］をクリックします。パスワードを入力して、［接続］をクリックします。

匿名で接続する場合、ユーザ名は空白のままにします。

4. 接続に成功すると、gFTPウィンドウの右側の部分にリモートコンピュータのファイルのリストが表

示されます。左側のファイルリストには、引き続きローカルコンピュータのファイルが表示されま

す。これで、ドラッグアンドドロップで、または矢印ボタンを使用してファイルをアップロードおよび

ダウンロードできます。

頻繁にアクセスするサイトにブックマークを設定するには、［ブックマーク］ ［ブックマークの追加］の

順にクリックします。ブックマークの名前を指定して、［Add(追加)］をクリックします。新しいブックマー

クがブックマークのリストに追加されます。

9.3 ファイルの転送
次の図では、右側のファイルリストにリモートサーバのファイルディレクトリが表示されています。左側の

ファイルリストには、ローカルコンピュータ(ハードディスクまたはネットワーク)のファイルディレクトリが

表示されています。
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図 9.2 GFTPファイル転送

ファイルをダウンロードするには、ファイルのリモートリストでダウンロードするファイルを選択し、左側を

ポイントしている矢印ボタンをクリックします。各ダウンロードの進行状況がウィンドウ中央のフィールド

に一覧表示されます。転送が成功すると、ファイルが左側のディレクトリリストに表示されます。

ファイルをアップロードするには、左側のローカルディレクトリリストでアップロードするファイルを選択

し、右側をポイントしている矢印ボタンをクリックします。各ダウンロードの進行状況がウィンドウ中央の

フィールドに一覧表示されます。転送が成功すると、ファイルが右側のリモートディレクトリリストに表示

されます。

ダウンロードの設定を変更するには、メニューから［FTP］ ［設定］の順に選択します。

9.4 HTTPプロキシサーバの設定
HTTPプロキシサーバを設定するには、次のことを行います。

1. メニューから［FTP］ ［設定］の順に選択して、［FTP］タブを選択します。

2. ［プロキシのホスト名］と［プロキシのポート番号］に入力します。該当する場合は、プロキシサー

バのログインアカウント情報も入力します。［プロキシサーバの種類］ドロップダウンボックスから

プロキシの種類を選択します。

3. ［HTTP］タブをクリックし、ダイアログに上述と同様のプロキシサーバ情報を入力します。FTPプ

ロキシとHTTPプロキシのポート番号は異なる場合があります。不確かな場合は、システム管理

者に問い合わせてください。
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4. ［OK］をクリックします。

9.5 詳細情報
gFTPの詳細については、http://www.gftp.org を参照してください。

http://www.gftp.org
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10 LibreOffice: オフィススイート

LibreOfficeはオープンソースのオフィススイートで、テキスト文書の作成、表計算ドキュメントの使用、

図形やプレゼンテーションの作成など、オフィスでのあらゆる種類の作業に対応するツールを備えてい

ます。LibreOfficeでは、異なるコンピューティングプラットフォーム間で同じデータを共用できます。ま

た、必要に応じて、Microsoft* Office*などの他の形式でファイルを開いて編集し、その形式に保存し

直すこともできます。この章には、すべてのLibreOfficeモジュールに適用される情報が含まれていま

す。

10.1 LibreOfficeのモジュール
LibreOfficeは、相互に連携するように設計された複数のアプリケーションモジュール(サブプログラ

ム)で構成されています。この章には、すべてのLibreOfficeモジュールに適用される情報が記載され

ていますが、後続の章とセクションには、個々のモジュールに関する情報が記載されています。表表

10.1「LibreOfficeアプリケーションモジュール」に、概略と各モジュールの説明が記載されている箇

所を示してあります。

各モジュールの詳細については、10.11項 「その他の情報」に記載されているアプリケーションのヘル

プを参照してください。

表 10.1 LIBREOFFICEアプリケーションモジュール

モジュール 目的 説明

Writer ワードプロセッサモジュール 第11章

Calc スプレッドシートモジュール 第12章

Impress プレゼンテーションモジュール 13.1項

Base データベースモジュール 13.2項

Draw ベクタ図形の描画用モジュール 13.3項

Math 数式生成用モジュール 13.4項
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10.2 LibreOfficeの起動
LibreOfficeを起動するには、［アプリケーション］ ［オフィス］ ［LibreOffice］の順にクリックしま

す。LibreOfficeスタートセンターで、作成する文書の種類を選択します。

LibreOfficeモジュールの1つを直接起動するには、次のような複数の方法があります。

開いているLibreOfficeモジュールがある場合に、その他のモジュールを開始するには、［ファイ

ル］ ［新規］の順にクリックして、作成する文書の種類を選択します。

個々のLibreOfficeモジュールは、［アプリケーション］メニューから起動することもできます。

または、 libreofficeコマンドと、 --writer 、 --calc 、 --impress 、 --draw 、または --

baseのいずれかのオプションを使用して、それぞれのモジュールを起動することもできます。

LibreOfficeには、コマンドラインオプション、特に文書変換を行うためのものが多数用意されて

います。LibreOfficeのコマンドラインオプションの詳細については、 libreoffice --helpま

たはLibreOfficeのマニュアルページ( man libreoffice(1) )を参照してください。

LibreOfficeの操作を開始する前に、初期設定ダイアログで一部のオプションを変更できます。［ツー

ル］ ［オプション］の順にクリックして初期設定ダイアログを開きます。最も重要なオプションは次のと

おりです。

［LibreOffice］ ［ユーザデータ］

会社、姓名、番地、市、その他の役立つ情報などのユーザデータを指定します。このデータには、

さまざまな用途があります。たとえば、WriterおよびCalcのコメント機能、PDF文書の著作者情

報、およびWriterのシリアル文字に使用されます。

［LibreOffice］ ［Fonts (フォント)］

フォント名を、インストール済みのフォントに対応付けます。これは、他のユーザと文書を交換し

て、受け取った文書に自分のシステムでは使用できないフォントが含まれていた場合に役立ちま

す。

［読み込み/保存］ ［一般］

読み込みおよび保存に特有のオプションが表示されます。たとえば、バックアップコピーを常に

作成するかどうかや、LibreOfficeで使用するデフォルトのファイル形式を選択することができま

す。

LibreOfficeの設定の詳細については、10.8項 「グローバル設定の変更」を参照してください。

10.3 LibreOfficeのユーザインタフェース
LibreOfficeのほとんどのユーザインタフェースは、どのモジュールでも似ています。
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メニューバー

アプリケーションの最上部にあるメニューバーを使用すると、LibreOfficeのほぼすべての機能

にアクセスできます。このメニューバーをカスタマイズすることで、機能を増やしたり、減らしたりす

ることができます。また、メニューの追加や削除も可能です。

ツールバー

デフォルトでは、ツールバーはメニューバーの真下にあります。ツールバーは、モジュールの最も

頻繁に使用されている項目や最も重要な項目から構成されています。

ツールバーをウィンドウ上の他の側にドックするには、固定したい位置にドラッグします。ツール

バーをフロートさせるには、ウィンドウの真ん中にドラッグします。このツールバーをカスタマイズす

ることで、実行できる機能を増やしたり、減らしたりすることができます。また、ツールバーの追加

や削除も可能です。

サイドバー

デフォルトでは、サイドバーは、LibreOfficeウィンドウの右側にあります。LibreOfficeの初回起

動時に表示されるサイドバーでは、いくつかのアイコンが垂直方向に並んで表示されます。アイ

コンの1つをクリックすると、その他の要素を示されたパネルが開きます。アイコンを再度クリック

すると、パネルが閉じます。ツールバーと同様、サイドバーにも重要な機能のみが示されます。

サイドバーをウィンドウの左側または右側にドックするには、固定したい位置にドラッグします。

ツールバーをフロートさせるには、ウィンドウの真ん中にドラッグします。サイドバーを非表示にす

るには、サイドバーの文書側にある垂直の矢印ボタンをクリックします。

サイドバーパネルの表示/非表示は切り替えられますが、サイドバーパネルの機能はカスタマイ

ズできません。

ステータスバー

ステータスバーはウィンドウの下部に表示されます。ステータスバーは、ワード数(Writer)や選択

セルの合計値(Calc)などの、文書に関する情報が主に表示されますが、拡大/縮小設定や言語

設定を変更するために使用することもできます。多くの要素では、左クリック、右クリック、または

ダブルクリックすることで追加のメニューやダイアログが開きます。

LibreOfficeのカスタマイズの詳細については、10.7項 「LibreOfficeのカスタマイズ」を参照してくだ

さい。

10.4 他のOfficeアプリケーションとの互換性
LibreOfficeのネイティブファイル形式はOpenDocument形式です。OpenDocumentはオフィス文

書向けのISO標準形式で、XMLに基づいています。ただし、LibreOfficeでは、Microsoft Office形式

を始めとする、さまざまな形式の文書、スプレッドシート、プレゼンテーション、およびデータベースも使

用できます。Microsoft Office形式のファイルは、正常に開いたり、保存したりできます。
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10.4.1 その他のオフィススイートでの文書のオープン

Microsoft Wordユーザと文書を共有する必要があるような環境でLibreOfficeを使用する場合で

も、ほとんど問題なく文書ファイルをやり取りすることができます。ただし、非常に複雑な文書について

は、開いた後で編集が必要になることがあります。複雑な文書とは、手の込んだ表、Microsoft Office

マクロ、一般的でないフォント、書式やグラフィックオブジェクトなどを含む文書です。

文書を開く際に問題が発生した場合は、次の指針に従ってください。

テキストドキュメント：  テキストドキュメントを元のアプリケーションで開いてから、RTFまたはプ

レーンテキスト(TXT)として保存してください。ただし、プレーンテキストとして保存すると、すべて

の書式設定が失われてしまいます。

スプレッドシート：  スプレッドシートを元のアプリケーションで開いてから、Excelファイルとして

保存してください。それでもだめな場合は、CSV形式を試してみてください。ただし、CSVとして保

存すると、書式設定、セルの型定義、式、およびマクロがすべて失われてしまいます。

10.4.2 OpenDocument形式への文書の変換

LibreOfficeでは、さまざまな形式のドキュメントを読んだり、編集したり、保存したりできます。それらの

ファイルを使用するために、ファイル形式をLibreOfficeで使用されているOpenDocument形式に変

換する必要はありません。ただし、必要であれば、ファイルを変換しても構いません。LibreOfficeに初

めて切り替えた場合など、複数のドキュメントを変換する場合は、次の手順に従ってください。

1. ［ファイル］ ［ウィザード］ ［ドキュメント変換］の順に選択します。

2. 変換前のファイル形式を選択します。

3. ［次へ］をクリックします。

4. 変換するドキュメントとテンプレートがある場所、および変換されたファイルの保管場所を指定し

ます。

Windowsパーティションから取得した文書は、通常、 /windowsのサブディレクトリにあります。

5. 設定内容がすべて正しいことを確認し、［次へ］を選択します。

6. 実行するアクションの概要を確認したら、［変換］をクリックして変換を開始します。

変換にかかる時間は、ファイル数やファイル形式の複雑さによって異なります。たいていのドキュ

メントでは、変換にはさほど時間はかかりません。

7. すべてが終了したら、ウィザードを閉じます。
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10.4.3 他のオフィススイートのユーザとのファイル共有
LibreOfficeは、多くのオペレーティングシステムで使用できます。このため、OpenOffice.orgはユー

ザのグループが頻繁にファイルを共有する必要があり各自のコンピュータのシステムが異なる場合、

有効なツールになります。

他のユーザと文書を共有する場合は、いくつかの方法があります。

受信者がファイルを編集できるようにする必要がある場合

そのユーザが必要とするファイル形式でドキュメントを保存します。たとえば、Microsoft Word

ファイルとして保存する場合は、［ファイル］ ［名前を付けて保存］の順にクリックして、適切な

バージョンのMicrosoft Wordファイル形式を選択します。

受信者がドキュメントを編集する必要がない場合

［ファイル］ ［PDFとしてエクスポート］の順に選択して、ドキュメントをPDFファイルとして保存

します。PDFファイルは、任意のプラットフォームでPDFビューアを使用して読み取ることができ

ます。

編集用に文書を共有

すべてのユーザが使用できる共通の交換形式について同意を得ます。TXTとRTF形式は書式

設定に制限がありますが、テキストドキュメントには適した選択肢です。

PDFとして文書を電子メールで送信

［ファイル］ ［送信］ ［PDFとしての電子メール］の順にクリックします。デフォルトの電子メー

ルプログラムが起動し、PDF形式のファイルが添付されます。

Microsoft Wordユーザに文書を電子メールで送信

［ファイル］ ［送信］ ［Microsoft Word として電子メール］の順にクリックします。デフォルト

の電子メールプログラムが起動し、ファイルが添付されます。

10.5 パスワードを使用したファイルの保存
どのLibreOffice形式でも、パスワードを使用してファイルを保存できます。LibreOfficeの古いバー

ジョンとは異なり、最近のバージョンで文書に適用される暗号化は非常に強固です。ただし、この暗

号化によっても、暗号化ファイルのファイル名やファイルサイズは保護されません。ファイル名やファイ

ルサイズの保護が重要な場合は、ブック 『Security Guide』, 章 11 「Encrypting Partitions and

Files」で説明している別の暗号化方式を参照してください。

手順 10.1 

1. パスワードを使用してファイルを保存するには、［ファイル］ ［保存］または［ファイル］ ［名前

を付けて保存］を選択します。
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2. 開いたダイアログの下部にある［Save with password (パスワードを使用して保存)］チェック

ボックスをオンにし、［保存］をクリックします。

3. パスワードを入力および確認して、［OK］をクリックします。

次回ファイルを開くときには、パスワードの入力が求められます。

パスワードを変更するには、次のいずれかを実行します。

［ファイル］ ［名前を付けて保存］の順に選択して、同じファイルを上書きします。［Save with

Password (パスワードを使用して保存)］がオフになったことを確認してください。

［ファイル］ ［プロパティ］の順に選択し、［パスワードの変更］をクリックしてパスワードダイアロ

グにアクセスします。

10.6 文書の署名
文書を保護するために文書をデジタル署名できます。このためには、HTTPS証明書と同様の、個人用

の証明書が必要になります。自己署名証明書を作成するか、または認証局から取得することができま

す。

このためには、個人用の鍵(証明書)が必要です。このチェックサムは、文書とともに保存されます。

別のユーザが文書を開くと、再度チェックサムが生成されます。このとき、新しいチェックサムが元の

チェックサムと比較され、両者が一致する 場合に、文書が途中で変更されていないことが通知されま

す。

証明書をLibreOfficeに追加するには、Firefoxを使用する必要があります。

手順 10.2 

1. ［アプリケーション］ ［インターネット］ ［Firefox］を選択して、Firefoxを起動します。

2. メニュー( )を開いて証明書の初期設定に移動し、［環境設定］ ［詳細］ ［証明書］ ［証明

書を表示］の順に選択します。

3. ［あなたの証明書］を選択し［インポート］をクリックして、証明書を追加してから、証明書を見つ

けます。

文書に署名するには、まずLibreOfficeでその文書を開きます。次に、［ファイル］ ［デジタル署

名］ ［ドキュメントに署名］を選択します。署名に使用する証明書を選択して、［OK］をクリックします。

SUSE Linux Enterprise Desktopは、ユーザが証明書ストアから証明書にアクセスできるようにしま

す。詳細については、ブック 『Security Guide』, 章 12 「Certificate Store」を参照してください。
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10.7 LibreOfficeのカスタマイズ
自分の作業スタイルやニーズに応じて、LibreOfficeをカスタマイズすることができます。たとえば、

ツールバー、メニュー、およびキーの組み合わせをカスタマイズして、最も頻繁に使用する機能に簡単

にアクセスできるようになります。

また、特定のイベントに対してマクロを割り当てることにより、イベント発生時に特定の操作を実行する

ことができます。たとえば、常に特定のスプレッドシートを使って作業する場合、そのスプレッドシートを

開くマクロを作成して、［Start Application (アプリケーションの起動)］イベントに指定することができ

ます。

ここでは、ご利用の環境をカスタマイズするための一般的な方法について説明します。ユーザが加

えた変更はすぐに反映されます。つまり、ユーザは、変更が意図したとおりに反映されているかどう

かを確認して、反映されていない場合は、元に戻って修正することができます。詳細な手順について

は、LibreOfficeのヘルプファイルを参照してください。

開いているLibreOfficeモジュールでカスタマイズダイアログを表示するには、［ツール］ ［カスタマイ

ズ］の順に選択します。

図 10.1 WRITERのカスタマイズダイアログ

注記: 詳細情報
［カスタマイズ］ダイアログ中のオプションの詳細を参照するには、［ヘルプ］をクリックします。

手順 10.3 ツールバーのカスタマイズ

1. カスタマイズダイアログで、［ツールバー］タブをクリックします。

2. ［ツールバー］ドロップダウンボックスから、カスタマイズするツールバーを選択します。
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3. コマンドをツールバーに表示する場合は、コマンドの横のチェックボックスをオンにします。コマン

ドをツールバーに表示しない場合は、チェックボックスをオフにしてください。ダイアログの下側

に各コマンドの簡単な説明が表示されます。

4. ［保存先］で、現在のLibreOfficeモジュールまたは現在の文書のいずれにカスタマイズし

たツールバーを保存するかを選択します。LibreOfficeモジュールに保存した場合は、そのモ

ジュールを開くときに常に、カスタマイズしたツールバーが使用されます。LibreOfficeモジュー

ルに保存した場合は、そのモジュールを開くときに常に、カスタマイズしたツールバーが使用さ

れます。

5. 必要に応じて他のツールバーもカスタマイズします。

6. ［OK］をクリックします。

元の設定に再度切り替えるには、カスタマイズダイアログを開き、［ツールバー］ドロップダウンボックス

をクリックし、［Restore Default Settings (デフォルト設定に戻す)］を選択します。［はい］および［リ

セット］をクリックし、続行します。

手順 10.4 ツールバーのボタンの表示または非表示

1. 変更するツールバーの右端にある矢印アイコンをクリックします。

2. ［ボタンの表示/非表示］をクリックして、ボタンのリストを表示します。

3. ボタンのリストから、表示するボタン(チェックする)や非表示にするボタン(チェックを解除する)

を選択します。

手順 10.5 メニューのカスタマイズ

メニューへの項目の追加、メニューからの項目の削除、項目の位置変更、および新規メニューの

作成ができます。

1. ［ツール］ ［カスタマイズ］ ［メニュー］の順にクリックします。

2. 変更するメニューを選択します。新しくメニューを作成する場合は、［新規］をクリックします。

3. 必要に応じてメニュー項目を追加、削除、または変更します。

4. ［OK］をクリックします。

手順 10.6 キーの組み合わせのカスタマイズ

現在割り当てられているキーの組み合わせを変更して、頻繁に使う機能に新たな組み合わせを

割り当てることができます。

1. ［ツール］ ［カスタマイズ］ ［キーボード］の順にクリックします。

2. 組み合わせに割り当てるキーを選択します。
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3. ［カテゴリ］と適切な［機能］を選択します。

4. ［変更］をクリックしてキーに機能を割り当てるか、［削除］をクリックして既存の割当てを削除しま

す。

5. ［OK］をクリックします。

手順 10.7 イベントのカスタマイズ

LibreOfficeでは、アプリケーションの起動やドキュメントの保存など、特定のイベントに対してマ

クロを割り当てることもできます。イベントが発生すると、割り当てられたマクロが自動的に実行さ

れます。

1. ［ツール］ ［カスタマイズ］ ［イベント］の順にクリックします。

2. 変更するイベントを選択します。

3. 選択したイベントにマクロを割り当てるか、または割り当てを削除します。

4. ［OK］をクリックします。

10.8 グローバル設定の変更
LibreOfficeモジュールの全般的な設定を変更するには、メニューバーから［ツール］ ［オプション］

の順にクリックします。次の図に示すようなウィンドウが表示されます。ここでは、設定項目がツリー構造

で分類されています。

図 10.2 ［オプション］ウィンドウ

表示される設定カテゴリは、作業しているモジュールによって異なります。たとえば、Writerで作業を

行っている場合は、リストに［LibreOffice Writer］カテゴリが表示されますが、［LibreOffice Calc］

カテゴリは表示されません。［LibreOffice Base］カテゴリは、CalcとWriterのどちらにも表示されま

す。表のモジュール列は、各設定カテゴリを利用できるモジュールを示します。



79 グローバル設定の変更 SLED 12 SP2

次の表に、各カテゴリとその簡単な説明を示します。

表 10.2 グローバル設定のカテゴリ

設定カテゴリ 説明 モジュール

［LibreOffice］ ユーザデータ(住所や電子メールアドレスなど)、重要

なパス、およびプリンタや外部プログラム関連の設定

など、基本的な設定オプションがあります。

すべて

［読み込みと保存］ さまざまな種類のファイルを開いたり保存したりするた

めの設定オプションがあります。一般的な設定のほか

に、外部形式の処理方法を定義するのに使用するオ

プションも用意されています。

すべて

［言語設定］ ロケールやスペルチェック設定など、言語およびドキュ

メント入力に関する設定があります。ここで、ドキュメン

トの標準言語を日本語などのアジア言語に設定する

こともできます。

すべて

［ LibreOffice

Writer］

Writerで使用する基本ユニット、フォント、およびレイ

アウトなど、ワープロに関する設定があります。

Writer

［LibreOffice

Writer/Web］

LibreOfficeのHTMLオーサリング機能に関する設

定オプションがあります。

Writer

［LibreOffice Calc］ スプレッドシートの外観、Microsoft Excelの互換性

オプション、計算オプションなど、スプレッドシートに関

する設定があります。

Calc

［LibreOffice

Impress］

スマートフォンのリモート制御の有効化、使用する

ページ枠など、プレゼンテーションに関する設定があ

ります。

Impress

［LibreOffice Draw］ 使用するページ枠など、描画に関する設定がありま

す。

Draw

［LibreOffice Base］ データベース接続と登録済みデータベースの設定と

編集を行えます。

Base

［チャート］ 新規作成したグラフに使用するデフォルトの色を設定

できます。

すべて
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設定カテゴリ 説明 モジュール

［インターネット］ プロキシおよび使用する電子メールソフトウェアを設

定できます。

All

重要: 設定のグローバルな適用
表に記載されている設定はすべて、指定されたモジュールに「グローバルに」適用されます。つ

まり、ドキュメントを新しく作成する際にデフォルトとして使用されます。

10.9 テンプレートの使用
テンプレートは、該当する種類の各文書に表示するスタイル(および内容)のみを含む文書です。テンプ

レートを使用してドキュメントを作成、または開く場合、そのドキュメントには、定義されているスタイルが

自動的に適用されます。テンプレートを利用して、さまざまな種類のドキュメントの書式設定作業を簡略

化できます。

たとえば、ワープロでレター、メモ、およびレポートを作成する場合、これらのドキュメントはそれぞれ外

観も違えば、使う書式やスタイルも異なります。また、たとえばスプレッドシートの場合は、特定の種類の

スプレッドシートに別のセルスタイルや見出しを使用することがあります。このような場合、それぞれの

用途に応じたテンプレートを使用することで、ドキュメントの種類に応じた適切な書式設定/スタイルを

手軽に利用することができます。

LibreOfficeには、事前定義済みのテンプレートセットが付属しています。また、http://

templates.libreoffice.org など、インターネット上で追加のテンプレートを見つけることができます。

詳細については、10.11項 「その他の情報」を参照してください。

独自のテンプレートの作成にはある程度の計画が必要です。ドキュメントの外観を決める必要がありま

すが、そのために必要なスタイルをそのテンプレートで作成することができます。

テンプレートに関する詳細な説明は、このセクションでは触れません。手順10.8「LibreOfficeテンプ

レートの作成」では、既存の文書からテンプレートを生成する方法についてのみ説明しています。

手順 10.8 LIBREOFFICEテンプレートの作成

テキスト文書、スプレッドシート、プレゼンテーション、および図のテンプレートは、次の手順に従っ

て既存の文書から作成できます。

1. LibreOfficeを起動し、同じ種類の他の文書で再使用するスタイルおよび内容を含む文書を開

くか、作成します。

2. ［File (ファイル)］ ［Templates (テンプレート)］ ［Save as Template (テンプレートとして

保存)］の順にクリックします。

http://templates.libreoffice.org
http://templates.libreoffice.org
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3. いずれかのディレクトリアイコンをダブルクリックして、イメージを保存するディレクトリを選択しま

す。

サブディレクトリで作業している場合、上位のディレクトリに移動するには、ディレクトリの上に表

示されているパスバーを使用します。

4. ツールバーから、［Save (保存)］を選択します。

5. テンプレートの名前を入力します。

6. ［OK］をクリックします。

注記: Microsoft Wordテンプレートの変換
他のWord文書を変換する場合と同様に、Microsoft Wordテンプレートを変換できます。詳細

については、10.4.2項 「OpenDocument形式への文書の変換」を参照してください。

10.10 メタデータおよびプロパティの設定
ドキュメントを他のユーザとやり取りする場合、ファイルの所有者、ファイルの送信者、URLなどのメタ

データを格納すると便利な場合があります。LibreOfficeでは、このようなメタデータをファイルに関連

付けることができます。これにより、ファイルの内容に保存しない/保存できないメタデータを追跡する

ことができます。この機能は、後でメタデータに基づいてドキュメントの並べ替え、検索、取得を行う際

の基盤にもなります。

例として、次のプロパティをファイルに設定するとします。

タイトル、件名、および複数のキーワード

ファイルの所有者

フィルの送信者

このようなメタデータをドキュメントに関連付けるには、次の手順に従います。

手順 10.9 プロパティの設定

1. ［ファイル］ ［プロパティ］の順にクリックします。ダイアログが開きます。次のようなタブがありま

す。

2. ［説明］タブに変更を加え、タイトル、件名、およびキーワードを挿入します。

3. ［カスタムプロパティ］タブに切り替えます。
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4. プロパティの行を追加するには、［追加］をクリックします。

5. ［名前］行で、エントリのドロップダウンボックスをクリックします。プロパティのリストが表示される

ので、［Owner (所有者)］を選択します。

6. ［Value (値)］列に所有者の名前を挿入します。

7. ステップ 4から繰り返しますが、プロパティの名前として［Received from (送信者)］を選択しま

す。

必要に応じて、プロパティを追加するためにステップ 4から繰り返します。

プロパティを削除するには、対応する行の末尾にある赤色のアイコンをクリックします。

8. ［OK］をクリックして、ダイアログを終了します。

9. ファイルを保存します。

10.11 その他の情報
LibreOfficeには詳細なオンラインヘルプが含まれています。また、OpenOffice.orgは多数のユーザ

および開発者によってサポートされています。次のリストに、追加情報の参照先をいくつか示します。

LibreOfficeアプリケーションヘルプ(［ヘルプ］ ［LibreOffice Help (LibreOfficeヘルプ)］)

LibreOfficeのタスク実行に関する詳細なヘルプ。

https://www.libreoffice.org

LibreOfficeのホームページ

https://ask.libreoffice.org

LibreOfficeに関する公式の質疑応答ページ

http://www.taming-libreoffice.com/

Taming LibreOffice: 書籍、ニュース、ヒント、テクニック

http://www.pitonyak.org/oo.php

マクロの作成と使用方法に関する詳細情報

http://extensions.libreoffice.org/

LibreOfficeの拡張機能とテンプレートディレクトリ。

https://www.worldlabel.com/Pages/openoffice-template.htm

LibreOfficeでラベルを作成するためのテンプレート。

https://www.libreoffice.org
https://ask.libreoffice.org
http://www.taming-libreoffice.com/
http://www.pitonyak.org/oo.php
http://extensions.libreoffice.org/
https://www.worldlabel.com/Pages/openoffice-template.htm
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11 LibreOffice Writer

LibreOffice Writerは、ページおよび文字列の書式設定機能も含め、豊富な機能を持つワードプロ

セッサです。Writerのインタフェースは、他の一般的なワードプロセッサと似ています。また、通常は

DTPアプリケーションにしかないような機能も備えています。

ここでは、Writerの主な機能について取り上げます。Writerの機能の詳細や使用方法について

は、LibreOfficeのヘルプや、10.11項 「その他の情報」に記載されているソースを参照してください。

ここで説明している情報は、他のLibreOfficeモジュールにも適用されます。たとえば、Writerでスタイ

ルを使用する場合と同様に、他のモジュールでもスタイルを使用することができます。

11.1 新しい文書の作成
新しいWriter文書を作成するには、さまざまな方法があります。

最初から：  新しい空白文書を作成するには、［ファイル］ ［新規］ ［テキストドキュメント］の

順にクリックします。

ウィザードを使用：  作成する文書に標準書式や定義済みの要素を使用する場合は、ウィザード

を使用します。［ファイル］ ［ウィザード］ ［レター］の順にクリックし、手順に従います。

テンプレートから：  テンプレートを使用するには、［ファイル］ ［新規］ ［テンプレート］の順に

クリックし、［Business Correspondence (商業文)￼］などを開きます。文書ドキュメントのテン

プレートの一覧から、必要に応じたものを選択します。

たとえば、ビジネスレターを作成する場合は、［ファイル］ ［ウィザード］ ［レター］の順に選択します。

ウィザードを使用すれば、標準書式を使用する基本文書を簡単に作成できます。ウィザードのダイアロ

グのサンプルは、図 11.1にあります。

図 11.1 LIBREOFFICEウィザード
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必要に応じて文書ウィンドウにテキストを入力します。スタイルの適用と変更のためのツール、または直

接書式設定するためのツールを使用して、ドキュメントの外観を調整します。［ファイル］メニューまたは

ツールバーの該当するボタンを使用して、文書を印刷または保存します。［挿入］メニューのオプション

を使用すれば、文書にテーブル、画像、図などの項目を追加できます。

11.2 スタイルによる書式設定
オフィス文書の書式を設定する際の従来の方法は、書式を直接設定するというものです。つまり、［太

字］など、特定のプロパティ(この場合は太字体)を設定するボタンを使用します。スタイルを使用すれ

ば、一連のプロパティ(フォントのサイズ、フォントの太さなど)をまとめて、「見出し1」のようにわかりやす

い名前を付けることができます。書式を直接設定するのではなく、スタイルを使用すると、次の利点が

あります。

ページ、段落、テキスト、およびリストの外観に統一性がもたらされます。

後から簡単に書式を一貫して変更できます。

別のドキュメントのスタイルを再使用したりインポートしたりできます。

1つのスタイルを変更すれば、そのプロパティがその子孫に渡されます。

例 11.1 スタイルの使用

テキストを選択し、［太字］ボタンをクリックして強調するとします。その後、強調したテキストを斜

体にすることにしました。この場合、スタイルを設定しないと、太字のテキストをすべて検索して、

手動で斜体に変更しなければなりません。

一方、最初から文字スタイルを使用していれば、スタイルを太字から斜体に一度変更すればよ

いだけです。スタイルを使用して書式設定したすべてのテキストでは、スタイルの変更に伴って

外観も変わります。

LibreOfficeでは、スタイルを使用することで、文書中のさまざまな要素に一貫性のある書式を適用す

ることができます。Writerで使用可能なスタイルの種類は次のとおりです。

表 11.1 スタイルの種類

スタイルの種類 機能

［段落］ ドキュメント中のさまざまな種類の段落に、標準の書式を適用します。た

とえば、段落スタイルを適用して、見出しにフォント、フォントサイズ、見

出しの上下の間隔、見出しの位置、および他の書式仕様が設定される

ようにします。
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スタイルの種類 機能

［文字］ 文字列に対して標準の書式を適用します。たとえば、強調する文字列を

斜体で表示する場合は、文字列を斜体にするスタイルを作成し、それを

目的の文字列に適用します。

［枠］ 枠に対して標準の書式を適用します。たとえば、文書で傍注を使用して

いる場合、境界や位置などの書式を指定したフレームを作成すると、す

べての傍注の外観に統一性がもたらされます。

フレームは画像に見出しを付ける際にも使用されます。フレームを使用

することで、見出しと画像を隣接させて表示できます。ここで、フレーム

スタイルを使用すると、たとえば、すべての画像を同じサイズと背景色に

設定することができます。

［ページ］ 特定のページに対して標準の書式を適用します。たとえば、ドキュメン

トの先頭ページ以外の各ページにヘッダやフッタを表示する場合は、

ヘッダとフッタを表示しない「最初のページ」スタイルを使用します。

また、左ページと右ページで異なるスタイルを使用することで、見開き

ページの内側の余白を大きくし、外側にページ番号を記載することもで

きます。

［リスト］ 特定のリストに標準の書式を適用します。たとえば、四角いチェックボッ

クスを先頭に記載したチェックリストや、先頭に中点を記載したリストス

タイルを定義しておけば、それを適用して簡単にリストを作成することが

できます。

直接設定した書式により、適用済みのスタイルが上書きされます。たとえば、文字スタイルと［太字］ボ

タンの両方を使用してテキストの書式を設定するとします。この場合、スタイルで設定されている書式

に関係なく、テキストは太字になります。

直接設定した書式を削除するには、該当するテキストを選択し、右クリックして［Clear Direct

Formatting (直接設定した書式の解除)］を選択します。

同様に、［フォーマット］ ［Paragraph (段落)］の順に選択して段落に手動で書式を設定した場合、

各段落の書式に統一性がなくなる可能性があります。特に、書式設定が違う他のドキュメント間で段落

をコピー、貼り付ける場合などに、この問題が発生する可能性が高くなります。ただし、段落スタイルを

適用した場合、書式は一貫性が維持されます。スタイルを変更すると、そのスタイルで書式設定された

すべての段落に変更が自動的に適用されます。
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11.2.1 ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］サイドバー
パネル

［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］サイドバーパネルは、テキスト、段落、ページ、フ

レーム、およびリストにスタイルを適用するための汎用書式設定ツールです。このパネルを開くには、

［Styles (スタイル)］ ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］の順にクリックし、サイド

バーの［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］( T )ボタンをクリックするか、 F11 を押しま

す。

図 11.2 ［STYLES AND FORMATTING (スタイルと書式設定)］パネル

LibreOfficeには、あらかじめ定義されたさまざまなスタイルが用意されています。これらのスタイルを

そのまま利用したり、スタイルを変更したり、新しいスタイルを作成したりできます。パネル上部の各アイ

コンを使用して、段落、フレーム、ページ、リストなど、ほとんどの一般的な要素に適用できる書式設定ス

タイルを表示できます。スタイルの詳細については、次の説明を参照してください。

11.2.2 スタイルの適用

スタイルを適用するには、スタイルを適用する要素を選択してから、［Styles and Formatting (スタイ

ルと書式設定)］パネル中の適切なスタイルをダブルクリックします。たとえば、ある段落にスタイルを適

用する場合は、その段落中の任意の場所にカーソルを移動してから、目的の段落スタイルをダブルク

リックします。

または、［Formatting (書式設定)］ツールバーの段落スタイルセレクタを使用します。
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11.2.3 スタイルの変更

スタイルの内容を変更するだけで、文書全体の書式設定を変更することができます。新しい書式を適

用する必要のあるすべての場所に変更を個別に適用する必要はありません。

既存のスタイルを変更するには、次の手順に従います。

1. ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルで、変更するスタイルを右クリックしま

す。

2. ［変更］をクリックします。

3. 選択したスタイルの設定を変更します。

設定可能な項目の詳細については、LibreOfficeオンラインヘルプを参照してください。

4. ［OK］または［適用］をクリックします。

11.2.4 スタイルの作成

LibreOfficeには、スタイルのコレクションが付属しており、ほとんどのユーザのニーズを満たすことが

できます。ただし、まだ存在しないスタイルが必要なために独自のスタイルを作成する場合は、次の手

順に従います。

手順 11.1 新しいスタイルの作成

1. ［Styles (スタイル)］ ［Styles and Formatting （スタイルと書式設定）］の順に選択する

か、 F11 を押して［Styles and Formatting （スタイルと書式設定）］パネルを開きます。

2. この操作は、作成するスタイルの種類に合ったスタイルのリストが表示されている状態で行って

ください。

たとえば、文字スタイルを作成する場合は、［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］

パネル内の対応するアイコンをクリックして、確実に文字スタイルリストを表示するようにします。

3. ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルで、スタイルのリスト内の任意の場所

を右クリックします。

4. スタイルダイアログを開くには、［新規］をクリックします。［オーガナイザ］タブがあらかじめ選択

されています。

5. 新しいスタイルの3つの基本プロパティを設定します。
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［名前］

スタイルの名前。任意の名前を選択します。

［次のスタイル］

作成するスタイルに従うスタイル。 Enter を押して新しい段落を開始するときに、ここで選

択したスタイルが使用されます。これは、見出しの後、標準のテキスト段落を通常どおりに

開始する場合などに便利です。

［Inherit From (原型スタイル)］

スタイルの原型として使用するスタイル。選択したスタイルを変更すると、作成するスタイ

ルも変更します。たとえば、一貫したヘッダを作成するには、「親」ヘッダスタイルを作成し

て、後続のヘッダが親ヘッダスタイルに依存するようにします。これは、異なっている必要

があるプロパティのみを変更する場合に便利です。

タブで使用可能なスタイルオプションの詳細については、ダイアログの［ヘルプ］ボタンをクリッ

クします。

6. ［OK］をクリックして、確定します。これにより、ウィンドウが閉じます。

11.2.4.1 例:メモスタイルの定義

背景と境界を持つメモが必要だとします。このようなスタイルを作成するには、次の手順に従います。

手順 11.2 メモスタイルの作成

1. F11 キーを押します。［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルが開きます。

2. 段落記号アイコン(¶)が選択されているかどうかをチェックして、［Paragraph Style (段落スタ

イル)］リストが表示されていることを確認します。

3. ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルでスタイルリスト内の任意の場所を右

クリックし、［新規］を選択します。

4. ［オーガナイザ］タブで、次のパラメータを指定します。

［名前］ メモ

［次のスタイル］ メモ

［Inherit from (原型スタイル)］ - なし -

［カテゴリ］ カスタムスタイル
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5. ［Before Text (テキスト前)］テキストフィールドを使用して、［Indents & Spacing (インデン

トとスペース)］タブのインデントを変更します。各段落の上下の間隔も広げるには、［Above

paragraph (段落の上)］と［Below paragraph (段落の下)］の値を変更します。

6. ［背景］タブに切り替えて、背景の色を選択します。

7. ［Borders (境界)］タブに切り替えて、線の配置、線のスタイル、色、および他のパラメータを指

定します。

8. ［OK］をクリックして、確定します。これにより、ウィンドウが閉じます。

9. 文書内の文字列を選択し、［メモ］スタイルをダブルクリックします。スタイルパラメータが文字列

に適用されます。

11.2.4.2 例:奇数偶数ページスタイルの定義

文書の両面印刷を作成する場合(特に、各面の境界を設定する場合)は、奇数偶数ページ用のテンプ

レートを使用します。このようなページスタイルを作成するには、次の手順に従います。

手順 11.3 偶数(左)ページスタイルの作成

1. F11 キーを押します。［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルが開きます。

2. 紙のアイコンが選択されているかどうかをチェックして、［Page Style (ページのスタイル)］リス

トが表示されていることを確認します。

3. ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルでスタイルリスト内の任意の場所を右

クリックし、［新規］を選択します。

4. ［オーガナイザ］タブで、次のパラメータを入力します。

［Name (名前)］ Left Content Page

［次のスタイル］ 空のまま。後で変更

［Inherit from (原型スタイル)］ 対象外

［カテゴリ］ 対象外

5. 他のタブでも任意にその他のパラメータを変更します。ページ書式と余白(［Page (ページ)］タ

ブ)や、ヘッダとフッタを調整することもできます。

6. ［OK］をクリックして、確定します。これにより、ウィンドウが閉じます。

手順 11.4 奇数（右）ページスタイルの作成



90 大きな文書に関する作業 SLED 12 SP2

1. 手順11.3「偶数(左)ページスタイルの作成」の手順に従いますが、［Organizer (オーガナイ

ザ)］タブでは「 Right Content Page 」という文字列を使用します。

2. ［Next Style (次のスタイル)］ドロップダウンボックスから、［Left Content Page (左のコンテン

ツページ)］エントリを選択します。

3. 左ページスタイルで指定したパラメータと同じものを選択します。偶数ページの左右の余白に異

なるサイズを使用した場合は、それらの値を奇数ページにも反映します。

4. ［OK］をクリックして、確定します。これにより、ウィンドウが閉じます。

次に、左ページスタイルを右ページスタイルに連結します。

手順 11.5 右ページスタイルと左ページスタイルの連結

1. ［Left Content Page (左のコンテンツページ)］エントリを右クリックし、［変更する］を選択しま

す。

2. ［Next Style (次のスタイル)］ドロップダウンボックスから、［Right Content Page (右のコンテ

ンツページ)］を選択します。

3. ［OK］をクリックして、確定します。これにより、ウィンドウが閉じます。

スタイルを連結するには、ページが左(偶数)ページであることを確認し、［Left Content Page］をダブ

ルクリックします。テキストがページの長さを超えると、次のページに代わりのページスタイルが自動的

に適用されます。

11.3 大きな文書に関する作業
Writerを使って大きな文書を作成、編集したり、他の作業を行うことができます。大きな文書は、単一の

ファイルのこともあれば、複数のファイルから1つの文書が成り立っていることもあります。

11.3.1 大きな文書内の移動
ナビゲータには、文書の内容についての情報が表示されます。また、このツールを使って、ドキュメント

内の別の部分に素早く移動することもできます。たとえば、ナビゲータを使用して、文書に含まれている

すべての画像の概要を素早く把握します。

ナビゲータを開くには、［表示］ ［ナビゲータ］の順にクリックするか、 F5 を押します。ナビゲータに表

示される要素は、Writerにロードされている文書によって異なります。

ナビゲータは、サイドバーの要素でもあります。サイドバーでは、［ナビゲータ］(コンパス)ボタンを使用

して開くことができます。
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ナビゲータで項目をダブルクリックすると、文書内の該当する項目に移動します。

図 11.3 WRITERのナビゲータツール

11.3.2 マスタ文書の使用

本などの非常に大きな文書の作業を行う場合、その本を1つのファイルに保存する代わりに、マスタド

キュメントで本を管理した方が簡単です。マスタードキュメントを利用すれば、大きな文書に素早く書式

を設定したり、個々のサブドキュメントに移動して編集することができます。

Writerのマスタドキュメントは、複数のWriterファイルを保管するコンテナとしての役割を果たします。

たとえば、章単位にファイルを作成し、それをまとめてマスタドキュメントに保管、管理することができま

す。マスタドキュメントは、単一の文書に対して複数のユーザが共同作業を行うような場合にも役立ち

ます。このような場合、各ユーザの担当範囲ごとに文書を分割し、それをマスタドキュメントに集めてお

けば、複数の担当者が自分用に分割された文書に対して同時に作業を行うことができるようになり、他

の担当者の作業内容を上書きする心配もなくなります。

手順 11.6 マスタ文書の作成

1. ［新規作成］ ［マスタードキュメント］の順にクリックします。

または
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既存の文書を開いて、［ファイル］ ［送信］ ［マスタードキュメントの作成］の順にクリックしま

す。

2. ［Navigator (ナビゲータ)］ウィンドウが開きます。そこで、［Insert (挿入)］( )を選択してから、

［ファイル］を選択します。

3. 既存のファイルをマスタ文書に追加するファイルを選択します。

手順 11.7 マスタドキュメントへの新しいドキュメントの追加

1. ウィンドウまたは［Navigator］パネルで、［Insert (挿入)］( )を選択してから、［新しいドキュメ

ント］を選択します。

2. 新しいドキュメントを保存するためのファイル選択ダイアログが開きます。名前を指定して、［保

存］をクリックします。

3. 新しいドキュメントを編集したら、保存します。マスタドキュメントに切り替えます。

4. 新しいドキュメントの内容でマスタドキュメントを更新します。そのためには、［ナビゲータ］で新し

いドキュメントのエントリを右クリックし、［更新］ ［選択］の順にクリックします。

文字列を直接マスタ文書に入力するには、［挿入］ ［文字列］の順に選択します。

LibreOfficeヘルプファイルには、マスタ文書での作業に関する詳細な情報が含まれています。「マス

タードキュメントとサブドキュメントの使い方」を参照してください。

ヒント: マスタ文書のスタイルとテンプレート
サブドキュメントにあるスタイルは、すべてマスタドキュメントにインポートされます。マスタドキュ

メントで書式設定の一貫性を保つには、各サブドキュメントで同じテンプレートを使用します。こ

れは必須ではありません。

ただし、サブドキュメントの書式設定が違っている場合、不整合を生じさせずに、マスタドキュメ

ントにサブドキュメントを正常にインポートするには、書式を再設定する必要があることもありま

す。たとえば、マスタドキュメント内の2つのドキュメント間で、同じ名前の異なるスタイルが使用

されている場合、マスタドキュメントでは、最初にインポートされたドキュメントのスタイルで指定

されている書式が使われます。
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11.4 HTMLエディタとしてのWriterの使用
完全装備のワードプロセッサとしての機能のほかに、WriterにはHTMLエディタとしての機能がありま

す。他の文書と同様にHTMLページのスタイルを設定することもできますが、固有の［HTML Styles

(HTML形式スタイル)］を使用すると、優れたHTMLを簡単に作成できます。オンラインに表示される

状態でドキュメントを表示したり、HTMLコードを直接編集することができます。

手順 11.8 HTMLページの作成

1. ［ファイル］ ［新規作成］ ［HTMLドキュメント］の順にクリックします。

2. F11 を押し、［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルを開きます。

3. ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルの下部にあるドロップダウンボックス

をクリックして開きます。

4. ［HTML Styles］を選択します。

5. スタイルを使用してテキストにタグをつけ、HTMLページを作成します。

6. ［ファイル］ ［名前を付けて保存］の順にクリックします。

7. ファイルを保存する場所を選択し、ファイルの名前を指定します。下部のドロップダウンボックス

で、［HTML Document (HTML文書)］が選択されていることを確認します。

8. ［OK］をクリックします。

HTMLコードを直接編集したり、HTMLファイルをWriter文書として編集したときに作成されたHTML

コードを表示したりする場合は、［表示］ ［HTML Source (HTMLソース)］の順にクリックします。こ

れで、［HTML Source］モードでは、［スタイルと書式］リストは使用できなくなります。

まだHTML文書を保存していない状態で、初めて［HTML Source (HTMLソース)］モードに切り替

えると、ファイルをHTMLとして保存するよう求めるダイアログが表示されます。

［HTML Source (HTMLソース)］モードから［Web Layout (Webレイアウト)］モードに切り替えるに

は、もう一度［表示］ ［HTML Source (HTMLソース)］の順にクリックします。
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12 LibreOffice Calc

Calcは、LibreOfficeのスプレッドシートモジュールです。スプレッドシートは、テキスト、数値、または数

式などの要素を入力できるセルを含む複数のシートから構成されます。式を使用すれば、他のセルか

らのデータを操作して、式を挿入したセルの値を生成できます。Calcでは、データの範囲指定、フィル

タ、およびソートが可能なほか、データからチャートを作成してグラフィカルに表現することができます。

ピボットテーブルを使用すると、より大量のデータの組み合わせ、分析、および比較が可能です。

この章では、非常に基本的なCalc機能のみを紹介します。詳細および詳しい手順について

は、LibreOfficeアプリケーションヘルプ、および10.11項 「その他の情報」に示されている参照先を参

照してください。

注記: VBAマクロ
Calcでは、ExcelドキュメントのさまざまなVBAマクロを処理できます。ただし、VBAマクロが完

全にサポートされているわけではありません。マクロを多用するExcelスプレッドシートを開くと

き、一部のマクロが機能しないことがあります。

12.1 新しい文書の作成
新しいCalc文書を作成するには、次の2種類の方法があります。

最初から：  新しい空白ドキュメントを作成するには、［ファイル］ ［新規］ ［スプレッドシート］

の順にクリックします。

テンプレートから：  テンプレートを使用するには、［ファイル］ ［新規］ ［テンプレート］の順に

クリックし、［ファイナンス］などを開きます。スプレッドシートのテンプレートのリストから、ユーザの

ニーズに適したものを選択します。

ウィンドウ下部の対応するタブをクリックすることにより、個々のシートにアクセスします。

必要に応じてセルにデータを入力します。外観を調整するには、［Formatting (書式設定)］ツール

バーやサイドバーパネルを使用するか、［フォーマット］メニューを使用するか、12.2項 「Calcでの書式

設定とスタイルの使用」の説明に従ってスタイルを定義します。［ファイル］メニューまたはツールバー

の該当するボタンを使用して、文書を印刷または保存します。



95 Calcでの書式設定とスタイルの使用 SLED 12 SP2

12.2 Calcでの書式設定とスタイルの使用
Calcには、スプレッドシートやレポートの外観を変更するセルやページ用スタイルがいくつか用意され

ています。通常はこれらのスタイルでも十分ですが、必要に応じて独自のスタイルを作成することもで

きます。

手順 12.1 スタイルの作成

1. ［フォーマット］ ［Styles (スタイル)￼］ ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］の

順にクリックするか、 F11 を押します。

2. ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルの最上部で、［Cell Styles (セルのス

タイル)］(緑のセル)または［Page Styles (ページのスタイル)］(ドキュメント)のいずれかをクリッ

クします。

3. ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルで、スタイルのリスト内の任意の場所

を右クリックします。続いて［New (新規)］をクリックします。

4. スタイルの名前を指定し、さまざまなタブを使用して必要な書式設定オプションを設定します。

5. スタイルを設定したら、［OK］をクリックします。

手順 12.2 スタイルの変更

1. ［フォーマット］ ［スタイル］ ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］の順にクリッ

クします。

2. ［Styles and Formatting (スタイルと書式設定)］パネルの最上部で、［Cell Styles (セルのス

タイル)］(緑のセル)または［Page Styles (ページのスタイル)］(ドキュメント)のいずれかをクリッ

クします。

3. 変更したいスタイルの名前を右クリックし、［変更］をクリックします。

4. 選択した書式設定オプションを変更します。

5. スタイルを設定したら、［OK］をクリックします。

スタイルを特定のセルに適用するには、書式設定するセルを選択します。続いて、［スタイルと書式設

定］ウィンドウで適用するスタイルをダブルクリックします。

12.3 シートでの作業
シートは計算をまとめるには最適な方法です。たとえば、事業を経営している場合、月ごとにシートを作

成すると、経理がはるかに明確になることがあります。
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末尾のシートの後に新しいシートを挿入するには、シートのタブの横にある［+］ボタンをクリックしま

す。

1つまたは複数の新しいシートをファイルからスプレッドシートに挿入したり、特定の場所にすぐに挿入

したりするには、次のように実行します。

手順 12.3 新しいシートの挿入

1. シートタブを右クリックし、［Insert Sheet (シートの挿入)］を選択します。ダイアログが開きま

す。

2. 新しいシートを選択したシートの前に置くか後ろに置くかを指定します。

3. 新しいシートを作成する際には、必ず［New She (新規のシート)］ラジオボタンが有効になって

いることを確認してください。シート数とシート名を入力します。このステップの残りはスキップし

ます。

または、別のファイルからシートをインポートするには、次の手順を実行します。

a. ［From file (ファイルから)］を選択し、［参照］をクリックします。

b. ファイル名を選択し、［OK］を押して確認します。これですべてのシート名がリストに表示さ

れます。

c. Shift キーを押しながらクリックして、インポートするシートの名前を選択します。

4. 1つまたは複数のシートを追加するには、［OK］をクリックします。

シートの名前を変更するには、シートのタブを右クリックしてから［Rename Sheet (シートの名前変

更)］を選択します。または、シートタブをダブルクリックすることもできます。

1つまたは複数のシートを削除するには、削除対象のシートを選択します。複数のシートを選択するに

は、選択時に Shift を押したままにします。次に、シートのタブを右クリックし、［Delete Sheet (シート

の削除)］を選択して、［はい］をクリックします。

12.4 条件付き書式設定
条件付き書式設定は、スプレッドシートで特定の値を強調表示する役立つ機能です。たとえば、条件を

定義して、その条件が trueの場合、スタイルはこの条件を満たすそれぞれのセルに適用されます。
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注記: 自動計算の有効化
条件付き書式設定を適用する前に、［Tools (ツール)］ ［Cell Contents (セルの内

容)］ ［AutoCalculate (自動計算)］の順に選択します。［自動計算］の前のチェックマークを

確認してください。

手順 12.4 条件付き書式設定の使用

1. 最初にスタイルを定義します。このスタイルは、条件が trueの場合に各セルに適用されま

す。［書式］ ［スタイルと書式設定］を使用するか、 F11 を押します。詳細については、手順

12.1「スタイルの作成」を参照してください。［OK］をクリックして、確定します。

2. 条件を適用するセル範囲を選択します。

3. メニューから［フォーマット］ ［Conditional Formatting (条件付き書式設

定)］ ［Condition (条件)］の順に選択します。ダイアログが開きます。

4. 新しい条件のテンプレートが表示されます。条件には、さまざまな動作モードがあります。

［Cell value is (セル値)］

条件は、セルが特定の値と一致しているかどうかをテストします。最初のドロップダウン

ボックスの横にある［equal to (等しい)］、［less than (より小さい)］、［より大きい］などの

オペレータを選択します。

［Formula is (式)］

条件は、特定の式が trueを返すかどうかをテストします。

［Date is (日付)］

条件は、特定の日付値に達しているかどうかをテストします。

［All Cells (すべてのセル)］

このモードでは、［Cell value is (セル値)］と同様に、セルの値に依存するデータ表現を

作成できます。ただし、［All Cells (すべてのセル)］では、1つの条件を使用して範囲全体

のスタイルを適用することができます。

使用可能なスタイルの種類には、カラースケール(セルの背景色)、データバー(セル内のさ

まざまな幅のバー)、およびアイコンセット(セル内のアイコン)などがあります。

たとえば、カラースケールでは、 0を黒の背景色に、 100を緑の背景色に割り当てることが

できます。これらの間の値は、自動的に計算されます。たとえば、 50は濃い緑の背景色に

なります。

5. この例では、デフォルトの［Cell value is (セル値)］のままにします。
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6. 演算子と、テストするセルの値を選択します。

7. この条件が trueの場合に適用するスタイルを選択するか、［New Style (新しいスタイル)］を

クリックして新しい外観を定義します。

8. さらに条件が必要な場合は、［Add (追加)］をクリックします。その後、これまでのステップを繰り

返します。

9. ［OK］をクリックして、確定します。これでセルのスタイルが変更されました。

12.5 セルのグループ化とグループ化解除
セル範囲をグループ化すると、スプレッドシートの一部を非表示にできます。これにより、現在必要でな

い部分をすべて非表示にできるので、スプレッドシートが見やすくなります。行または列をグループ化し

たり、グループを他のグループの入れ子にすることができます。

範囲をグループ化するには、次の手順に従います。

手順 12.5 選択したセル範囲のグループ化

1. スプレッドシートでセル範囲を選択します。

2. ［データ］ ［グループとアウトライン］ ［グループ化］の順に選択します。ｴﾎ､ﾎ･ﾀ･､･｢･愠ｰ､ｬｱ

桄ｾ､ｵ､・ﾞ､ｹ｡｣.

3. 行単位または列単位で選択した範囲をグループ化するかをどうかを決めます。［OK］をクリック

して、確定します。

選択したセルをグループ化した後、グループ化したセル範囲を示す線が、左上の余白に表示されま

す。［+］と［–］のアイコンを使用して、セル範囲を折り畳んだり、展開したります。余白の左上の数値は

グループの深さを示し、クリックすることもできます。

セル範囲をグループ化解除するには、グループに含まれるセルをクリックして、［データ］ ［グループ

とアウトライン］ ［グループ化解除］の順に選択します。余白内の線が消えます。最も奥深くにあるグ

ループが常に最初に削除されます。

12.6 ヘッダとする行または列の固定
多数のデータを含むスプレッドシートがある場合、通常は、スクロールするとヘッダが消えてしまいま

す。LibreOfficeでは、行または列、あるいは両方をロックして、スクロールするときに固定しておくこと

ができます。
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単一の行または単一の列を固定するには、次の手順に従います。

手順 12.6 単一の行または列の固定

1. 固定された領域を行の前に作成するには、行のヘッダ( 1 、 2 、 3など)をクリックします。

または、固定された領域を列の上に作成するには、列のヘッダ( A 、 B 、 Cなど)をクリックします。

2. ［表示］ ［Freeze Rows and Columns(行と列の固定)］の順に選択します。固定された領域

を示す、濃い色の線が表示されます。

また、行と列の両方を固定することもできます。

手順 12.7 行と列の固定

1. 固定する列の右側と行の下にあるセルをクリックします。たとえば、ヘッダがA1からB3までのス

ペースを占めている場合、セルC4をクリックします。

2. ［表示］ ［Freeze Rows and Columns(行と列の固定)］の順に選択します。固定された領域

を示す、濃い色の線が表示されます。

固定を解除するには、［表示］ ［Freeze Rows and Columns(行と列の固定)］の順に選択します。

メニュー項目の前に表示されていたチェックマークが消えます。
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13 LibreOffice Impress、Base、Draw、およびMath

LibreOffice WriterおよびLibreOffice Calcに加えて、LibreOfficeにはモジュール

Impress、Base、Draw、およびMathが含まれます。こうした機能により、プレゼンテーションの作成、

データベースの設計、グラフィックスと図の描画、数式の作成を行うことができます。

13.1 Impressでのプレゼンテーションの使用
LibreOffice Impressでは、画面に表示したり、印刷したりすることができるプレゼンテーションを作成

します。他のプレゼンテーションソフトウェアを使用したことがある場合は、簡単にImpressに切り替え

ることができます。Impressの動作は他のプレゼンテーションソフトウェアとよく似ています。

13.1.1 プレゼンテーションの作成

新しいImpressドキュメントを作成するには、さまざまな方法があります。

最初から：  新しい空白ドキュメントを作成するには、［ファイル］ ［新規］ ［プレゼンテーショ

ン］の順にクリックします。

ウィザードを使用：  作成する文書に標準形式や定義済みの形式を使用する場合は、ウィザード

を使用します。［ファイル］ ［ウィザード］ ［プレゼンテーション］の順にクリックし、手順に従い

ます。

テンプレートから：  テンプレートを使用するには、［ファイル］ ［新規］ ［テンプレート］の順に

クリックし、［Presentation Backgrounds (プレゼンテーションの背景)］などを開きます。プレゼ

ンテーションのテンプレートのリストから、ユーザのニーズに適したものを選択します。

次のプロシージャでは、ウィザードを使用したプレゼンテーションの作成方法を説明します。次の手順

に従います。

手順 13.1 ウィザードを使用したプレゼンテーションの作成

1. LibreOfficeを起動します。

2. ［ファイル］ ［ウィザード］ ［プレゼンテーション］の順に選択します。

3. ［From template (テンプレートから)］を選択し、ポップアップメニューから［Presentation

Backgrounds (プレゼンテーションの背景)］を選択して、推奨される背景を設定し、［次へ］をク

リックします。
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4. 出力メディアを選択します。出力メディアは、［Overhead sheet (オーバーヘッドシート)］、

［Paper (用紙)］、4:3の［Screen (スクリーン)］や16:9の［Widescreen (ワイドスクリーン)］で

のスライドショーなど、最終的なプレゼンテーションの形態です。

ユーザの選択内容を示すサムネイルを表示するには、［Preview (プレビュー)］を有効にします。

すべてのオプションが希望どおりに設定されたら、［次へ］をクリックします。

5. スライド遷移の効果を使用するには、［Effect (効果)］と［Speed (速度)］を選択します。効果は

即座にプレビューされます。

6. デフォルトのプレゼンテーションの種類を使用するか、または［自動］を選択して各ページの表

示時間とプレゼンテーション間の一時停止時間を指定します。

7. すべてのオプションが希望どおりに設定されたら、［作成］をクリックします。

プレゼンテーションが開き、編集の準備ができます。

13.1.2 マスタページの使用

マスタページでは、使用するフォントなどのデザイン要素を定義することにより、プレゼンテーションの

外観を統一することができます。Impressには、2種類のマスタページが用意されています。

スライドマスタ

すべてのスライドに表示される要素を含みます。たとえば、スライドマスタを使って、各スライドの

同じ場所に企業ロゴを表示することができます。また、スライドマスタには、見出しの文字書式ス

タイルや各スライドのアウトライン、およびヘッダ/フッタに表示する情報も定義されます。

メモマスタ

プレゼンテーション内のメモの書式と外観を決定します。
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13.1.2.1 スライドマスタの作成

Impressには、あらかじめ定義されたマスタページがいくつか用意されています。プレゼンテーションを

さらにカスタマイズするには、独自のスライドマスタを作成します。

1. 既存のプレゼンテーションでImpressを起動するか、13.1.1項 「プレゼンテーションの作成」で

説明しているとおり、新しいプレゼンテーションを作成します。

2. ［表示］ ［Slide Maste (スライドマスタ)］の順にクリックします。

［Master View］で現在のスライドマスタを開きます。［Master View (マスタビュー)］ツール

バーが表示されます。

3. 左のパネルを右クリックして、［New Master］をクリックします。

4. 希望する外観になるまでスライドマスタを編集します。

マスタビューでは、スライド上でサンプルテキストを直接フォーマットすることでアウトラインスタ

イルを編集できます。

5. スライドマスタの編集を終了するには、［Master View (マスタビュー)］ツールバーで［Close

Master View (マスタビューを閉じる)］をクリックします。または、［View (表示)］ ［Normal

(標準)］の順に選択します。

ヒント: テンプレートへのスライドマスタの収集
プレゼンテーションで使用するスライドマスターをすべて作成した後は、これらをImpressテン

プレートに保存することができます。以降、保存したスライドマスターを使ってプレゼンテーショ

ンを作成する場合には、このテンプレートを開きます。

13.1.2.2 スライドマスタの適用

スライドマスタは選択したスライド、またはプレゼンテーションのすべてのスライドに適用できます。

1. プレゼンテーションを開きます。

2. (オプション)スライドマスタを複数のスライド(ただし、すべてのスライドではない)に適用するに

は、スライドマスタを適用するスライドを選択します。

複数のスライドを選択するには、［スライド］ペインで、 Ctrl を押しながら使用するスライドをク

リックします。



103 Base - データベースの使用 SLED 12 SP2

3. タスクパネルで、［マスタページ］を開き、適用するマスタページをクリックします。スライドマスタ

が対象のページに適用されます。

［タスクペイン］が表示されていない場合、［表示］ ［Task Pane］の順にクリックします。

13.2 Base - データベースの使用
LibreOfficeには、データベースモジュールのBaseが含まれています。Baseを使用すると、あらゆる種

類の情報を保存するためのデータベースを設計できます。簡単なアドレス帳やレシピファイルから複雑

なドキュメント管理システムまで、さまざまな情報を保存できます。

テーブル、フォーム、クエリ、およびレポートは、手動で作成するか、または便利なウィザードを使用して

作成できます。たとえば、テーブルウィザードには、ビジネス用途および個人用途のための複数の共通

フィールドがあります。Baseで作成されたデータベースは、フォームレターを作成する場合などのデー

タソースとして使用できます。

Baseを使用した詳細なデータベース設計については、このマニュアルでは触れません。詳細について

は、10.11項 「その他の情報」に示されている参照先を参照してください。

13.2.1 事前定義されたオプションを使ったデータベースの作成

Baseには、データベースを作成するために役立つ、事前定義されたデータベースフィールドが用意さ

れています。新しいデータベースを作成する手順がウィザードにより案内されます。ここでは、この事前

定義されているフィールドを使ってアドレス帳を作成する手順について説明していきますが、これらの

手順を応用すれば、他のデータベースも手軽に作成できます。

データベースの作成プロセスは、いくつかのサブプロセスに分けられます。

1. データベースの作成

2. データベーステーブルのセットアップ

3. フォームの作成

4. フォームの変更

13.2.1.1 データベースの作成

1. LibreOffice Baseを起動します。
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2. ［データベースの新規作成］を選択します。

3. HSQLDBデータベースとFirebirdデータベースのどちらを作成するかを選択できます。

HSQLDB Embedded (HSQLDB (埋め込み)) (デフォルト)

このデータベース形式は、古いバージョンのOpenOffice.orgおよびLibreOfficeでも使

用可能です。コンピュータにインストールされているJavaに依存します。

Firebird Embedded (Firebird (埋め込み))

このデータベース形式は、新しいバージョンのLibreOfficeでのみ使用可能です。Javaに

は依存しません。大規模なデータベース操作を行う場合は、Firebirdの方がパフォーマン

スが優れています。

4. ［次へ］で続行します。

5. ［はい、登録します］をクリックして、データベース情報を他のLibreOfficeモジュールで使用でき

るようにし、［データベースを開いて編集します］と［テーブルウィザードを使ってテーブルを作成

します］のチェックボックスをオンにします。続いて、［終了］をクリックします。

6. データベースを保存するディレクトリを参照し、データベースの名前を入力して、［保存］をクリッ

クします。

13.2.1.2 データベーステーブルのセットアップ

データベースを作成後、［テーブルウィザードを使用したテーブルの作成］チェックボックスを選択して

いる場合には、テーブルウィザードが開きます。まだ選択していない場合は、［Task (タスク)］領域に

移動し、［Use Wizard to Create Table (ウィザードを使用してテーブルを作成)］をクリックします。次

に、データベーステーブルで使用したいフィールドを定義します。

この例では、アドレスデータベースを設定します。

1. この例の場合、［Personal (個人)］をクリックします。

［Sample tables (サンプルテーブル)］リストが変更され、個人用に事前定義されたテーブルが

表示されます。このテーブルには、アドレステーブルテンプレートがあります。［Business (ビジネ

ス)］に一覧表示されるテーブルテンプレートには、事前定義されたビジネステーブルが含まれま

す。

2. ［Sample tables］リストで、［Addresses］をクリックします。

定義済みのアドレス帳に使用可能なフィールドが、［Available fields］メニューに表示されま

す。

3. ［Available fields］メニューで、自分のアドレス帳に使用したいフィールドをクリックします。
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一度に1つの項目をクリックして選択します。複数の項目を選択するには、 Shift を押しながら、

各項目を個別にクリックします。

4. 一重右矢印アイコンと一重左矢印アイコンをクリックして、選択した項目を［Selected fields

(選択したフィールド)］リストに追加したり、リストから削除したりします。

使用可能なフィールドをすべて［Selected fields (選択したフィールド)］メニューに移動するに

は、二重右矢印アイコンをクリックします。

5. 上矢印アイコンと下矢印アイコンを使用して選択した項目の順序を調整し、［次へ］をクリックし

ます。

テーブルやフォームには、フィールドがここに記載されている順序で表示されます。

6. 各フィールドが正しく定義されていることを確認します。

フィールド名、種類、最大文字数、必須フィールドにするかどうかを変更できます。この例では、設

定をそのままにしておき、［次へ］をクリックします。

7. ［Create a primary key (プライマリキーの作成)］と［Automatically add a primary key

(プライマリキーを自動的に追加)］が有効なことを確認します。［Auto value (自動値)］も有効

にします。

［次へ］で続行します。

8. テーブルに名前を付けて、［Create a form based on this table (このテーブルに基づいて

フォームを作成)］を有効にします。

［完了］をクリックして続行します。

13.2.1.3 フォームの作成

次に、アドレス帳にデータを入力するときに使用するフォームを作成します。
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この手順を実行した後は、すでに［フォームウィザード］が表示されているはずです。表示されていない

場合は、メインウィンドウに移動してから開きます。［Tables (テーブル)］で、適切なテーブルを右クリッ

クします。［フォームウィザード］をクリックします。

1. ［フォームウィザード］で、右矢印アイコンをクリックして使用可能なすべてのフィールドを［フォー

ム内のフィールド］リストに移動し、続いて［次へ］をクリックします。

2. サブフォームを追加するには、［Add Subform (サブフォームの追加)］を有効にしてから、［次

へ］をクリックします。

この例では、デフォルトの選択肢を使用します。

3. フォームをどのように調節したいか選択し、［次へ］をクリックします。

4. ［The form is to display all data (フォームですべてのデータを表示)］を選択し、すべての

チェックボックスを空のままにして、［次へ］をクリックします。

5. スタイルとフィールドの枠線を適用し、［次へ］をクリックします。

この例では、デフォルトの選択肢を使用します。

6. フォームに名前を付けて、［Modify the form (フォームの変更)］を有効にします。続いて、［終

了］をクリックします。

13.2.1.4 フォームの変更

フォームを定義したら、設定に合うようフォームの外観を変更します。

この手順を実行した後は、すでに［Database Form (データベースフォーム)］エディタが表示されて

いるはずです。表示されていない場合は、メインウィンドウのサイドバーで［Forms (フォーム)］をクリッ

クして、適切なフォームを選択します。次に、［Forms (フォーム)］領域で、適切なフォームを右クリック

します。［編集］を選択します。

1. フォーム中のフィールドをドラッグして、フォームを別の場所に移動できます。

たとえば、［名前 (ファーストネーム)］フィールドを移動して、［姓］フィールドの右側に表示される

ようにします。

2. フォームの修正が完了したら、保存して、フォームを閉じます。

13.2.1.5 その後のステップ

データベースのテーブルとフォームを作成したら、データを入力できます。また、クエリやレポートを作成

してデータをソートしたり表示したりすることもできます。
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Baseの詳細については、LibreOfficeオンラインヘルプと、10.11項 「その他の情報」に記載されてい

る資料を参照してください。

13.3 Draw - グラフィックの作成
LibreOffice Drawを使って、グラフィックや図を作成できます。最も一般的なベクタグラフィック形式

に描画をエクスポートし、他のLibreOfficeモジュールなど、グラフィックをインポートできるアプリケー

ションにインポートすることができます。描画のAdobe* Flash* (SWF)バージョンを作成することもで

きます。

手順 13.2 グラフィックの作成

1. LibreOffice Drawを起動します。

2. ウィンドウの右側の［ドロー］ツールバーを使用して、グラフィックを作成します。新しい形状また

はテキストオブジェクトを作成するには、ツールバーの形状ボタンを使用します。

単一の形状またはテキストオブジェクトを作成するには、形状ボタンを一度クリックします。

ドキュメント上をクリックしてドラッグすることで、オブジェクトを作成します。

複数の形状またはテキストオブジェクトを作成するには、形状ボタンをダブルクリックしま

す。ドキュメント上をクリックしてドラッグすることで、オブジェクトを作成します。終了した

ら、ツールバーのマウスポインタアイコンをクリックします。

3. そのグラフィックを保存します。

既存のDrawグラフィックをLibreOffice文書に埋め込むには、［挿入］ ［オブジェクト］ ［OLEオブ

ジェクト］の順に選択します。［Create from file(ファイルから作成)］を選択し、［検索］をクリックして

挿入するDrawファイルに移動します。

後でグラフィックを個別に編集できるようにするには、［Link to file (ファイルへのリンク)］を有効にし

ます。

OLEオブジェクトとしてファイルを挿入する場合は、後でファイルをダブルクリックすることによりオブ

ジェクトを編集できます。

手順 13.3 他のLIBREOFFICEモジュールからDRAWを開く

Drawには、他のLibreOfficeモジュール内で利用できるという特長があります。他の

LibreOfficeモジュールからDrawを起動して描画を作成した後、ドキュメントに自動的にイン

ポートできます。

1. LibreOfficeモジュール(例: Writer)から、［挿入］ ［オブジェクト］ ［OLEオブジェク

ト］ ［LibreOffice の図形描画］ ［OK］の順にクリックします。
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WriterのユーザインタフェースがDrawのユーザインタフェースに置き換えられます。

2. 描画を作成します。

3. ドキュメント内で、Drawの枠外の領域をクリックします。

描画が自動的に文書に挿入されます。

13.4 Mathを使用した式の作成
一般的に、ドキュメントに複雑な数式を表記することは、複雑さを伴います。このタスクを簡単にするた

め、LibreOffice Mathの方程式エディタでは、演算子、関数、および書式設定アシスタントを使用して

数式を作成できます。作成した数式をオブジェクトとして保存し、他のドキュメントにインポートできま

す。Mathで作成した数式や関数は、他のグラフィックオブジェクトと同様に、他のLibreOfficeドキュメ

ントに挿入できます。

注記: Mathは数式を作成するためのものです
Mathは計算機ではありません。Mathが作成する関数は、グラフィックオブジェクトです。Calc

にインポートできますが、これらの関数は評価されません。

数式を作成するには、次の手順に従います。

1. LibreOffice Mathを起動します。

2. ［ファイル］ ［新規］ ［数式］の順にクリックします。数式ウィンドウが開きます。

3. ウィンドウの下側で数式を入力します。たとえば、LibreOffice Math構文での二項定理は次の

ようになります。

(a + b)^2 = a^2 + 2 a b + b^2

結果はウィンドウの上側に表示されます。

4. ［Formula Elements (数式要素)］サイドバーパネルを使用するか、ウィンドウの下側を右ク

リックして、他の項を挿入します。記号が必要が場合は、［ツール］ ［シンボル］を使用して、ギリ

シャ文字や他の特殊文字などを挿入します。

5. ドキュメントを保存します。

結果は図13.1「LibreOffice Mathでの数式」のようになります。
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図 13.1 LIBREOFFICE MATHでの数式

たとえば、Writerに数式を含めることができます。次の手順に従います。

1. 新しいWriter文書を作成するか、既存の文書を開きます。

2. メインメニューで［挿入］ ［オブジェクト］ ［OLEオブジェクト］の順に選択します。［OLEオブ

ジェクトの挿入］ウィンドウが表示されます。

3. ［ファイルから作成］を選択します。

4. ［検索］をクリックして、数式を見つけます。数式ファイルを選択するには、［開く］をクリックしま

す。

後で数式を個別に編集できるようにするには、［Link to file (ファイルへのリンク)］を有効にしま

す。

5. ［OK］をクリックして、確定します。数式が現在のカーソル位置に挿入されます。
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14 Firefox:Webの閲覧

SUSE® Linux Enterprise Desktopには、Mozilla Firefox Webブラウザが同梱されています。タ

ブブラウズ、ポップアップウィンドウのブロック、ダウンロードの管理などの機能を備えたFirefoxは、最

新のブラウズ機能とセキュリティ技術を使いやすいユーザインタフェースに統合しています。Firefoxで

は、さまざまな検索エンジンに容易にアクセスして、必要な情報を検索することができます。

14.1 Firefoxの起動
Firefoxを起動するには、［Applications (アプリケーション)］ ［Interneｔ (インターネッ

ト)］ ［Firefox］の順に選択します。

14.2 Webサイトのナビゲート

Firefoxのルックアンドフィールは、他のブラウザと似ています。このツールを「図14.1「Firefoxのブ

ラウザウィンドウ」」に示します。ウィンドウの上部には、Webアドレス用のロケーションバーと検索バー

があります。またブックマークは、ブックマークツールバーからすばやくアクセスするために使用できま

す。Firefoxのさまざまな機能の詳細については、メニューバーの［ヘルプ］メニューを使用してくださ

い。

注記: メニューバーの使用
Firefoxのほとんどの機能は3行のボタンから使用可能ですが( )、メニューバーからしか使用

できない機能もあります。

Firefoxのメニューバーは、デフォルトで非表示になっています。メニューバーを一時的に表

示するには、 Alt を押します。これにより、Firefoxウィンドウ内のどこかをクリックするまで、メ

ニューバーが表示されます。

Firefoxのメニューバーを常に有効にするには、 Alt を押してから、［表示］ ［ツールバー］の

順に選択して、［メニューバー］を有効にします。
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図 14.1 FIREFOXのブラウザウィンドウ

14.2.1 ロケーションバー

ロケーションバーに入力すると、オートコンプリートドロップダウンボックスが開きます。これまでのロ

ケーションアドレスやブックマークの中から、入力した文字を含むものがすべて表示されます。一致する

語句は太字で強調表示されます。最近に最も頻繁にアクセスされたエントリがリストの最初に表示さ

れます。

ブックマークのリストからのエントリには星のマークが付けられます。タグ付きのブックマークには追加

ラベルが付けられその後にタグ名が付けられます。閲覧履歴からのリストエントリはマークされません。

ブックマークの中のみで検索するには、検索の最初の文字として「 * 」を入力します。

↑ と ↓ 、またはマウスホイールを使用してリストを操作します。 Enter を押すかエントリをクリックす

ると、選択したページに移動します。 Del は、履歴のエントリである場合、リストからエントリを削除しま

す。ブックマークのエントリは、関連するブックマークを削除することによってのみ削除できます。

14.2.2 ズーム

Firefoxでは、ページズーム、そしてデフォルトのテキストズームの2つのズームオプションが提供され

ています。テキストズームではテキストサイズのみが変更されますが、ページズームではグラフィックを

含むページの全要素とともにページ全体がそのまま均等に拡大されます。
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ページズームとテキストズームを切り替えるには、メニューバーから［表示］ ［ズーム］ ［文字サイズ

だけ変更］の順に選択します。ズームインまたはズームアウトを行うには、 Ctrl キーを押しながらマウ

スホイールを使用するか、または Ctrl – + および Ctrl – - を使用します。 Ctrl – 0 でズーム倍率を

リセットします。

14.2.3 タブブラウズ

タブブラウズを使用すると、複数のWebサイトを1つのウィンドウにロードすることができます。使用中の

ページを切り替えるには、ウィンドウの上部にあるタブを使用します。一度に複数のWebページを表示

することが多い場合、タブブラウズによってページを切り替えるのが容易になります。

タブを開く

新しいタブを開くには、メニューバーから［ファイル］ ［新しいタブ］の順に選択する

か、 Ctrl – T を押します。これにより、Firefoxウィンドウに空のタブが表示されます。タブ内で

Webページまたはブックマークのリンクを開くには、マウスの中ボタンをクリックします。代わりに、

リンクを右クリックし、［リンクを新しいタブで開く］を選択することもできます。また、マウスの中ボ

タンをクリックするか、 Ctrl – Enter を押すことにより、ロケーションバーのアドレスを新しいタブ

で開くことができます。

タブを閉じる

タブを右クリックすると、閉じる、再ロード、ブックマークなど、タブ管理オプションを選択できるコン

テキストメニューが開きます。またタブを終了する場合、 Ctrl – W を押すか、閉じるボタンをクリッ

クすることもできます。閉じたタブは、メニューバーから［履歴］ ［最近閉じたタブ］の順に選択

することで元に戻すことができます。最後に閉じたタブを再度開くには、コンテキストメニューから

［閉じたタブを元に戻す］を選択するか、 Ctrl – Shift – T を押します。

タブのソート

デフォルトでは、タブは開いた順にソートされます。タブを目的の場所にドラッグ&ドロップするこ

とにより、タブの順序を変更できます。タブをたくさん開いている場合、すべてを同時にタブバーに

表示することはできません。バーの端にある矢印を使用して左に移動するか、タブバーの右端に

ある下矢印を右クリックしてすべてのタブのリストを表示します。

ドラッグアンドドロップ

ドラッグアンドドロップは、タブでも使用できます。既存のタブにリンクをドラッグすると、そのタブ

でリンクが開きます。また、タブバーの空白の領域にリンクをドラッグアンドドロップすると、新しい

タブが開きます。タブをタブバーの外側にドラッグアンドドロップすると、新しいブラウザウィンドウ

でタブが開きます。
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14.2.4 サイドバーの使用

ブラウザウィンドウの左側を使用して、ブックマークやブラウズ履歴を表示できます。拡張機能によって、

サイドバーを使用するための新しい方法が追加されることがあります。サイドバーを表示するには、メ

ニューバーから［表示］ ［サイドバー］の順に選択し、目的のコンテンツを選択します。

14.3 情報の検索
Firefoxで情報を検索する方法は2つあります。検索エンジンでインターネットを検索するには、検索

バーを使用します。現在表示されているページで検索するには、検索バーを使用します。

14.3.1 Web上での情報の検索

Firefoxには検索バーがあり、Google、Yahoo、Amazonなどのさまざまな検索エンジンにアクセス

できます。たとえば、現在のエンジンでSUSEに関する情報を検索する場合は、検索バーをクリックし、

「 SUSE 」と入力して、 Enter を押します。検索結果がウィンドウに表示されます。

別の検索エンジンを選択するには、検索語句を入力し、表示されるポップアップの下部にある検索プ

ロバイダアイコンのいずれかをクリックします。

14.3.1.1 検索バーのカスタマイズ

検索エンジンの順序変更、追加、削除を行うには、次の手順に従います。

1. 検索バーの左にあるアイコンをクリックします。

2. ポップアップから、［検索設定を変更］を選択します。［検索］ダイアログには、現在デフォルトの

検索エンジンとして設定されているエンジンとその他の使用可能な検索エンジンが表示されま

す。

3. エントリの順序を変更するには、マウスを使用してドラッグします。

検索エンジンを削除するには、その検索エンジンを選択してから［削除］をクリックします。

検索エンジンを追加するには、［検索エンジンを追加］をクリックします。使用可能な検索プラグ

インが掲載されたWebページが表示されます。検索プラグインをインストールするには、検索プ

ラグインを選択してから［Firefoxへ追加］をクリックします。
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図 14.2 FIREFOX—検索エンジンの管理

一部のWebサイトでは、検索バーに直接追加できる検索エンジンを提供しています。そのようなWeb

サイトにアクセスしているときには、検索バーの左側のアイコンに +記号が表示されます。アイコンをク

リックし、［"〜"を追加］を選択します。

14.3.1.2 オンライン検索へのキーワードの追加

Firefoxでは、独自の「キーワード」を定義することができます。キーワードは、特定の検索エンジンの

URLショートカットとして使用する略語です。たとえば、Wikipediaでの検索のキーワードとして wsを

定義した場合、ロケーションバーに「 ws SEARCHTERM 」と入力すると、Wikipediaで SEARCHTERMを検

索できるようになります。

検索バーから検索エンジンのショートカットを割り当てるには、検索バーの左側のアイコンをクリックし

て、［検索設定を変更］を選択します。検索エンジンを選択して、その［キーワード］列をダブルクリックし

た後、キーワードを入力して Enter を押します。

また、Webサイトの検索フィールドのキーワードを定義することもできます。次の手順に従います。

1. 検索フィールドを右クリックし、開いたメニューから［この検索にキーワードを設定］を選択しま

す。［ブックマークに追加］ダイアログが表示されます。

2. ［名前］に、このキーワードの内容を表す名前を入力します。

3. この検索の［キーワード］を入力します。
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4. このキーワードを［保存］します。

ヒント: 通常のWebサイトのキーワード
キーワードの使用は、検索エンジンに限定されているわけではありません。(ブックマークのプ

ロパティにより)ブックマークにキーワードを追加することもできます。たとえば、SUSEのホーム

ページのブックマークに suseを割り当てた場合、ロケーションバーに「 suse 」と入力してその

ページを開くことができます。

14.3.2 現在のページ内での検索

Webページ内を検索するには、メニューバーで［編集］ ［検索］の順にクリックするか、 Ctrl – F を押

します。検索バーが表示されます。通常、このバーはウィンドウの一番下に表示されます。テキストボッ

クスにクエリを入力します。Firefoxでは、入力中にこのフレーズに一致した最初の文字列が検索され

ます。このフレーズと一致するその他の項目を検索するには、 F3 を押すか、検索バーの［次を検索］

ボタンをクリックします。［すべて強調表示］ボタンをクリックすると、このフレーズに一致したすべての文

字列が強調表示されます。［大文字/小文字を区別する］オプションを選択すると、検索で大文字と小

文字が区別されます。

Firefoxには2つのクイック検索オプションも用意されています。Webページ上で検索する任意の場所

をクリックするか、 / キーを押し、その後すぐ検索用語を入力します。検索用語に一致した最初の文字

列が入力中に強調表示されます。次の検索用語を検索するには、 F3 を使用します。クイック検索をリ

ンクにのみ限定することもできます。この検索オプションは、 ' キーを押すことで使用できます。

14.4 ブックマークの管理

ブックマークにより、お気に入りのWebサイトへのリンクを保存しておくことができます。またFirefoxで

は、1回のマウスクリックのみで新しいブックマークを非常に簡単に追加できるだけでなく、大量のブッ

クマークコレクションを管理するために複数の方法が用意されています。ブックマークをフォルダに分

類したり、タグで分類したりできます。また、スマートブックマークフォルダでフィルタすることもできま

す。

ロケーションバーの星をクリックすることにより、ブックマークを追加します。星が青色になると、ページ

にブックマークが設定されたことを示します。ブックマークは、［未整理のブックマーク］フォルダにペー

ジタイトルで保存されます。ブックマークを設定した後でブックマークの名前やフォルダを変更したり、

タグを追加したりする場合は、星を再度クリックします。これにより、ポップアップウィンドウが開き、変更

を加えることができます。
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開いているすべてのタブにブックマークを設定するには、1つのタブを右クリックし、［すべてのタブを

ブックマーク］を選択します。タブのリンクに対して新しいフォルダを作成するかどうかが尋ねられます。

ブックマークを削除するには、ブックマークを設定した場所を開きます。続いて、星をクリックし、［ブック

マークを削除］をクリックします。

14.4.1 ブックマークの整理

［ライブラリ］を使用すると、各ブックマークのプロパティ(名前とURL)を管理したり、ブックマークをフォ

ルダやセクション内に分類したりできます。この機能は、図14.3「Firefoxブックマークライブラリ」に示

しています。

図 14.3 FIREFOXブックマークライブラリ

［ライブラリ］を開くには、メニューバーで［ブックマーク］ ［すべてのブックマークを表示］の順にクリッ

クします。ライブラリウィンドウは2つの部分から成り、左側のペインにはフォルダツリービューが表示さ

れ、右側のペインには選択したフォルダのサブフォルダおよびブックマークが表示されます。右側のペ

インをカスタマイズするには［ビュー］を使用します。左側のペインには、3つのメインフォルダが含まれ

ます。

履歴

完全な閲覧履歴が含まれます。エントリを削除する以外に、このリストを変更することができませ

ん。

タグ

指定した各タグのブックマークの一覧を表示します。タグの詳細については、14.4.2項 「タグ」を

参照してください。
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すべてのブックマーク

このカテゴリには、3つのメインブックマークフォルダが含まれます。

ブックマークツールバー

ロケーションバーの下にブックマークとフォルダが表示されます。詳細については、14.4.6

項 「ブックマークツールバー」を参照してください。

ブックマークメニュー

メインメニューまたはブックマークのサイドメニューの［ブックマーク］エントリから使用でき

るブックマークおよびフォルダが含まれます。

未ソートのブックマーク

ロケーションバーの星を1回クリックして作成されたすべてのブックマークが含まれます。こ

のフォルダは、ライブラリおよびブックマークのサイドバーでのみ表示されます。

右側ペインを使用して、ブックマークを整理します。アイテムを右クリックすると開くコンテキストメ

ニューまたは［管理］メニューのいずれかから、フォルダまたはブックマークのアクションを選択します。

選択したフォルダまたはブックマークのプロパティは、右側のペインの下部で編集できます。デフォル

トでは、ブックマークの［名前］、［場所］、および［タグ］のみが表示されます。［More (その他)］の横の

矢印をクリックすると、すべてのプロパティにアクセスできます。

ブックマークを並べ替えるには、マウスを使用してドラッグします。この方法により、ブックマークやフォル

ダを別のフォルダに移動したり、フォルダ内でブックマークの順序を変更したりできます。

14.4.2 タグ

タグは、複数のカテゴリでブックマークを記録するための便利な方法です。必要な数の単語でブック

マークにタグを付けることができます。たとえば、 suseというタグが付けられたすべてのサイトにアクセ

スするには、ロケーションバーに「 suse 」と入力します。それぞれのタグについて、ライブラリの最近付

けたタグフォルダに項目が自動的に作成されます。タグの項目をブックマークツールバーにドラッグア

ンドドロップすると、簡単にアクセスできます。

ブックマークにタグを追加するには、Firefoxでブックマークを開き、ロケーションバーの黄色い星をク

リックします。カンマで区切ったタグのリストを追加できる［Edit This Bookmark (このブックマークの

編集)］ダイアログが開きます。また、ライブラリで開くことのできるブックマークのプロパティダイアログ

を使用するか、メニューまたはツールバーでブックマークを右クリックすることにより、タグを追加できま

す。
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14.4.3 ブックマークのインポートとエクスポート

別のブラウザまたはHTML形式のファイルからブックマークをインポートするには、メニューバーから

［ブックマーク］ ［すべてのブックマークを表示］の順に選択してライブラリを開きます。インポートウィ

ザードを起動するには、［インポートとバックアップ］ ［HTMLからインポート］の順にクリックし、イン

ポートの場所を選択します。［次へ］をクリックすることによりインポートを開始します。HTMLファイルか

らは、そのままの状態でインポートされます。

ブックマークのエクスポートにも、ライブラリウィンドウの［インポートとバックアップ］を使用しま

す。HTMLファイルとしてブックマークを保存するには、［HTMLとしてエクスポート］を選択します。

ブックマークのバックアップを作成するには、［バックアップ］を選択します。Firefoxでは、バックアップ

にJavaScript Object Notationファイル形式( .json )が使用されます。

ブックマークのバックアップを復元するには、［インポートとバックアップ］ ［復元］の順にクリックしま

す。その後、復元元のバックアップを探します。

14.4.4 ライブブックマーク

ライブブックマークは、最新のニュースを確認できるように、ブックマークメニュー内に見出しを表示す

る機能です。これにより、お気に入りのサイトをすばやく一覧できます。ライブブックマークは自動的に

更新されます。多くのサイトとブログは、この形式をサポートしています。

ライブブックマークを作成するには、 RSSと書かれたボタンまたはドットと2重の四半円で構成されるオ

レンジ色のボタンをWebサイトで探します。このアイコンをクリックします。通常は、これにより、ページ上

のすべての見出しが表示されたページに移動します。そのページで、［購読］を選択します。ダイアログ

が表示されて、ライブブックマークの名前と場所を選択できます。［追加］をクリックして確認します。こ

のページでは、［My Yahoo］など、購読に使用する別のアプリケーションを選択することもできます。

14.4.5 スマートブックマークフォルダ

スマートブックマークフォルダは、動的に更新される仮想ブックマークフォルダです。3つのスマートブッ

クマークフォルダがあります。［よく見るページ］のリンクは、ブックマークツールバーから利用できます。

［最近ブックマークしたページ］のリンクと［最近付けたタグ］は、ブックマークメニューから利用できま

す。



120 ブックマークツールバー SLED 12 SP2

14.4.6 ブックマークツールバー

ブックマークツールバーがロケーションバーの下に表示され、ブックマークにすぐにアクセスできます。

ブックマークを直接追加、整理、編集することもできます。デフォルトでブックマークツールバーには、

事前定義されたブックマークがいくつかのフォルダに分類されて登録されています(図14.1「Firefox

のブラウザウィンドウ」を参照)。

ブックマークツールバーを管理するには、14.4.1項 「ブックマークの整理」で説明したライブラリを使

用できます。コンテンツは［ブックマークツールバー］フォルダに格納されています。ツールバーを直接

管理することもできます。フォルダ、ブックマーク、またはセパレータを追加するには、ツールバーの空白

部分を右クリックして、ポップアップメニューから該当するエントリを選択します。現在のページをバーに

追加するには、ロケーションバーでWebページのアイコンをクリックし、ブックマークツールバー上の目

的の位置にドラッグします。既存のブックマークフォルダ上にマウスカーソルを置くと、自動的にフォル

ダが開き、このフォルダにブックマークを配置できます。

特定のフォルダまたはブックマークを管理するには、右クリックします。メニューが開き、［削除］を選択

してフォルダやブックマークを削除したり、［プロパティ］を選択してフォルダやブックマークのプロパ

ティを変更したりすることができます。エントリを移動またはコピーするには、［Cut］または［コピー］を

選択して目的の場所に［貼り付け］ます。

14.5 ダウンロードマネージャの使用

ダウンロードマネージャは、現在または以前のダウンロードを管理します。ダウンロードマネージャを起動

するには、メニューバーで［ツール］ ［ダウンロード］の順にクリックします。ファイルのダウンロード中、

進行状況バーにダウンロードのステータスが表示されます。必要に応じて、ダウンロードを中止し、後で

再開することができます。関連するアプリケーションでダウンロードファイルを開くには、［開く］をクリッ

クします。ファイルが保存された場所を開くには、［Open Containing Folder(格納フォルダを開く)］

を選択します。［履歴から削除］では、ダウンロードマネージャからその項目が削除されるだけです。ファ

イルがハードディスクから削除されるわけではありません。

デフォルトでは、すべてのファイルが ~/ダウンロードにダウンロードされます。この動作を変更するに

は、メニューバーで［編集］ ［設定］の順にクリックします。［一般］に移動します。［ダウンロード］で、

別の場所を選択するか、［ファイルごとに保存先を指定する］を選択します。
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ヒント: ダウンロードの再開
ダウンロード中にブラウザがクラッシュしたり、ブラウザを閉じたりした場合は、次回にFirefoxを

起動したときに、すべての保留中のダウンロードがバックグラウンドで自動的に再開されます。

ブラウザを閉じる前に一時停止したダウンロードは、ダウンロードマネージャにより手動で再開で

きます。

14.6 セキュリティ

インターネットを閲覧するリスクが高まっているために、Firefoxでは閲覧をより安全にするためのさま

ざまな手段が用意されています。有害なソフトウェア(マルウェア)を含むことがわかっているサイトや機

密データを詐取(フィッシング)することがわかっているサイトにアクセスしようとしているかどうかが自

動的にチェックされ、これらのサイトにアクセスすることを防ぎます。インスタントWebサイトIDによりサ

イトの正当性を簡単にチェックでき、パスワードマネージャとポップアップブロッカーによりセキュリティ

が強化されます。プライベートブラウジングを使用すれば、Firefoxによってコンピュータにデータが記

録されることなく、インターネットを閲覧できます。

14.6.1 インスタントWebサイトID

Firefoxでは、WebページのIDを一目でチェックできます。ロケーションバーのアドレスの横に表示さ

れるアイコンは、使用可能な識別情報と、通信が暗号化されているかどうかを示します。

灰色の地球

サイトでは識別情報が提供されておらず、Webサーバとブラウザ間の通信が暗号化されていま

せん。このようなサイトとは機密情報を交換しないでください。

灰色の三角形

このサイトは証明書により確認されたドメインであり、実際に接続しているサイトが本物であるこ

とを確認できます。ただし、安全でない接続を介して、画像やスクリプトなどその他の要素をロー

ドしようとしました。Firefoxは、それらのアイテムをブロックしました。そのため、ページが破損して

いるように見えることがあります。

灰色の南京錠

このサイトは証明書により確認されたドメインであり、実際に接続しているサイトが本物であるこ

とを確認できます。「灰色の南京錠」が表示されるサイトとの通信は常に暗号化されています。
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緑色の南京錠

このサイトは、正しいユーザまたは組織によってサイトが所有されていることを証明する証明書

によってその身元が完全に確認されています。これは、非常に機密性の高いデータを交換する

場合(たとえばインターネット経由で金銭取引を行う場合)に特に重要です。このような取引を

行う場合、完全な識別情報を送信するときに自分の銀行のWebサイトであることを確認できま

す。「緑色の南京錠」が表示されるサイトとの通信は常に暗号化されています。

詳しい識別情報を表示するには、ロケーションバーでWebサイトのアイコンをクリックします。開いた

ポップアップで、［詳細を表示］をクリックして［ページ情報］ウィンドウを開きます。ここでは、サイトの証

明書、暗号化レベル、および保存されているパスワードとクッキーに関する情報を表示できます。

［許可(Permissions)］ビューでは、イメージのロード、ポップアップ、クッキー、およびインストールの

許可に関するサイト単位の許可を設定できます。［メディア(Media)］ビューでは、サイトのすべてのイ

メージ、背景のグラフィック、および組み込みオブジェクトの一覧と、各アイテムの詳細情報およびプレ

ビューが表示されます。個々のアイテムを保存することもできます。

図 14.4 ［FIREFOXページ情報(FIREFOX PAGE INFO)］ウィンドウ

14.6.2 証明書のインポート

Firefoxは、認証局(CA)を識別するための証明書ストアを備えています。これらの証明書を使用する

と、ブラウザではWebサイトが発行した証明書を自動的に検証することが可能になります。Webサイト

がCAのいずれによっても署名されていない証明書を証明書ストアから発行する場合、それは信頼さ

れません。これによって、なりすまされた証明書は受諾されないことが確保されます。



123 パスワード管理 SLED 12 SP2

大規模な組織では通常、組織内に独自の認証局があり、 /etc/pki/nssdbに配置されたシステム全

体の証明書ストアを介してそれぞれの証明書を配布しています。独自の認証局に加えてこのシステム

全体の証明書ストアを使用するようにFirefox (およびThunderbirdなどのその他のMozillaツール)

を設定するには、 NSS_USE_SHARED_DB変数をエクスポートします。たとえば、 ~/.bashrcに次の行を

追加できます。

export NSS_USE_SHARED_DB=1

代わりに、あるいは追加として、証明書を手動でインポートすることもできます。そのためには、メニュー

バーで［編集］ ［設定］の順にクリックして、［設定］ダイアログを開きます。［詳細］ ［証明書］ ［証

明書を表示］ ［あなたの証明書］ ［インポート］の順に選択して、インポートする証明書を選択しま

す。確実に信頼できる証明書のみをインポートしてください。

14.6.3 パスワード管理

ユーザ名とパスワードをWebサイトに入力するたびに、Firefoxではこのデータを保存するかどうか確

認します。ページの上部にポップアップが開き、Firefoxにパスワードを記憶させるかどうかを尋ねる

メッセージが表示されます。［Remember］をクリックすると、パスワードがハードディスクに暗号化され

た形式で保存されます。次回このサイトにアクセスすると、Firefoxは自動的にログインデータを入力し

ます。

パスワードを確認または管理するには、メニューバーで［編集］ ［設定］ ［セキュリティ］ ［保存さ

れているパスワード］の順にクリックしてパスワードマネージャを開きます。パスワードマネージャが開き、

サイトのリストとそのユーザ名が表示されます。デフォルトで、パスワードは表示されません。［パスワー

ドを表示する］をクリックすればパスワードを表示できます。リストから1つの項目またはすべての項目を

削除するには、［削除］または［すべて削除］をそれぞれクリックします。

無許可のアクセスからパスワードを保護するために、パスワードの管理または追加時に必要になるマス

タパスワードを設定できます。メニューバーで、［編集］ ［設定］の順にクリックし、［セキュリティ］カテ

ゴリを選択して、［マスターパスワードを使用する］を有効にします。

14.6.4 プライベートブラウジング

Firefoxはデフォルトで、アクセスしたWebサイトの内容およびリンク、Cookie、ダウンロード、パスワー

ド、検索用語、および式を格納することによって、閲覧履歴を追跡します。このデータを収集し格納する

ことにより、閲覧がより迅速でより便利になります。ただし、公衆端末や友人のコンピュータを使用する

場合などは、この動作を無効にすることができます。プライベートブラウジングモードでは、Firefoxは、

閲覧履歴を追跡せず、アクセスしたページの内容をキャッシュしません。
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プライベートブラウジングモードを有効にするには、メニューバーで［ファイル］ ［新しいプライベート

ウィンドウ］の順にクリックします。現在のWebサイトと開いているすべてのタブは、プライベートブラウ

ジング情報画面に替わります。プライベートモードで閲覧している間、プライベートブラウジングという

文字列がウィンドウのタイトルバーに表示されます。

プライベートブラウジングを無効にするには、プライベートウィンドウを閉じます。

プライベートブラウジングをデフォルトモードにするには、14.7.1項 「初期設定」の説明に従って設定

ウィンドウで［プライバシー］タブを開き、［履歴］の［Firefoxに］オプションで［履歴を一切記憶させな

い］を選択します。

警告: ブックマークとダウンロード
プライベートブラウジングモード中に行ったダウンロードとブックマークは保持されます。

14.7 Firefoxのカスタマイズ

Firefoxは縦横にカスタマイズできます。

Firefoxの動作を変更するには、設定を変更します。

機能を追加するには、拡張機能をインストールします。

ルックアンドフィールを変更するには、テーマをインストールします。

拡張機能、テーマ、およびプラグインを管理するためのアドオンマネージャがFirefoxには備わっていま

す。

14.7.1 初期設定

Firefoxには、幅広い設定オプションが用意されています。これらのオプションを使用するには、メ

ニューバーで［編集］ ［設定］の順に選択します。各オプションの詳細については、オンラインヘルプ

を参照してください。ダイアログで疑問符アイコンをクリックすると、アクセスできます。
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図 14.5 ［初期設定］ウィンドウ

14.7.1.1 セッション管理

デフォルトでは、Firefoxがクラッシュした後、または拡張機能をインストールして再起動した後にのみ、

セッション(ウィンドウおよびタブ)が自動的に復元されます。ただし、起動するたびにセッションが復元さ

れるように設定することもできます。14.7.1項 「初期設定」の説明に従って［設定］ダイアログを開き、

［一般］カテゴリに移動します。［Firefoxを起動する時］オプションを［前回終了時のウィンドウとタブを

表示する］に設定します。

複数のウィンドウを開いている場合、メニューバーから［ファイル］ ［終了］の順に選択する

か、 Ctrl – Q を押してすべてのウィンドウを一度に閉じた場合にのみ、それらのウィンドウが復元されま

す。1つずつウィンドウを閉じた場合は、最後のウィンドウのみが復元されます。

14.7.1.2 Webサイトに対する言語の初期設定

Webサーバに要求を送信するときにブラウザは常に、ユーザによって選択された言語に関する情報を

送信します。複数の言語が使用可能であり(この言語パラメータを評価するように設定される)Webサ

イトでは、ブラウザが要求する言語でページが表示されます。SUSE Linux Enterprise Desktopで

は、デスクトップと同じ言語を使用するように希望の言語があらかじめ設定されています。この設定を

変更するには、14.7.1項 「初期設定」の説明に従って［設定］ウィンドウを開き、［コンテンツ］カテゴリ

に移動して、希望の言語を［選択］します。
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14.7.1.3 スペルチェック

デフォルトでは、複数行のテキストボックスに入力した内容がFirefoxによってスペルチェックされま

す。スペルミスのある単語には、赤い下線が引かれます。単語を修正するには、単語を右クリックし、コ

ンテキストメニューから適切なスペルを選択します。また、単語が正しい場合は、単語を辞書に追加で

きます。

辞書を変更または追加するには、複数行のテキストボックスを右クリックし、コンテキストメニューから

該当するオプションを選択します。またここで、このテキストボックスのスペルチェック機能を無効にす

ることもできます。スペルチェック機能をグローバルに無効にする場合は、14.7.1項 「初期設定」の説

明に従って［設定］ウィンドウを開き、［詳細］カテゴリに移動します。［自動スペルチェック機能を使用

する］を無効にします。

14.7.2 アドオン

拡張機能を使用すると、ニーズに合わせてFirefoxをパーソナライズできます。拡張機能によっ

て、Firefoxのルックアンドフィールを変更したり、既存の機能を強化したり、機能を追加したりできま

す。たとえば、ダウンロードマネージャの機能強化、天気の表示、Webミュージックプレーヤーの管理な

どが可能です。Web開発者を支援する拡張機能や、広告やスクリプトなどのコンテンツをブロックして

セキュリティを強化する拡張機能もあります。

Firefoxでは何千もの拡張機能を使用できます。アドオンマネージャを使用して、拡張機能のインス

トール、有効化、無効化、更新、削除を行うことができます。

Firefoxの標準的なルックアンドフィールが気に入らない場合は、 新しいテーマをインストールします。

テーマを変更しても、ブラウザの外観が変わるだけで機能そのものに影響はありません。

14.7.2.1 アドオンのインストール

拡張機能またはテーマを追加するには、メニューバーから［ツール］ ［アドオン］の順にクリックしてア

ドオンマネージャを起動します。推奨されるアドオンの選択肢または前回の検索結果を表示する［アド

オン入手］タブが開きます。

［Search All Add-Ons (すべてのアドオンの検索)］フィールドを使用して、特定のアドオンを検索しま

す。リストの項目をクリックすると、簡単な説明が表示されます。［インストール］をクリックしてアドオンを

インストールするか、［詳細］リンクをクリックして詳細な情報が記載されたWebページを開きます。
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図 14.6 FIREFOX拡張機能のインストール

新しくインストールした拡張機能やテーマを有効にするには、アドオンマネージャで［今すぐ再起動］を

クリックしてFirefoxを再起動しなければならない場合があります。このように再起動して、ブラウジング

セッションが確実に復元されるようにします。

14.7.2.2 アドオンの管理

アドオンマネージャはまた、拡張機能、テーマ、およびプラグインを管理するための便利なインタフェー

スを提供します。［拡張機能］は有効/無効にしたり、アンインストールしたりできます。拡張機能が設

定可能な場合は、［初期設定］ボタンを押して設定オプションにアクセスできます。［テーマ］タブでは、

テーマを［アンインストール］したり、［有効化］をクリックすることにより別のテーマを有効にしたりできま

す。保留中の拡張機能およびテーマのインストールも一覧に表示されます。インストールを中止するに

は［キャンセル］を選択します。ユーザとして［プラグイン］をインストールすることはできませんが、アド

オンマネージャで無効または有効にすることは可能です。

一部のアドオンでは、アンインストールしたり無効化したりする時にブラウザの再起動が必要になりま

す。このような場合、いずれかの操作をクリックした後に、アドオンマネージャで［今すぐ再起動］リンク

が表示されます。

14.8 Firefoxからの印刷
Webページを実際に印刷する前に、印刷プレビュー機能を使用して印刷されたページの外観を制御

できます。メニューバーから、［ファイル］ ［印刷プレビュー］の順に選択します。［ページ設定］を選択

し、プリンタごとに用紙のサイズと向きを設定します。
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Webページを印刷するには、メニューバーから［ファイル］ ［印刷］の順に選択するか、 Ctrl – P を

押します。［プリンタ］ダイアログが開きます。デフォルトオプションで印刷する場合は、［印刷］をクリッ

クします。

［プリンタ］ダイアログでは、印刷物を微調整するための広範な設定オプションも使用できます。［一

般］タブでは、プリンタ、印刷範囲、コピー部数、および順序を選択します。［ページ設定］では、部数、倍

率、および原稿サイズを指定できます。プリンタでサポートされている場合、ここで両面印刷を有効にす

ることもできます。［オプション］タブで、フレーム、背景、見出し、およびフッタの印刷方法を制御します。

14.9 その他の情報
Firefoxの詳細については、次のリンクを参照してください。

Mozillaフォーラム: https://www.mozilla.org/about/forums/

メインメニューのリファレンス: http://support.mozilla.org/kb/Menu+reference

初期設定のリファレンス: http://support.mozilla.org/kb/Options+window

キーボードショートカット: http://support.mozilla.org/kb/Keyboard+shortcuts

https://www.mozilla.org/about/forums/
http://support.mozilla.org/kb/Menu+reference
http://support.mozilla.org/kb/Options+window
http://support.mozilla.org/kb/Keyboard+shortcuts
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15 Evolution:電子メールとカレンダ操作

Evolutionを使用すると、個人情報の保存、整理、および取得が容易になるので、他のユーザとの共同

作業ややり取りをより効率的に行うことができます。これは仕事で使用するグループウェアプログラム

であり、インターネット接続のデスクトップの重要な部分です。

Evolutionを使用すると、電子メール、連絡先情報、1つまたは複数のカレンダを扱うことができ、グ

ループでの作業が容易になります。１台のコンピュータ、または直接接続またはネットワークで接続され

た複数のコンピュータ上で、1人の個人または大きなグループに対してそれを行うことができます。

Evolutionは、一般的な日々の作業を素早く終わらせるのに役立ちます。たとえば、電子メールで送信

されてきたアポイントや連絡先情報を簡単に再利用したり、連絡先やアポイントに電子メールを送信し

たりすることができます。大量の電子メールを受け取る場合、通常の電子メールフォルダのように検索

結果を保存できる検索フォルダなどの拡張機能を使用できます。

この章ではEvolutionについて紹介し、初めて使用するユーザに役立つ情報を提供します。詳細につ

いては、Evolutionのアプリケーションヘルプを参照してください。

15.1 Evolutionの起動
Evolutionを起動するには、［Applications (アプリケーション)］ ［Internet (インターネッ

ト)］ ［Evolution］の順にクリックします。

15.2 セットアップアシスタント
Evolutionを初めて起動すると、電子メールアカウントの設定や、他のアプリケーションからデータをイ

ンポートするのに役立つアシスタントが開きます。

［Evolution Account Assistant (Evolutionアカウントアシスタント)］を使用すると、必要なすべて

の情報を簡単に指定することができます。

15.2.1 バックアップファイルからの復元

アシスタントが起動すると、［Welcome (ようこそ)］ページが表示されます。［Restore from Backup

(バックアップからの復元)］ページに進みます。以前にバックアップしたEvolution設定を復元する場

合は、復元オプションを有効にしてから、ファイル選択ダイアログでバックアップファイルを選択します。

そうでない場合は、［識別情報］に進みます。
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15.2.2 個人情報の定義

アシスタントの次のステップは［Identity (個人情報)］ページです。

1. ［Full Name］フィールドにフルネームを入力します。

2. ［電子メールアドレス］フィールドに電子メールアドレスを入力します。

3. (オプション)［Reply-To (返信先)］フィールドにアドレスを入力します。

このフィールドを使用するのは、電子メールの返信を別の電子メールアドレスに送信する場合の

みです。

4. (オプション)［Organization］フィールドにユーザの組織名を入力します。

これはユーザが働いている会社、または電子メールの送信時にユーザが代表する組織です。

5. 次のページに進みます。

15.2.3 メールの受信

［Receiving E-mail (電子メールの受信)］ページでは、電子メールの受信に使用するサーバを指定

できます。

メールを受信するサーバの種類を指定する必要があります。サーバの種類が不明な場合は、システム

管理者または電子メールプロバイダにお問い合わせください。

［サーバのタイプ］リストの中でサーバのタイプを選択します。次に、使用可能なサーバの種類のリスト

を示します。

Exchange Web Services (Exchange Webサービス):  より新しいMicrosoft Exchangeサーバに

接続して、電子メール、カレンダ、および連絡先情報を同期することができます。これは、 evolution-

ews  にパッケージ化されているMicrosoft* Exchange*のコネクタをインストールしている場合にの

み、使用可能です。

IMAP+:  電子メールがユーザのサーバ上に保持されるため、複数のシステムから電子メールにアクセ

スできます。

POP:  電子メールを固定記憶域のユーザのハードディスクにダウンロードし、電子メールサーバ上の

スペースを解放します。

USENETニュース:  ニュースサーバに接続し、使用可能なニュースダイジェストのリストをダウンロー

ドします。
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ローカル配信:  スプールから電子メールを移動し、それをホームディレクトリに保存する場合は、使用

するメールスプールのパスを指定する必要があります。システムのスプールファイルにメールを残して

おく場合は、代わりに［標準UNIX Mboxスプールファイル］を選択します。

MH形式メールディレクトリ:  mhまたは mhスタイルのプログラムを使用して電子メールをダウンロード

する場合は、使用したいメールディレクトリへのパスを指定する必要があります。

Maildir形式メールディレクトリ:  Qmailまたは別のMaildirスタイルのプログラムを使用して電子メー

ルをダウンロードする場合は、このオプションを選択します。使用するメールディレクトリへのパスを入力

する必要があります。

標準UNIX Mboxスプールファイルまたはディレクトリ:  ローカルシステムのメールスプール内の電子

メールを読み込んだりそこに保存したりする場合は、このオプションを選択します。使用するメールス

プールへのパスを入力する必要があります。

なし:  このアカウントで電子メールをチェックすることを計画していない場合は、このオプションを選択

します。設定オプションは存在しません。

15.2.3.1 IMAP+、POP、およびUSENETの設定オプション

IMAP+、POP、またはUSENETニュースをサーバの種類として選択した場合は、さらに情報を指定す

る必要があります。

正しいサーバアドレス、ユーザ名、またはセキュリティ設定が不明な場合は、システム管理者または電

子メールプロバイダにお問い合わせください。

1. ［サーバ］テキストボックスに、使用している電子メールサーバのホスト名を入力します。

2. ［ユーザ名］テキストボックスに、アカウント用のユーザ名を入力します。

3. メールサーバでサポートされているセキュリティ設定を選択します。セキュリティ上の理由から、

［No Encryption (暗号化なし)］は使用しないでください。

4. ［Authentication］リストの中で認証タイプを選択します。サポートされている認証タイプを

Evolutionで確認するには、［Check for Supported Types (サポートされているタイプを確

認)］をクリックします。その後、いずれかのオプションを選択します。

サポートされている認証メカニズムが公表されていないサーバもあります。そのため、このボタン

をクリックしても、表示されているメカニズムが実際に動作するという保証はありません。

5. 次のページに進みます。
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15.2.3.2 Exchange Webサービスの設定オプション

Exchange Webサービスをサーバの種類として選択した場合は、さらに情報を指定する必要がありま

す。

正しいサーバアドレス、ユーザ名、またはセキュリティ設定が不明な場合は、システム管理者または電

子メールプロバイダにお問い合わせください。

1. ［ユーザ名］テキストボックスに、アカウント用のユーザ名を入力します。

2. ［Host URL (ホストURL)］テキストボックスに、ユーザの電子メールサーバのEWS URLを入

力します。

使用可能な場合、［OAB URL (OAB URL)］テキストボックスにオフラインアドレス帳のアドレ

スを入力します。

ログイン名とメールボックスの名前が異なる場合、［Open Mailbox of other user (他のユー

ザのメールボックスを開く)］を選択します。その後、下のテキストボックスにメールボックス名を

入力します。

3. ［Authentication (認証)］リストで認証タイプを選択します。サポートされている認証タイプを

Evolutionで確認するには、［Check for Supported Types (サポートされているタイプを確

認)］をクリックします。その後、いずれかのオプションを選択します。

サポートされている認証メカニズムが公表されていないサーバもあります。そのため、このボタン

をクリックしても、表示されているメカニズムが実際に動作するという保証はありません。

4. 次のページに進みます。

15.2.3.3 ローカル設定オプション

［Local Delivery (ローカル配信)］、［MH-Format Mail Directories (MH形式メールディレクト

リ)］、［Maildir-Format Mail Directories (Maildir形式メールディレクトリ)］、または［Standard

Unix Mbox Spool File or Directory (標準UNIX Mboxスプールファイルまたはディレクトリ)］を

選択した場合、パスフィールドでローカルファイルまたはディレクトリへのパスを指定します。

15.2.4 受信オプション

メール配信メカニズムを選択した後、その動作に対して設定をいくつか行うことができます。
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15.2.4.1 IMAP+の受信オプション

IMAP+を受信サーバの種類として選択した場合、Evolutionの動作を指定するオプションのページ

が表示されます。

1. 次のようなオプションから選択できます。

［Check for new messages every ... minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］

Evolutionで新規メールを自動確認するかどうかを選択します。確認する頻度を設定しま

す。

［Check for new message in all folders (すべてのフォルダで新規メッセージを確認する)］

すべてのフォルダの中で新規メッセージを確認するかどうかを選択します。

［Check for new message in subscribed folders (購読しているフォルダで新規メッセージを

確認する)］

登録したフォルダの中で新規メッセージを確認するかどうかを選択します。

［Use Quick Resync if the server supports it (サーバでサポートされている場合、Quick

Resyncを使用する)］

サポートされているサーバでメールの閲覧を高速化するQuick Resyncを使用する場合

に選択します。

［Listen for server change notifications (サーバの変更通知をリスンする)］

Evolutionで変更通知をリスンするかどうかを選択します。このオプションを有効にす

ると、Evolutionは着信時にメールを表示します。そのため、通常は［Check for new

messages every ... minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］を無効にして構い

ません。

［Show only subscribed folders (購読しているフォルダのみを表示する)］

Evolutionで加入フォルダのみを表示するかどうかを選択します。

Evolutionに表示される無関係なフォルダの数やダウンロードされるメールの量を減らし

たい場合は、フォルダの加入を取り消すことができます。

［Apply filters to new messages in all folders (すべてのフォルダで新規メッセージにフィルタ

を適用する)］

新規メッセージにフィルタを適用するかどうか、適用する場合はすべてのフォルダに対して

か、それとも受信ボックスフォルダのみに対してかを選択します。
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［Check new messages for Junk contents (新規メッセージでジャンクコンテンツの有無を確

認する)］

新規メッセージでジャンクコンテンツの有無を確認するかどうか、確認する場合はすべて

のフォルダに対してか、それとも受信ボックスフォルダのみに対してかを選択します。

［Automatically synchronize remote mail locally (リモートメールをローカルに自動同期す

る)］

すべてのメールをダウンロードしてオフラインで読めるようにする場合、このオプションを選

択します。

2. 次のページに進みます。

15.2.4.2 POPの受信オプション

POPを受信サーバの種類として選択した場合、Evolutionの動作を指定するオプションのページが表

示されます。

1. 次のようなオプションから選択できます。

［Check for new messages every ... minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］

Evolutionで新規メールを自動確認するかどうかを選択します。確認する頻度を設定しま

す。

［Leave messages on server (サーバにメッセージを残す)］

サーバにメールを残すか、コンピュータにダウンロードしたときにサーバ上のメールを削除

するかを選択します。メッセージをダウンロードした後、サーバに残しておく時間を設定する

こともできます。

［Disable support for all POP3 extensions (すべてのPOP3拡張のサポートを無効にする)］

POP3拡張の無効化は、古いサーバや誤って設定されたサーバに役立つことがあります。

メールの受信に問題がある場合に選択します。

2. 次のページに進みます。

15.2.4.3 USENETニュースの受信オプション

USENETニュースを受信サーバの種類として選択した場合、Evolutionの動作を指定するオプション

のページが表示されます。
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1. 次のようなオプションから選択できます。

［Check for new messages every ... minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］

Evolutionで新規メールを自動確認するかどうかを選択します。確認する頻度を設定しま

す。

［Apply filters to new messages in all folders (すべてのフォルダで新規メッセージにフィルタ

を適用する)］

新規メッセージにフィルタを適用するかどうかを選択します。

［Show folders in short notations (フォルダを略称で表示する)］

フォルダ名を短縮します。たとえば、 comp.os.linuxは「 c.o.linux 」と表示されます。

［In the subscription dialog, show relative folder names (購読ダイアログで、相対フォルダ

名を表示する)］

フォルダの名前のみを表示します。たとえば、フォルダ evolution.mailは

「 evolution 」と表示されます。

2. 次のページに進みます。

15.2.4.4 Exchange Webサービスの受信オプション

Exchange Webサービスを受信サーバの種類として選択した場合、Evolutionの動作を指定するオ

プションのページが表示されます。

1. 次のようなオプションから選択できます。

［Check for new messages every ... minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］

Evolutionで新規メールを自動確認するかどうかを選択します。確認する頻度を設定しま

す。

［Check for new message in all folders (すべてのフォルダで新規メッセージを確認する)］

すべてのフォルダの中で新規メッセージを確認するかどうかを選択します。

［Listen for server change notifications (サーバの変更通知をリスンする)］

Evolutionで変更通知をリスンするかどうかを選択します。このオプションを有効にす

ると、Evolutionは着信時にメールを表示します。そのため、通常は［Check for new

messages every ... minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］を無効にして構い

ません。
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［Apply filters to new messages in all folders (すべてのフォルダで新規メッセージにフィルタ

を適用する)］

新規メッセージにフィルタを適用するかどうかを選択します。

［Check new messages for Junk contents (新規メッセージでジャンクコンテンツの有無を確

認する)］

新規メッセージでジャンクコンテンツの有無を確認するかどうか、確認する場合はすべて

のフォルダに対してか、それとも受信ボックスフォルダのみに対してかを選択します。

［Automatically synchronize remote mail locally (リモートメールをローカルに自動同期す

る)］

すべてのメールをダウンロードしてオフラインで読めるようにする場合、このオプションを選

択します。

［Connection timeout (in seconds) (接続タイムアウト(秒))］

サーバからの応答を待機する最長時間を設定します。

［Cache offline address book (オフラインアドレス帳をキャッシュする)］

前のステップでOAB URLを入力した場合、アドレス帳のキャッシュを選択することができ

ます。これにより、オフライン時にアドレス帳を使用できるようになります。

2. 次のページに進みます。

15.2.4.5 ローカル配信の受信オプション

ローカル配信を使用してメールを受信するように選択した場合、Evolutionの動作を指定するオプショ

ンのページが表示されます。

1. Evolutionで新規メールを自動的に確認する場合、［Check for new messages every ...

minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］を選択します。確認する頻度を設定します。

2. 次のページに進みます。

15.2.4.6 MH形式メールディレクトリの受信オプション

MH形式メールディレクトリを使用してメールを受信するように選択した場合、Evolutionの動作を指

定するオプションのページが表示されます。
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1. Evolutionで新規メールを自動的に確認する場合、［Check for new messages every ...

minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］を選択します。確認する頻度を設定します。

.foldersサマリファイルを使用する場合、［Use the .folders summary file (.foldersサマリ

ファイルを使用する)］を選択します。

2. 次のページに進みます。

15.2.4.7 Maildir形式メールディレクトリの受信オプション

Maildir形式メールディレクトリを使用してメールを受信するように選択した場合、Evolutionの動作を

指定するオプションのページが表示されます。

1. Evolutionで新規メールを自動的に確認する場合、［Check for new messages every ...

minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］を選択します。確認する頻度を設定します。

新規メッセージにフィルタを適用する場合、［Apply filters to new messages in Inbox (受

信ボックス内の新規メッセージにフィルタを適用する)］を選択します。

2. 次のページに進みます。

15.2.4.8 標準Unix Mboxスプールまたはディレクトリの受信オプション

UNIX Mboxスプールファイルまたはディレクトリを使用してメールを受信するように選択した場

合、Evolutionの動作を指定するオプションのページが表示されます。

1. Evolutionで新規メールを自動的に確認する場合、［Check for new messages every ...

minutes (...分ごとに新規メッセージを確認する)］を選択します。確認する頻度を設定します。

新規メッセージにフィルタを適用する場合、［Apply filters to new messages in Inbox (受

信ボックス内の新規メッセージにフィルタを適用する)］を選択します。

2. Elm、Pine、およびMuttと互換性のある方法でステータスヘッダを格納する場合、［Store

status headers in Elm/Pine/Mutt format (Elm/Pine/Mutt形式でステータスヘッダを格

納する)］を選択します。

3. 次のページに進みます。
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15.2.5 メールの送信

メールの受信方法についての情報を入力し終わったら、次はメールの送信方法を指定する必要があり

ます。このためには通常、別のサーバ設定が必要になります。そうでないと、このページはスキップされ

ます。

［サーバのタイプ］リストからサーバのタイプを選択します。

使用可能なサーバタイプは次のとおりです。

Sendmail:  Sendmailプログラムを使用して、ユーザのシステムからメールを送信します。Sendmail

のほうが柔軟性がありますが、設定が容易ではないため、Sendmailサービスのセットアップ方法が分

かっている場合にのみこのオプションを選択します。

SMTP:  個別のメールサーバを使用してメールを送信します。これは最も一般的なメール送信の選択

肢です。SMTPを選択した場合、追加の設定オプションがあります。

手順 15.1 SMTP設定

1. ［サーバ］フィールドにホストアドレスを入力します。

ホストアドレスが不明な場合は、システム管理者または電子メールプロバイダにお問い合わせく

ださい。

2. サーバで認証が必要かどうかを選択します。

認証が必要なサーバであると選択した場合、次の情報を入力する必要があります。

a. メールサーバでサポートされているセキュリティ設定を選択します。セキュリティ上の理由

から、［No Encryption (暗号化なし)］は使用しないでください。

b. ［Authentication］リストの中で認証タイプを選択します。

または

［Check for Supported Types］をクリックして、サポートされているタイプをEvolution

に確認させます。その後、いずれかのオプションを選択します。

サポートされている認証メカニズムが公表されていないサーバもあります。そのため、この

ボタンをクリックしても、表示されているメカニズムが実際に動作するという保証はありま

せん。

c. ［Username (ユーザ名)］フィールドにユーザ名を入力します。

3. 次のページに進みます。
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15.2.6 最後のステップ

電子メールの設定プロセスが完了したら、次はアカウントに名前を付ける必要があります。任意の名前

を指定できます。［Name (名前)］フィールドにアカウント名を入力します。次のページに進んで、変更

内容を確定します。

設定によっては、電子メールのパスワードと、パスワードを保存するか、Evolutionを起動するときに常

にパスワードを入力するかを尋ねられることがあります。

その後、Evolutionのメインウィンドウが初めて開きます。

15.3 Evolutionの使用
これで初回起動設定が完了したので、Evolutionの使用を始める準備が整いました。このセクション

では、ユーザインタフェースの最も重要な部分について概要を説明しています。

図 15.1 EVOLUTIONウィンドウ

メニューバー

メニューバーからは、Evolutionのほぼすべての機能にアクセスできます。

フォルダリスト

フォルダリストは、各アカウントで使用可能なフォルダを一覧表示したものです。フォルダの内容

を見るにはフォルダ名をクリックします。内容が電子メールリストの中に表示されます。
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ツールバー

ツールバーからは、各コンポーネントの中で頻繁に使用する機能にすばやく簡単にアクセスでき

ます。

検索バー

検索バーでは、電子メールを検索できます。ラベル、検索語句、アカウント、フォルダなど、さまざま

な基準を使用して、電子メール、連絡先、カレンダの項目やタスクにフィルタを適用することがで

きます。検索バーでは、よく使用する検索を検索フォルダに保存することもできます。

メッセージリスト

メッセージリストには、受信した電子メールの一覧が表示されます。プレビューペインで電子メー

ルを表示するには、電子メールを選択します。

ショートカットバー

左側にあるショートカットバーでは、フォルダとプログラムコンポーネントを切り替えることができ

ます。

ステータスバー

ステータスバーには、メッセージが定期的に表示されます。電子メールの送信など、タスクの進捗

状況が通知されることもあります。

左端には、オンライン/オフラインのインジケータがあります。オンライン/オフラインのインジケー

タをクリックすると、Evolutionをオンラインモードで使用するか、オフラインモードで使用するか

を切り替えることができます。

プレビューペイン

プレビューペインには、電子メールリストで選択された電子メールの内容が表示されます。

15.3.1 メニューバー

メニューバーの中には常に、データのビューで実行可能なすべての操作が表示されます。

ファイル:  作成、ディスクへの保存、印刷、プログラムの終了など、ファイルまたはアプリケーション操作

に関係するものは、通常はこのメニューの中に入ります。

編集:  テキストを編集するツールやほとんどの設定オプションが格納されています。

表示:  Evolutionの外観を設定できます。

メッセージ:  メッセージに適用できるアクションがあります。

フォルダ:  フォルダに対して実行できるアクションがあります。



141 ショートカットバー SLED 12 SP2

検索:  メッセージまたはメッセージ内のフレーズを検索できます。前に行なった検索内容も見ることが

できます。

ヘルプ:  Evolutionのアプリケーションヘルプが開きます。

15.3.2 ショートカットバー

ショートカットバーは、メインウィンドウの左側にある列です。上部には、選択したEvolutionコンポーネ

ントのフォルダのリストがあります。下部のボタンは、メールや連絡先など、個々のコンポーネントへの

ショートカットです。

フォルダリストは、電子メール、カレンダ、連絡先リスト、およびタスクリストをツリー形式にまとめたもの

です。ほとんどの場合、ツリーのベースには1〜4つのフォルダがありますが、これはコンポーネントとそ

のシステム設定によって異なります。各Evolutionコンポーネントには少なくとも1つ、ローカル情報用

の［On This Computer］というフォルダがあります。たとえば、電子メールコンポーネントのフォルダリ

ストには、すべての電子メールアカウント、ローカルフォルダ、および検索フォルダが表示されます。

大量の電子メールを受信する場合は、別の方法でフォルダリストを整理する必要がありま

す。Evolutionでは、独自の電子メールフォルダ、アドレス帳、カレンダ、タスクリスト、またはメモリストを

作成できます。

15.3.2.1 フォルダの作成

新規フォルダを作成する:

1. ［ファイル］ ［新規］ ［メールフォルダ］の順にクリックします。

2. ［Folder Name］フィールドにフォルダの名前を入力します。

3. 新しいフォルダの場所を選択します。

4. ［作成］をクリックします。

15.3.2.2 フォルダ管理

フォルダまたはサブフォルダを右クリックして、次のオプションを含むメニューを表示します。

［Mark All Messages As Read (すべてのメッセージに既読マークを付加)］:  フォルダ内のすべての

メッセージに既読マークを付けます。
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［新しいフォルダ］:  同じ場所で新しいフォルダまたはサブフォルダを作成します。

［Copy Folder To (フォルダを次に移動)］:  フォルダを別の場所にコピーします。この項目を選択する

と、Evolutionはフォルダのコピー先とする場所を選択して表示します。

［Move Folder To (フォルダを次に移動)］:  フォルダを別の場所に移動します。

［削除］:  フォルダとその中身をすべて削除します。

［リネーム］:  フォルダの名前を変更できます。

更新:  フォルダを更新します。

プロパティ:  フォルダ内のメッセージの総数と未読メッセージの数を表示します。

フォルダおよびメッセージは、ドラッグおよびドロップすることで配置し直すこともできます。

新しい電子メールが電子メールフォルダに到着したときは必ず、そのフォルダ内の新規メッセージの

数とともに、フォルダラベルが太字で表示されます。

15.3.3 電子メールの使用
Evolutionの電子メールコンポーネントには、次のような優れた機能があります。

さまざまなプロトコルに基づいた複数の電子メールソースをサポートします。

暗号化によりユーザのプライバシーを守ります。

大量の電子メールを素早く処理できます。

検索フォルダを使用して、よく使用する検索を繰り返し利用することができます。

電子メールウィンドウのユーザインタフェース要素のサマリを次に示します。

メッセージリスト

メッセージリストには、ユーザが所有するすべての電子メールが表示されます。この中にはすべ

ての既読メッセージと未読メッセージ、および削除のフラグを立てた電子メールがあります。メッ

セージの上にある［表示］ドロップダウンボックスでは、事前定義ラベルやカスタムラベルを使用

してメッセージリストビューにフィルタを適用できます。

プレビューペイン

電子メールが表示される場所です。

プレビューペインが小さすぎる場合は、ペインのサイズを変更したり、ウィンドウ全体に拡大した

り、メッセージリスト内のメッセージをダブルクリックして新しいウィンドウの中で開いたりすること

ができます。 ペインのサイズを変更するには、2つのペインの間の仕切りをドラッグします。
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フォルダと同様に、メッセージリスト内でメッセージを右クリックすると、実行可能な操作のメ

ニューが表示されます。たとえば、メッセージの移動や削除、フィルタの作成やフィルタに基づい

たフォルダの検索、ジャンクメールとしてのメッセージの指定などがあります。

［Reply (返信)］や［転送］など、電子メールに関連する操作はツールバーにボタンとして表示さ

れますが、右クリックメニューにも表示されます。

テンプレート

Evolutionでは、メッセージテンプレートを作成および編集でき、これを使用すれば、いつでも同

じパターンでメールを送信できます。

15.3.4 カレンダ機能

カレンダの使用を開始するには、ショートカットバーの［カレンダ］をクリックします。デフォルトでは、カレ

ンダには、罫線が引かれた背景の上に本日のスケジュールが表示されます。 右上には￼［タスク］￼リ

ストがあり、タスクのリストをカレンダアポイントと分けておくことができます。その下には、メモのリストが

あります。

予定リスト

予定リストには、ユーザがスケジュールした予定がすべて表示されます。

月ペイン

月ペインは、カレンダ月を小さく表示したものです。月ペインの中で期間(日)を選択し、独自に決

めた期間(日)を予定リストに表示することもできます。

仕事

タスクは、一般的には時間と関連付けられていないため、予定とは異なります。ショートカット

バーの［Tasks (タスク)］をクリックすると、タスクリストを大きく表示できます。

メモ

タスクなどのメモには時間が関連付けられません。ショートカットバーの［Memos (メモ)］をク

リックすると、メモリストを大きく表示できます。

15.3.5 連絡先を管理する

連絡先コンポーネントを使用するには、ショートカットバーの［Contacts (連絡先)］をクリックしま

す。Evolutionの連絡先コンポーネントでは、アドレス帳や電話帳のあらゆる機能を扱うことができま

す。
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ただし、紙のアドレス帳や電話帳より多くの操作を実行することも可能になります。アドレス帳をネット

ワーク上で共有する場合は、LDAPディレクトリを使用できます。新しい連絡先エントリを作成するに

は、電子メールアドレスを右クリックするか、右ペインの空白領域をダブルクリックします。検索バーを使

用して連絡先を検索することもできます。

デフォルトでは、すべての連絡先がカードベースのビューにアルファベット順で表示されます。［View

(表示)］メニューから他のビューを選択できます。

15.4 その他の情報
Evolutionの詳細については、 F1 を押してアプリケーションヘルプを参照してください。

詳細については、プロジェクトホームページ(https://wiki.gnome.org/Apps/Evolution )を参照し

てください。

https://wiki.gnome.org/Apps/Evolution
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16 Empathy: インスタントメッセージング

Empathyは、複数のアカウントに同時に接続できるインスタントメッセージング(IM)クライアントです。

使用するIMシステムにかかわらず、1つのタブ付きインタフェースで連絡先とリアルタイムにチャットで

きます。Empathyでは、プロトコルのサポートにTelepathyを使用しています。

Empathyでは、Google Talk(Jabber/

XMPP)、MSN、IRC、Salut、AIM、Facebook、Yahoo!、Gadu Gadu、Groupwise®、ICQ、QQなど

のインスタントメッセージングプロトコルをサポートしています (サポートされるプロトコルは、インストー

ルされているTelepathy Connection Managerコンポーネントに応じて異なります)。

次に、Empathyの設定方法、および連絡先との通信方法について説明します。

16.1 Empathyの起動
Empathyを起動するには、［アプリケーション］ ［インターネット］ ［Empathy］の順に選択します。

16.2 アカウントの設定
Empathyを使用するには、使用するメッセージングサービス用のアカウントを持っている必要がありま

す。たとえば、Empathyを使用してAIMでチャットするには、まずAIMアカウントが必要になります。

手順 16.1 EMPATHYでのアカウントの追加と編集

1. Empathyを起動するには、［アプリケーション］ ［インターネット］ ［Empathy］の順に選択し

ます。

最初にEmpathyを起動すると、アカウントの設定を求めるメッセージが表示されます。

2. アカウントデータを入力します。［Messaging and VoIP Accounts (メッセージングとVoIPア

カウント)］ダイアログには、これまでに設定したアカウントが表示されます。

3. 別のアカウントを追加する:

a. ［Messaging and VoIP Accounts (メッセージングとVoIPアカウント)］ダイアログで、プ

ラスアイコンをクリックします。

b. 設定するアカウントのタイプを選択し、アカウント用のユーザIDとパスワードを入力してか

ら、［追加］をクリックします。アカウントを追加または変更するためのダイアログは、それぞ

れのタイプのアカウントで使用可能なセットアップオプションに応じて、アカウントごとに異

なります。
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4. アカウントの接続データを入力または変更する:

a. アカウントを選択し、［Edit Connection Parameters (接続パラメータの編集)］ ［詳

細］の順にクリックします。

b. サーバ名と、接続に使用するポートを入力します。必要に応じて、暗号化オプションなどの

追加パラメータを指定します。使用するパラメータが不明な場合は、システム管理者また

はメッセージングサービスに問い合わせてください。

c. ［適用］をクリックして変更を確認します。

アカウントを使用して接続するには、アカウントスイッチをオンにします。パスワードを求められたら入力

します。

アカウントを無効にするには、アカウントスイッチをオフにします。アカウントを設定し終えたら、

［Messaging and VoIP Accounts (メッセージングとVoIPアカウント)］ダイアログを閉じます。

16.3 連絡先を管理する
連絡先を管理するには、［Contact List (連絡先リスト)］を使用します。連絡先を簡単に見つけること

ができるように、連絡先を追加および削除したり、グループ分けしたりすることができます。

手順 16.2 連絡先の追加

1. 連絡先を追加するには、［連絡先］ ［Add Contacts (連絡先の追加)］の順にクリックします。

2. 連絡先を追加する［Account (アカウント)］を選択します。

3. ［ID］として、追加するユーザの名前またはユーザIDを入力します。

4. デフォルトでは、［別名］に同じエントリが表示されますが、連絡先ユーザの別の名前やニック

ネームを入力することもできます。

［ID］テキストボックスへの入力を開始するとすぐに、定義済みのグループもこのダイアログに表

示されます。

5. 新しい連絡先をグループに追加するには、個々のグループのチェックボックスをオンにします。

6. 新しいグループを作成するには、［Add Group (グループの追加)］の横にあるテキストボックス

にグループ名を入力し、［Add Group (グループの追加)］をクリックします。

7. 変更を確定してダイアログを閉じるには、［追加］をクリックします。
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グループまたは新たに追加した連絡先が［Contact List (連絡先リスト)］に表示されない場合は、［設

定］ ［一般］の順にクリックして、Empathyの設定を確認してください。［Contact List (連絡先リス

ト)］にすべての連絡先とグループを表示するには、［Show offline contacts (オフライン連絡先の表

示)］と［Show groups (グループの表示)］を有効にします。

リストから連絡先を削除するには、削除する連絡先の名前を右クリックしてから［削除］を選択して、選

択した内容を確定します。

16.4 友人とのチャット
他の参加者とチャットするには、インターネットに接続する必要があります。ログインが成功すると、通

常は［Contact List (連絡先リスト)］で［利用可能］としてマークされ、他のユーザが確認できるように

なります。ステータスを変更するには、［Contact List (連絡先リスト)］の上部にあるドロップダウンボッ

クスをクリックし、別のオプションを選択します。

チャットセッションを開くには、［Contact List (連絡先リスト)］で連絡先の名前をダブルクリックしま

す。チャット画面が開きます。メッセージを入力して、 Enter を押すと、送信されます。

複数のチャットセッションを開くと、新しいセッションは既存のチャットウィンドウにタブとして表示されま

す。セッションのすべてのメッセージを表示して、返信を書き込めるようにするには、そのセッションのタ

ブをクリックします。複数のセッションを並べて表示するには、マウスを使用してウィンドウの外にタブを

ドラッグします。別のウィンドウが開きます。

チャットセッションを終了するには、そのチャットのタブまたはウィンドウを閉じます。

16.5 その他の情報
本章では、Empathyを設定し、連絡先と通信するために知っておくべきEmpathyオプションについて

説明しました。ただし、使用可能なすべての機能とオプションについて説明したわけではありません。詳

細については、Empathyを開いてから［ヘルプ］をクリックして参照してください。

新機能のお知らせや最新情報については、プロジェクトのホームページ(https://wiki.gnome.org/

Apps/Empathy )を参照してください。

https://wiki.gnome.org/Apps/Empathy
https://wiki.gnome.org/Apps/Empathy
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17 Ekiga:Voice over IPの使用

Ekigaは、Voice over IP(VoIP)を介して電話したり、ビデオ会議やインスタントメッセージングを行っ

たりするためのアプリケーションです。

注記: Ekigaがインストールされていない場合があります
処理を続行する前に、 ekigaパッケージ  がインストールされていることを確認してください。

始める前に、次の要件を満たしていることを確認してください。

サウンドカードが適切に設定されている。

ヘッドセットまたはマイクとスピーカーがコンピュータに接続されている。

通常の電話回線にダイヤルするには、SIPアカウントが必要です。SIP(Signaling protocol for

Internet Telephony)は、音声およびテレビ会議またはコール転送のセッション確立に使用さ

れるプロトコルです。

世界中には、多数のVoIPプロバイダが存在します。プロバイダの1つは、Ekigaプロジェクト自体

です。詳細については、https://ekiga.im を参照してください。

テレビ会議の場合、Webカメラがコンピュータに接続されている。

17.1 Ekigaの起動
［Applications (アプリケーション)］ ［Internet (インターネット)］ ［Ekiga Softphone］の順にク

リックして、Ekigaを起動します。

17.2 Ekigaの設定
最初に起動すると、Ekigaの設定アシスタントが開き、Ekigaの設定に必要なすべてのデータが要求さ

れます。次の手順に従います。

1. ［進む］をクリックします。

2. フルネーム(名前と姓)を入力します。［進む］をクリックします。

https://ekiga.im
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3. ekiga.netアカウントのデータを入力するか、またはhttp://www.ekiga.net に登録しないこ

とを選択します。［進む］をクリックします。

4. Ekiga Call Outアカウントのデータを入力するか、http://www.ekiga.net に登録しないこと

を選択します。［進む］をクリックします。

5. 接続の種類と速度を設定します。［進む］をクリックします。

6. オーディオリンギング、入出力デバイスドライバを選択して、使用するオーディオデバイスを設定

します。通常は、［Default (デフォルト)］設定のままで構いません。［進む］をクリックします。

7. 使用可能な場合はビデオ入力デバイスを選択します。［進む］をクリックします。

8. 設定の概要を確認して適用します。

9. 設定を変更した後に登録が失敗した場合は、Ekigaを再起動します。

Ekigaでは複数のアカウントを管理できます。アカウントを追加して設定するには、次の手順に従いま

す。

1. ［編集］ ［アカウント］を開きます。

2. ［アカウント］ ［<アカウントの種類>の追加］の順に選択します。わからない場合は、［Add a

SIP Account (SIPアカウントの追加)］を選択します。

3. 登録した［Registrar (登録機関)］を入力します。これは通常は、インターネットテレフォニーサー

ビスプロバイダが指定するIPアドレスまたはホスト名です。プロバイダが指定したデータに従っ

て、［ユーザ］と［パスワード］を入力します。

4. ［Enable account (アカウントを有効にする)］が有効になっていることを確認し、［OK］を押し

て設定ダイアログを閉じます。アカウントとその［ステータス］がEkigaメインウィンドウに表示され

ます。このステータスは、 Registered (登録済み)になるはずです。

17.3 Ekigaのユーザインタフェース
ユーザインタフェースにはさまざまなモードがあります。ビューを切り替えるには、ツールバーを使用し

ます。最初のモードは［Contacts (連絡先)］、2番目のモードは［Dialpad (ダイアルパッド)］、最後の

モードは［Call History (着信履歴)］です。カメラアイコンをクリックして、［Call Window (着信ウィン

ドウ)］を開きます。ローカルWebカメラからの画像が表示されます(通話中はリモートWebカメラからの

画像が表示される)。

http://www.ekiga.net
http://www.ekiga.net
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図 17.1 EKIGAのユーザインタフェース

デフォルトでは、Ekigaは［Contacts (連絡先)］モードで開きます。このビューにはローカルのアドレス

帳が表示され、よく使用する電話番号への接続を素早く開始できます。

Ekigaの機能の多くは、キーの組み合わせで使用できます。表17.1「Ekigaのキーの組み合わせ」に重

要なショートカットをまとめてあります。

表 17.1 EKIGAのキーの組み合わせ

キーの組み合わせ 説明

Ctrl – O 現在の番号で通話を開始します。

Esc 通話を切断します。
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キーの組み合わせ 説明

Ctrl – N アドレス帳に連絡先を追加します。

Ctrl – B ［アドレス帳］ダイアログを開きます。

H 現在のコールを保留にします。

T 現在のコールを別の相手に転送します。

M 現在の通話のオーディオストリームを一時停止

します。

P 現在の通話のビデオストリームを一時停止しま

す。

Ctrl – W Ekigaユーザインタフェースを閉じます。

Ctrl – Q Ekigaを終了します。

Ctrl – E アカウントマネージャを開始します。

Ctrl – J メインユーザインタフェースの［呼び出しパネル］

を有効にします。

Ctrl – + Webカメラからの画像にズームインします。

Ctrl – - Webカメラからの画像にズームアウトします。

Ctrl – 0 Webカメラの標準サイズの画面に戻ります。

F11 Webカメラの全画面表示を行います。

17.4 電話をかける
Ekigaを適切に設定し終えたら、簡単に電話をかけられます。

1. ［Dialpad (ダイアルパッド)］モードに切り替えます。

2. ウィンドウの下部で通話先のSIPアドレスを入力します。アドレスは次のような形式になります。
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近距離の直接通話の場合: sip:username@domainnameまたは username@hostname

sip:username@domainnameまたは userid@sipserver

3. ［発信］をクリックするか、または Ctrl – O を押して、相手が電話に出るまで待ちます。

4. 通話を終了するには、［ハングアップ］をクリックするか、または Esc を押します。

音声パラメータを調整する必要がある場合は、［Edit (編集)］ ［Preferences (初期設定)］の順にク

リックします。

17.5 電話に出る
Ekigaでは2つの方法で電話に出られます。まず、 sip:user@hostと直接通話することも、SIPプロバ

イダを介して通話することもできます。多くのSIPプロバイダは、通常の電話回線からVoIPアカウントに

通話を受け付けられるようにしています。Ekigaを使用するモードに応じて、着信の通知方法は複数あ

ります。

通常のアプリケーション

着信は、Ekigaがすでに起動している場合にのみ、受け付けて応答することができます。着信音

は、ヘッドセットまたはスピーカから聞こえます。Ekigaが起動していないと、通話を受け付けるこ

とはできません。

パネルアプレット

通常、Ekigaのパネルアプレットは、サイレントで動作しており、目立ちません。着信があると、この

動作が変わります。Ekigaのメインウィンドウが開き、ヘッドセットまたはスピーカから呼び出し音

が聞こえます。

着信に気が付いたら、［Accept］をクリックして、電話に出て会話します。電話に出たくない場合には、

［Reject］をクリックします。コールを別のSIPアドレスに転送することもできます。

17.6 アドレス帳の使用
Ekigaでは、SIP連絡先を管理できます。起動後にメインウィンドウに表示される［連絡先］タブにすべ

ての連絡先が表示されます。仲間または新しい仲間グループを追加するには、［チャット］ ［仲間の

追加］の順に選択します。

新しいグループを追加する場合は、下部のテキストボックスにグループ名を入力し、［追加］をクリック

します。これにより、新しいグループがグループ一覧に追加され、事前に選択されます。
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有効な連絡先には、次のエントリが必要です。

名前

連絡先の名前を入力します。フルネームも入力できますが、またはニックネームも使用できます。

アドレス

連絡先の有効なSIPアドレスを入力します。

グループ

多数の連絡先がある場合は、独自のグループを追加します。

アドレス帳から連絡先に通話するには、連絡先をダブルクリックします。すぐに電話がかかります。

17.7 詳細情報
Ekigaの公式ホームページは、http://www.ekiga.org/ です。このサイトでは、よくある質問への回

答と、より詳細なマニュアルを利用できます。

Linuxでの H323電子会議プロトコルのサポートの詳細は、http://www.voip-info.org/wiki/view/

H.323 を参照してください。VoIPをサポートするプロジェクトを検索する際には、まずここを探してく

ださい。

プライベートな電話ネットワークを設定するには、 PBXソフトウェアのAsterisk http://

www.asterisk.org/ を検討できます。詳細については、http://www.voip-info.org/wiki-

Asterisk を参照してください。

http://www.ekiga.org/
http://www.voip-info.org/wiki/view/H.323
http://www.voip-info.org/wiki/view/H.323
http://www.asterisk.org/
http://www.asterisk.org/
http://www.voip-info.org/wiki-Asterisk
http://www.voip-info.org/wiki-Asterisk
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18 GIMP:グラフィックの操作

GIMP(GNU Image Manipulation Program)は、ラスタグラフィックスの作成と編集を行うための

プログラムです。ほとんどの面で、その機能は Adobe* Photoshop* や他の市販プログラムに匹敵す

るレベルにあります。写真のサイズ変更とレタッチ、Webページ用のグラフィックスの作成、カスタムCD

のカバーの作成、その他さまざまなグラフィックスプロジェクトにGIMPを活用することができます。ま

た、アマチュアとプロフェッショナル両方のニーズを満たすことができます。

GIMPは、非常に複雑なプログラムです。この章で説明するのは、限られた範囲の機能、ツール、およ

びメニュー項目です。このプログラムの詳細情報については、18.8項 「詳細情報」を参照してくださ

い。

18.1 グラフィックファイルの形式

デジタルグラフィックには主に、ラスタとベクタという2つのタイプがあります。GIMPはラスタグラフィッ

クの操作を目的として作成されています。ラスタはデジタル写真やスキャンした画像に最もよく使用さ

れます。

ラスタ画像：  ラスタ画像はピクセルの集合です(複数の小さな色ブロックを合成することで、画像全体

が作成される)。高解像度画像には、多数のピクセルが含まれています。そのため、こうした画像ファイ

ルはしばしば非常に大きくなる可能性があります。画質を低下させることなくラスタ画像のサイズを大

きくすることはできません。

GIMPは、JPEG、PNG、GIF、BMP、TIFF、PSDなど、ラスタグラフィックの最も一般的な形式をサ

ポートします。

ベクタ画像：  ラスタ画像とは異なり、ベクタ画像には個々のピクセルに関する情報が格納されません。

代わりに、点、直線、曲線、およびポリゴンなどの図形プリミティブが使用されます。ベクタ画像は、非常

に簡単に拡大縮小できます。内容に応じて、ベクタ画像ファイルは非常に小さい場合もあれば、非常に

大きい場合もあります。ただし、ファイルサイズは通常、表示サイズとは関係ありません。

ベクタ画像の欠点は、写真のような多くの色を含む複雑な画像を表現するのに適していないことです。

ベクタグラフィックには、Inkspaceなどの特殊アプリケーションが多数あります。GIMPでは、ベクタグ

ラフィックのサポートは非常に限定されています。たとえば、GIMPはベクタグラフィックをSVG形式で

開いてラスタ化したり、ベクタパスを操作したりします。

GIMPは、最も一般的な色空間のみをサポートしています。
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各チャンネルに8ビットを割り当てたRGB画像。アルファチャンネル(透過)を使用しないRGB画

像では1ピクセルあたり24ビットになります。アルファチャンネルを使用すると、1ピクセルあたり

32ビットになります。

1ピクセルあたり8ビットのグレースケール画像。

最大255色のインデックス化画像。

多くのハイエンドデジタルカメラは、1チャンネルあたり8ビット以上の色深度を持つ画像ファイルを生

成します。このような画像をGIMPにインポートすると、一部の色情報が失われます。また、GIMPは、業

務用印刷向けのCMYKカラーモードはサポートしていません。

18.2 GIMPの起動
GIMPを起動するには、［Applications (アプリケーション)］ ［Graphics (グラフィック)］ ［GIMP］

の順に選択します。

18.3 ユーザインタフェースの概要
デフォルトでは、GIMPには3つのウィンドウが表示されます。ツールボックス、メニューバーが表示され

た空白のイメージウィンドウ、およびいくつかのドッキングダイアログを含むウィンドウ。各ウィンドウは、

必要に応じて画面上に配置できます。不要になったウィンドウは閉じることもできます。画像ウィンドウ

が空のときに閉じると、アプリケーションが終了します。

デフォルトの設定では、GIMPは終了時にウィンドウの位置を保存します。終了時に表示されていたダ

イアログは、次回にこのプログラムを起動すると、再び表示されます。

GIMPのすべてのウィンドウを結合するには、［Windows (ウィンドウ)］ ［Single-Window Mode

(シングルウィンドウモード)］を有効にします。

18.3.1 画像ウィンドウ
現在画像を開いていない場合、画像ウィンドウは空白になり、メニューバーとドロップ領域のみが表示

されます。このドロップ領域にファイルをドラッグアンドドロップするとファイルを開くことができます。新

しい画像、開かれた画像、またはスキャンされた画像はそれぞれ、別々のウィンドウ内に表示されます。

複数の画像を開いている場合は、各画像に独自の画像ウィンドウが割り当てられます。少なくとも1つ

の画像ウィンドウが常に開いています。

Single-Window Mode (シングルウィンドウモード)では、ウィンドウの上部にあるタブバーからすべて

の画像ウィンドウにアクセスできます。
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ウィンドウの最上部にあるメニューバーからすべての画像機能を使用することができます。画像を右ク

リックするか、ルーラーの左上隅にある小さな矢印ボタンをクリックしてメニューを表示することもでき

ます。

［ファイル］メニューには、［新規］、［開く］、［保存］、［印刷］、［閉じる］などの標準ファイル操作が用意

されています。［終了］はアプリケーションを終了します。

［表示］メニュー内の項目を使用して、画像と画像ウィンドウの表示方法を制御します。［ 新規ビュー］

は、現在の画像を表示する 2番目の表示ウィンドウを開きます。1つのビューに加えた変更は、その画

像を表示している他のすべてのビューに反映されます。追加のビューは、あるビューで画像を拡大表

示して操作しながら、他のビューで画像全体を表示する場合に役立ちます。現在のウィンドウの拡大レ

ベルを調整するには、［ズーム］を使用します。［Fit Image in Window(ウィンドウに合わせる)］が選

択されている場合、現在の画像表示サイズに合わせて、画像ウィンドウのサイズが適切に変更されま

す。

18.3.2 ツールボックス
ツールボックスには、ツール、カラーセレクタ、および自由に設定可能な、オプションページのスペース

が含まれています。ツールボックスを誤って閉じてしまった場合は、［ツール］ ［New Toolbox (新し

いツールボックス)］の順にクリックすると、再度開くことができます。

特定のツールの機能を確認するには、アイコンの上にカーソルを合わせます。一番上には、画像ファイ

ルをドラッグアンドドロップするだけで開くことができるドロップ領域があります。

図 18.1 ツールボックス

現在の前景色と背景色が、重なっている2つの長方形で表示されます。デフォルトの色は、前景色が

黒、背景色が白です。2つの長方形の右上にある曲がった矢印アイコンをクリックすると、前景色と背

景色が入れ替わります。左下にある黒と白のアイコンをクリックすると、色をデフォルトに戻すことがで

きます。長方形をクリックすると、その色を変更するダイアログが表示されます。
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ツールボックスの下には、現在選択しているツールのオプションが表示されます。オプションが表示さ

れない場合は、ツールボックス内のツールのアイコンをダブルクリックしてください。

18.3.3 レイヤー、チャンネル、パス、アンドゥ

［Layers (レイヤ)］は、現在の画像内にあるさまざまなレイヤを表示します。レイヤの操作に使用するこ

ともできます。情報は、18.6.6項 「レイヤ」から入手できます。

［チャネル］は、現在の画像のカラーチャンネルを表示します。また、カラーチャネルを操作することもで

きます。

パスは、画像の一部を選択するためのベクタベースの方法です。パスを使用して描画することもできま

す。［パス］は、画像に関連して使用できるパスを表示し、パス機能にアクセスする手段を提供します。

［アンドゥ］は、現在の画像に対して加えられた変更からなる、限られた数の履歴を表示します。使用方

法は、18.6.5項 「操作の取り消し」で説明されています。

18.4 はじめに
GIMPを初めて使用する場合、少々使いにくく感じるかもしれませんが、一度基本操作を覚えてしまえ

ば、操作は簡単であることがわかります。不可欠な基本機能は、画像を作成し、開き、保存することで

す。

18.4.1 新しい画像の作成

1. 新しい画像を作成するには、［File (ファイル)］ ［New (新規)］の順に選択します。新しい画像

について設定するためのダイアログが開きます。

2. 必要に応じて、［Template］という名前の事前定義された設定を選択します。

注記: カスタムテンプレート
カスタムテンプレートを作成するには、［Windows (ウィンドウ)］ ［Dockable Dialogs

(ドッキング可能なダイアログ)］ ［Templates (テンプレート)］の順に選択し、表示され

たウィンドウにあるコントロールを使用します。

3. ［画像のサイズ］セクションで、作成する画像のサイズをピクセルまたは他の単位で設定します。

別の単位を選択するには、使用可能な単位のリストから目的の単位の名前をクリックします。
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4. 別の解像度を設定するには、［Advanced Options (高度なオプション)］をクリックし、

［Resolution (解像度)］の値を変更します。

GIMPのデフォルトの解像度は通常、1インチあたり72ピクセルです。この解像度は、一般的な

画面表示に相当し、ほとんどのWebページグラフィックにおいて十分です。印刷画像には、1イ

ンチあたり300ピクセルなど、より高い解像度を使用してください。

［色空間］で、画像をカラー(［RGB］)と［グレースケール］のどちらにするかを選択します。画像

タイプの詳細は、18.6.7項 「画像モード」を参照してください。

［Fill With］で、イメージを塗りつぶす色を選択します。ツールボックスで設定した

［Foreground Color］と［Background Color］で、透明イメージに対して［White］または

［Transparency］を選択します。［透明］は、灰色のチェッカーパターン(格子模様)で表現され

ます。

5. 設定がニーズに合えば、［OK］をクリックします。

18.4.2 既存の画像を開く

既存の画像を開くには、［File (ファイル)］ ［Open (開く)］の順に選択します。

開いたダイアログで必要なファイルを選択してから、［開く］をクリックします。

18.5 画像の保存とエクスポート

GIMPでは、画像の保存とエクスポートが区別されます。

画像の保存：  画像は、すべてのプロパティとともに可逆形式で保存されます。これには、レイヤやパス

などの情報も含まれます。そのため、画像を繰り返し開いて保存しても、画質が劣化することはなく、編

集を加えても画質には影響しません。

画像を保存するには、［File (ファイル)］ ［Save (保存)］の順に選択するか、［File (ファイ

ル)］ ［Save as (名前を付けて保存)］の順に選択します。すべてのプロパティを保存できるようにする

ために、このモードではGIMPのネイティブ形式であるXCFのみが許可されます。

画像のエクスポート：  画像は、一部のプロパティが失われる可能性がある形式で保存されます。たと

えば、ほとんどの画像形式ではレイヤがサポートされていません。エクスポート時に、GIMPでは多くの

場合、失われるプロパティが通知され、処理を続行する方法を決定するよう求められます。

画像をエクスポートするには、［File (ファイル)］ ［Overwrite (上書き)］の順に選択するか、［File

(ファイル)］ ［Export As (名前を付けてエクスポート)］の順に選択します。GIMPでエクスポート先

として選択できる最も一般的なファイル形式は次のとおりです。
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JPEG

写真や、透過を使用しないWebページグラフィックの、一般的な形式です。その圧縮方法はファ

イルサイズを縮小しますが、圧縮を行う際に一部の情報が失われます。圧縮レベルを調整する際

に、プレビューオプションを使用するのは良い考えです。85〜75%のレベルを選択すると、多くの

場合、許容可能な画像品質(画質)で、妥当な圧縮を達成することができます。JPEGを繰り返し

開いて保存すると、画質がすぐに劣化してしまう可能性があります。

GIF

GIFは透過性をサポートするグラフィックとして、以前は非常に人気がありましたが、現在ではあ

まり使用されなくなっています。GIFは、動画(アニメーション画像)を処理する場合にも使用され

ています。この形式では、インデックス画像の保存だけを実行できます。インデックス付き画像の

詳細は、18.6.7項 「画像モード」を参照してください。数色のみを使用すると、多くの場合、ファイ

ルサイズは非常に小さくなることがあります。

PNG

透過性、可逆圧縮、および多様なブラウザをサポートするPNGは、透過を使用するWebグラ

フィックに適した形式です。さらに、追加された利点として、PNGは部分的な透過性をサポートし

ています。これは、GIFがサポートしていない特徴です。この結果、色付きの領域から透過領域へ

のスムーズな遷移(アンチエイリアシング)が可能になります。また、PNGは完全なRGB色空間を

サポートしており、写真にも有効です。ただし、アニメーションに使用することはできません。

18.6 画像の編集

GIMPには、画像に変更を加えるためのさまざまなツールがあります。ここでは、ちょっとした編集を行う

場合に最適な機能を取り上げています。

18.6.1 画像サイズの変更

画像をスキャンしたり、デジカメから写真をロードした場合、それをWebページに表示したり、印刷した

りするために、サイズを変更しなければならないことがあります。これらの画像は、縮小したり、不要な部

分をカットすることで、簡単にサイズを小さくすることができます。

画像サイズを大きくする方は、より大変です。画像はラスタで構成されているため、画像を大きくすると

画像品質が低下してしまいます。画像を編集する前に、元の画像のコピーを保持しておくことをお勧め

します。
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18.6.1.1 イメージのクロッピング

1. ツールボックスからクロップツール(ペーパーナイフのアイコン)を選択するか、［Tools (ツー

ル)］ ［Transform Tools (変形ツール)］ ［Crop (クロップ)］の順にクリックします。

2. 開始点をクリックしてからドラッグして、画像を保持する領域を選択します。クロッピング領域を示

す長方形が表示されます。

3. 長方形のサイズを調整するには、マウスポインタを長方形の辺か角に合わせ、クリックおよびド

ラッグして必要なサイズ変更を行います。長方形の幅と高さの両方を調整する場合は、角を使

用します。一方の寸法を調整するには、辺を使用します。サイズを変更しないで長方形全体を別

の場所に移動するには、長方形の中央の近くをクリックし、目的の位置へドラッグします。

4. クロッピング領域に問題がなければ、その内側のどこかをクリックして画像をクロッピングする

か、 Enter を押します。クロッピングを取り消すには、クロッピング領域の外側のどこかをクリック

します。

18.6.1.2 画像の拡大/縮小

1. 画像全体のサイズを変更するには、［Image］ ［Scale Image］の順にクリックします。

2. ［Width］または［Height］に、新しいサイズを入力してください。

拡大/縮小時に画像の比率を変更するには(画像の変形)、フィールドの右側にあるチェーンア

イコンをクリックして、リンクを切断してください。これらのファイルがリンクされている場合、すべ

ての値が比例して変更されます。［X resolution］および［Y resolution］で、解像度を調整しま

す。

［Interpolation(補間)］オプションでは、結果として得られる画像の品質を制御します。標準的

な用途では、デフォルトの［Cubic (キュービック)］補間の使用が適しています。

3. 終了したら、［Scale (拡大/縮小)］をクリックします。

18.6.1.3 キャンバスサイズの変更

キャンバスは、画像が表示される領域全体です。キャンバスと画像は相互に独立しています。キャンバ

スが画像より小さい場合、画像の一部のみが表示されます。キャンバスの方が大きい場合は、元の画

像全体が表示されるとともに、その周囲に余白が表示されます。
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1. ［Image (画像)］ ［Canvas Size (キャンバスサイズ)］の順に選択します。

2. 表示されるダイアログに、新しい値を入力します。画像の寸法をそのままにしておくには、鎖のア

イコンをクリックします。

3. サイズを調整したら、そのサイズに合わせて既存の画像をどの位置に配置するかを指定します。

［オフセット］値を指定するか、または下部にあるフレーム内のボックスをドラッグしてください。

4. 終了したら、［Resize (サイズ変更)］をクリックします。

18.6.2 画像の一部の選択

画像の一部にのみ画像処理を行う必要がある場合もあります。その場合、作業対象となる画像の部分

を選択する必要があります。作業対象領域を選択する際には、ツールボックスの選択ツールやクイック

マスクを使用することも、さまざまなオプションを組み合わせて使用することもできます。選択範囲は、

［Select］下の項目を使って変更することもできます。選択範囲はmarching antsと呼ばれる点線で

表示されます。

18.6.2.1 選択ツールの使用

主な選択ツールの使い方は簡単です。ここでは、使い方が難しいパスツールについては説明しませ

ん。

新しい選択範囲で既存の選択範囲を置き換えるか、新しい選択範囲を既存の選択範囲に追加する

か、新しい選択範囲を既存の選択範囲から除去するか、新しい選択範囲と既存の選択範囲を交差さ

せるかを決定するには、ツールオプションの［Mode (モード)］行を使用します。

Rectangle Select (矩形選択)

このツールは、長方形または正方形の領域を選択する場合に使用します。固定したアスペクト

比、幅、高さ、またはサイズを持つ領域を選択するには、［固定］オプションを有効にし、［ツールオ

プション］ダイアログで関連するモードを選択します。四角形を作成するには、 Shift を押したま

ま領域を選択します。

Ellipse Select

円形または楕円形の範囲を選択する場合に使用します。長方形の範囲を選択する場合と同じオ

プションを利用できます。円を作成するには、 Shift を押したまま領域を選択します。
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Free Select (Lasso)

このツールにより、手書き図とポリゴンセグメントの組み合わせに基づく選択を作成できます。手

書きの線を描くには、左マウスボタンを押しながら画像の上でマウスをドラッグします。ポリゴンセ

グメントを作成するには、セグメントが開始する場所でマウスボタンを離し、セグメントが終了する

場所で再びマウスボタンを押します。選択を終えるには、ポインタを開始点の上に置き、円の内部

をクリックします。

Fuzzy Select (Magic Wand)

このツールは、色の類似性に基づいて連続した領域を選択します。［Threshold］のツールオプ

ションダイアログには、色の違いの最大値を設定することができます。デフォルトでは、選択はア

クティブなレイヤでのみ有効です。表示されているすべてのレイヤで選択するには、［レイヤー結

合色］をチェックします。

色域を選択

このツールでは、クリックされたピクセルと同じ色または類似の色のすべてのピクセルが画像内

で選択されます。［Threshold］のツールオプションダイアログには、色の違いの最大値を設定

することができます。このツールとファジー選択との大きな違いは、［Fuzzy Select (ファジー選

択)］では連続した色の領域が選択されるのに対し、［Select by Color (色域を選択)］では位

置にかかわらず画像全体で類似の色のすべてのピクセルが選択されることです。

Scissors (はさみ)

画像中の一連の点をクリックします。点をクリックしていくと、画像内の色の違いに基づいてそれ

ぞれの点がつなげられます。開始点をクリックすると、その領域が閉じられます。その内部をクリッ

クすると、そこが選択範囲になります。

Foreground Selection (前景抽出選択)

［Foreground Selection (前景抽出選択)］ツールを使用すれば、最低限の手動操作で、写真

内のオブジェクトを半自動的に選択できます。

［Foreground Selection (前景抽出選択)］ツールを使用するには、次の手順に従います。

1. ［ツールボックス］のアイコンをクリックするか、メニューから［ツール］ ［Selection Tools (選

択ツール)］ ［Foreground Selection (前景抽出選択)］の順に選択して、［Foreground

Selection (前景抽出選択)］ツールを有効にします。

2. 抽出する前景オブジェクトを大まかに選択します。背景からできるだけ小さく選択しますが、オブ

ジェクト全体を含めてください。この時点では、ツールは［Fuzzy Select (ファジー選択)］ツール

と同様に機能します。

マウスのボタンを離すと、画像の選択されていない部分が濃い青色のマスクで覆われます。
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3. 抽出に保持される色を飛び越えて前景オブジェクトを通る実線を引きます。背景のピクセルには

引かないでください。

マウスのボタンを離すと、背景全体が濃い青色のマスクで覆われます。オブジェクトの一部もマ

スクされている場合、それらの上にペイントします。マスクが適用されます。

4. マスクが適切であれば、 Enter を押します。マスクは新しい選択に変換されます。

18.6.2.2 クイックマスクの使用

クイックマスクは、ペイントツールを使って画像の一部を選択する方法です。効果的に使用するには、

最初に［Scissors (はさみ)］ツールや［Free Select (自由選択)］ツールを使用して大まかな選択範

囲を作成しておきます。その後、［Quick Mask (クイックマスク)］の使用を開始してください。

1. ［Quick Mask (クイックマスク)］を有効にするには、画像ウィンドウの左下隅にある点線の四角

形のアイコンをクリックします。［Quick Mask (クイックマスク)］アイコンが赤色の四角形に変わ

ります。

［Quick Mask (クイックマスク)］を使用すると、画像の選択されていない部分が赤色のマスク

で覆われます。通常の色で表示される領域は選択されています。

注記: マスクの色の変更
クイックマスクの表示に別の色を使用する場合は、クイックマスクボタンを右クリックして

［Configure Color and Opacity］を選択します。表示されるダイアログから、目的の色

を選択してください。

2. 選択範囲を変更するには、ペイントツールを使用します。

白でペイントすると、ペイントしたピクセルが選択されます。黒でペイントすると、そのピクセルの

選択が解除されます。灰色の陰影は部分選択になります(色は灰色の陰影として扱われる)。部

分選択により、選択されている領域と選択されていない領域との間をスムーズに遷移させること

ができます。
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3. 終了したら、画像ウィンドウの左下隅にあるアイコンをクリックして、通常の選択ビューに戻りま

す。選択範囲が点線で表示されます。

18.6.3 色の適用と削除

画像の編集時には、しばしば色の適用や削除が行われます。画像の一部を選択することにより、色を

適用したり削除する範囲を限定できます。ツールを選択し、画像の上にマウスポインタを移動すると、選

択したツールに合わせてマウスポインタの外観が変わります。

大部分のツールでは、現在のツールのアイコンに矢印が付いた形状になります。ペイントツールの場合

は、現在のブラシのアウトラインが表示されます。そのため、画像内のどこをペイントするのか、そしてど

れだけの範囲がペイントされるのかを明確に把握することができます。

18.6.3.1 色の選択

GIMPのツールボックスには、常に2つの色見本が表示されます。前景色は描画ツールで使用されま

す。背景色は前景色と比べるとはるかに使用頻度が低くなりますが、前景色になるように簡単に切り替

えることができます。

1. スウォッチに表示されている色を変更するには、スウォッチをクリックします。5つのタブのあるダ

イアログが開きます。

2. これらのタブは、異なる色選択方法を提供しています。ここでは、図18.2「［Basic Color

Selector］ダイアログ」に表示されている最初のタブのみを取り上げます。［Current］に新しい

色が表示されます。前の色は［Old］に表示されます。

図 18.2 ［BASIC COLOR SELECTOR］ダイアログ
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色を選択するもっとも簡単な方法は、左側にある色が表示されているボックスを使用することで

す。垂直バーで、目的の色に近い色を選択します。左側の大きな領域に、色合いが違う複数の

色が表示されます。目的の色をクリックします。［Current］にその色が表示されます。

［Current (現在)］の右にある矢印ボタンを使用すると、色を保存できます。矢印をクリックする

と、現在の色が履歴にコピーされます。履歴にコピーされた色は、それをクリックして選択するこ

とができます。

色の16進数色コードを［HTML Notation］に入力して、直接色を選択することもできます。

カラーセレクタは、デフォルトでは、色相で色を選択するように設定されています。彩度、値、赤、

緑、または青で色を選択するには、右側にある該当するラジオボタンを選択してください。スライ

ダと数値フィールドを使って、現在選択している色を変更することもできます。いろいろと試して、

自分に一番合った方法を見つけてください。

3. 完了したら、［OK］をクリックします。

画像内にすでに存在する色を選択するには、スポイトツールを使用します。ツールのオプションを使っ

て、前景色および背景色を選択するかどうかを設定します。

18.6.3.2 ペイントと消去

ペイント、諸挙するには、ツールボックスのツールを使用します。各ツールをきめ細かく調整するための、

さまざまなオプションが用意されています。Pressure sensitivity(圧力感度)オプションは、圧力を感

知するグラフィックタブレットを使用する場合にのみ適用されます。

鉛筆、ブラシ、エアブラシ、および消しゴムは、実際の物と同じような働きをします。インクツールは、筆の

ような働きをします。クリックしてドラッグすると、そこがペイントされます。バケツは、画像内の領域に色

を付ける場合に使用します。画像の色境界に基づいて、色が付けられます。色の変化に対する感度を

変更するには、しきい値を調整します。

18.6.3.3 テキストの追加

テキストを追加するには、テキストツールを使用します。ツールオプションを使用して、目的のフォントお

よびテキストプロパティを選択します。画像をクリックし、テキストの作成を開始します。

専用のレイヤにテキストが配置されます。テキストの追加後に画像に関する作業を行う場合は、18.6.6

項 「レイヤ」を参照してください。テキストレイヤがアクティブな状態では、テキストを変更することがで

きます。画像内のテキストをクリックすると、入力ダイアログが再表示されます。
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18.6.3.4 画像の修正 - クローンツール

画像を修正する場合は、クローンツールが役立ちます。このツールは、画像内の他の部分の情報を

使って画像をペイントすることができます。必要に応じて、パターンから情報を取得することもできます。

画像を修正するときは、なだらかなエッジを持った小さなブラシを使用します。そうすれば、修正内容を

元の画像と調和させることができます。

画像内のソースにする場所を選択するには、 Ctrl キーを押しながら、目的の場所をクリックしてくだ

さい。その後、ツールを使用して描画します。ペイント中にカーソルを移動すると、十字で示されている

ソース点も移動します。

［Alignment(配置)］に［なし］を設定すると(デフォルト設定)、マウスの左ボタンを離したときにソース

がリセットされます。

18.6.4 色レベルの調整

理想的な印刷/表示結果を得るために、画像を調節しなければならないようなこともあります。

1. ［色］ ［Levels (レベル)］の順に選択します。画像内のレベルを調節するためのダイアログが

表示されます。

2. 通常は、［Auto］をクリックすると、適切な結果を得ることができます。すべてのチャンネルを手動

で調整するには、［All Channels］のスポイトツールを使用して、黒、灰色、および白にする画像

内の領域をピックします。

個々のチャンネルを変更するには、［Channel (チャンネル)］で目的のチャンネルを選択します。

次に、［Input Levels］にあるスライダーを使って、黒、白、および中間のマーカーをドラッグしま

す。スポイトツールを使用して、チャンネルの白、黒、および灰色の部分として使用する画像内の

点を選択することもできます。

［プレビュー］を選択した場合、変更内容を反映した場合の画像のプレビューが表示されます。

3. 完了したら、［OK］をクリックします。

18.6.5 操作の取り消し

GIMPで行う操作の大半は、それを取り消してやり直すことができます。変更履歴を表示するには、デ

フォルトのレイアウトに用意されているUndoダイアログを使用するか、画像ウィンドウのメニューから

［ウィンドウ］ ［Dockable Dialogs(格納式ダイアログ)］ ［Undo History(取り消し履歴)］の順に

クリックします。
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このダイアログには、元の画像と、取り消すことができる一連の変更内容が表示されます。ボタンを

使って変更内容を取り消したり、やり直してください。このようにすることで、多くの場合、元の画像に戻

して作業を再度行うことができます。

［Edit (編集)］メニューの［Undo (元に戻す)］と［Redo (やり直す)］を使用して、変更内容を元に戻

したり、やり直したりすることもできます。また、 Ctrl – Z や Ctrl – Y を使って取り消したり、やり直した

りすることもできます。

18.6.6 レイヤ

GIMPでは、レイヤが重要な役割を果たします。画像の各部を個別のレイヤで修正することにより、それ

ぞれの部分を、残りの画像に影響を与えずに変更、移動、または削除することができます。

レイヤの仕組みを理解するには、透明なシートを何枚も重ねて作られた画像を想像してください。画像

の各部は、それぞれ個別のシートに描かれています。レイヤを配置したり、並べ替えたりすることができ

ます。個別のレイヤ、または一群のレイヤの位置を移動したり、画像のセクションを別の場所に移動する

ことができます。新しいシートを追加できるほか、他のシートを削除したり、表示されないようにしたりす

ることができます。

画像のレイヤを表示するには、［Layers］を使用します。テキストツールを使用した場合、テキスト専用

のレイヤが自動的に作成されます。アクティブなレイヤが選択されています。このダイアログの一番下

にあるボタンを使用して、さまざまな作業を行えます。また、ダイアログのレイヤを右クリックして表示さ

れるメニューにも、さまざまな機能が用意されています。画像名の前にある2つのアイコンを使って、画

像表示を切り替えたり(表示している場合は眼の形をしたアイコンが表示される)、レイヤをリンクするこ

とができます。リンクされているレイヤにはチェーンのアイコンが表示されます。リンクされたレイヤは、

グループとして移動できます。

18.6.7 画像モード

GIMPには3つの画像モードがあります。

RGBは標準のカラーモードで、大部分の画像を編集するのに最適なモードです。

Grayscaleは、白黒画像で用いられます。

［Indexed (インデックス)］モードは、画像内の色を制限します。このモードの色の最大数は255

色です。このモードは、おもにGIFイメージで使用されます。

インデックス化画像が必要な場合、通常は RGB で画像を編集し、エクスポートの直前にインデックス

化画像に変換することをお勧めします。インデックス画像を必要とする形式にエクスポートすると、エク

スポート時にインデックス画像に変換されます。
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18.6.8 特殊効果

GIMPには、さまざまなフィルタやスクリプトが用意されています。これらのフィルタやスクリプトを使っ

て、画像にさまざまな特殊効果を適用することができます。特殊効果を適用するには、［フィルタ］を使

用します。どのような特殊効果があるかは、実際に試してみてください。

18.7 画像の印刷
画像を印刷するには、画像メニューから［ファイル］ ［印刷］の順に選択します。使用中のプリンタを

環境内ですでに設定した場合、リスト内にそのプリンタが表示されるはずです。［Page Setup(ページ

の設定)］タブおよび［画像の設定］タブで、印刷オプションを設定できます。

図 18.3 ［印刷］ダイアログ

設定に問題がなければ、［Print (印刷)］をクリックします。［キャンセル］は、印刷を取り消します。

18.8 詳細情報
次に、GIMPのユーザにとって非常に役立つ資料を紹介します。これらの資料には、 GIMPについてこ

の章よりも詳しい情報が掲載されています。GIMPでより高度なタスクを行う場合は、必ずこれらの資

料を参照してください。
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http://www.gimp.org は、GIMPのオフィシャルWeb ページです。GIMPおよび関連するソ

フトウェアに関するニュースは、フロントページに定期的に掲載されます。

［ヘルプ］では、さまざまなGIMPユーザマニュアルを含む内部ヘルプシステムにアクセスできま

す。パッケージ gimp-helpをインストールする必要があります。このマニュアルは、HTMLおよび

PDF形式であり、http://docs.gimp.org でオンラインで取得できます。また、さまざまな言語

の翻訳版が使用可能です。

http://www.gimp.org/tutorials/ では、多数の興味深いGIMPチュートリアルが用意されて

います。そこには、初心者のための基本的なチュートリアルと、上級者または専門家のユーザた

めのチュートリアルも含まれています。

GIMPに関する書籍も定期的に発行されています。http://www.gimp.org/books/ では、こ

れらの書籍のうち優れたものを簡単なコメントとともに紹介しています。

GIMPの機能は、スクリプトおよびプラグインにより拡張できます。このようなスクリプトおよびプラ

グインの多くはGIMPパッケージで配布されていますが、インターネットからダウンロードできるも

のもあります。http://registry.gimp.org/ で、GIMPスクリプトおよびプラグインのデータベー

スを検索できます。

また、メーリングリストやIRCチャネルを使用して GIMPについて質問することができます。質問を行う

前に常に、上記の文書またはメーリングリストのアーカイブで回答を検索するようにしてください。上級

ユーザがGIMPリストおよびチャンネルに現れる時間は限られています。質問するときは、礼儀正しさと

忍耐強さが必要です。質問の回答が得られるまでに、ある程度の時間がかかる場合があります。

GIMPに関しては、さまざまなメーリングリストが存在します。こうしたメーリングリストは、http://

www.gimp.org/mail_lists.html で検索できます。GIMPユーザリストは、ユーザが質問する

うえで最適な場所です。

GIMPおよびGNOMEデスクトップ環境専用のIRCネットワークであるGIMPNetが用意され

ています。任意のIRCクライアントで irc.gimp.orgサーバを参照することにより、GIMPNetに

接続できます。 #gimp-usersチャネルは、GIMPの使用に関する質問を行うのに最適な場所で

す。開発者の議論をご覧になりたい場合は、 #gimpチャネルに参加してください。

http://www.gimp.org
http://docs.gimp.org
http://www.gimp.org/tutorials/
http://www.gimp.org/books/
http://registry.gimp.org/
http://www.gimp.org/mail_lists.html
http://www.gimp.org/mail_lists.html
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19 GNOME Videos

GNOME Videosは、デフォルトのムービープレーヤです。GNOME Videosには、次のようなマルチメ

ディア機能が備わっています。

さまざまなビデオファイルおよび音声ファイルのサポート

さまざまなズームレベルとアスペクト比、および全画面ビュー

シークおよび音量のコントロール

プレイリスト

完全なキーボードナビゲーション

GNOME Videosを起動するには、［Applications (アプリケーション)］ ［Sound & Video (サウン

ドとビデオ)］ ［Videos］の順にクリックします。

19.1 GNOME Videosの使用
GNOME Videosを起動すると、次のウィンドウが表示されます。
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図 19.1 GNOME VIDEOSのスタートアップウィンドウ

19.1.1 ビデオビデオまたは音声ファイルを開く

1. ［Videos (ビデオ)］ ［Open (開く)］の順にクリックします。

2. 開くファイルを選択し、［追加］をクリックします。

また、別のアプリケーション(ファイルマネージャなど)から［GNOME Videos］ウィンドウにファイルをド

ラッグすることもできます。GNOME Videosでファイルが開き、動画または楽曲が再生されます。表示

領域の下とウィンドウのタイトルバーに動画または楽曲のタイトルが表示されます。

注記: 認識されていないファイル形式
GNOME Videosで認識されないファイル形式を開こうとすると、エラーメッセージが表示さ

れ、適切なコーデックが推奨されます。

GNOME Filesでビデオファイルまたは音声ファイルをダブルクリックすると、デフォルトで［GNOME

Videos］ウィンドウにファイルを開くことができます。
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19.1.2 URI位置によりビデオファイルまたは音声ファイルを開く

1. ［Videos (ビデオ)］ ［Open Location (場所を開く)］の順にクリックします。

2. 開くファイルのURIの場所を指定し、［開く］をクリックします。

19.1.3 DVD、VCD、またはCDの再生

DVD、VCD、またはCDを再生するには、コンピュータの光学デバイスにディスクを挿入し、［Movie(動

画)］ ［Play Disc(ディスクの再生)］をクリックします。

DVD、VCD、またはCDを取り出すには、［Movie(動画)］ ［取り出し］をクリックします。

再生中の動画または楽曲を一時停止するには、 ボタンをクリックするか、［Movie (動画)］ ［Play/

Pause (再生/一時停止)］の順にクリックします。動画または楽曲を一時停止すると、ステータスバー

で［一時停止中］と表示され、現在の動画または楽曲の経過時間が示されます。

動画または楽曲の再生を再開するには、 ボタンをクリックするか、［Movie (動画)］ ［Play/Pause

(再生/一時停止)］の順にクリックします。

動画を再生または一時停止する場合、 P キーを押すこともできます。

動画または楽曲のプロパティを表示するには、［表示］ ［サイドバー］の順にクリックして、サイドバー

を表示します。このダイアログには、動画または楽曲のタイトル、アーティスト、年、時間と、ビデオのサイ

ズ、コーデック、フレームレート、およびオーディオのビットレートが表示されます。

19.1.4 動画または楽曲のシーク

動画または楽曲をシークするには、次のいずれかの方法を使用します。

前方にスキップするには

［Go (実行)］ ［Skip Forward (前方にスキップ)］の順にクリックします。または、 ← を押しま

す。

後方にスキップするには

［Go (実行)］ ［Skip Backward (後方にスキップ)］の順にクリックします。または、 → を押しま

す。

次の動画または楽曲に移動するには

［Go (実行)］ ［Next Chapter/Movie (次の章/動画)］の順にクリックするか、 ボタンをク

リックします。
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前の動画または楽曲に移動するには

［Go (実行)］ ［Previous Chapter/Movie (前の章/動画)］の順にクリックするか、 ボタンを

クリックします。

19.1.5 ズーム倍率の変更

表示領域のズーム倍率を変更するには、次のいずれかの方法に従います。

全画面モードに拡大するには

［表示］ ［全画面］をクリックします。または、 F キーを押します。

全画面モードを終了するには、［Leave Fullscreen (全画面モードを終了する)］をクリックする

か、 Esc を押します。

元の動画または表示の半分(50%)のサイズにするには

［表示］ ［Fit Window to Movie(ウィンドウのサイズを動画に合わせる)］ ［Resize 1:2(1:2

のサイズに変更)］をクリックします。

元の動画または表示のサイズ(100%)にするには

［表示］ ［Fit Window to Movie(ウィンドウのサイズを動画に合わせる)］ ［Resize 1:1(1:1

のサイズに変更)］をクリックします。

元の動画または表示のサイズの2倍(200%)にするには

［表示］ ［Fit Window to Movie(ウィンドウのサイズを動画に合わせる)］ ［Resize 2:1(2:1

のサイズに変更)］をクリックします。

異なるアスペクト比の間で切り替えを行うには、［表示］ ［アスペクト比］をクリックします。

デフォルトのアスペクト比は［自動］です。

19.1.6 コントロールの表示または非表示

GNOME Videosのウィンドウコントロールを非表示にするには、［View (表示)］ ［Show Controls

(コントロールを表示)］の順にクリックし、オプションを選択解除します。［GNOME Videos］ウィンドウ

にコントロールを表示するには、ウィンドウを右クリックし、［Show Controls (コントロールを表示)］を

選択します。［Show Controls (コントロールを表示)］オプションを選択すると、メニューバー、経過時

間スライダ、シークコントロールボタン、音量スライダ、ステータスバーがウィンドウに表示されます。［コ

ントロールを表示します］オプションを選択していない場合、これらのコントロールは非表示になり、表

示領域のみが表示されます。
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19.1.7 プレイリストの管理

プレイリストを表示するには、［View (表示)］ ［Sidebar (サイドバー)］の順にクリックします。

［Playlist (プレイリスト)］サイドバーが表示されます。

［再生リスト］ダイアログで、次の操作を行うことができます。

トラックまたは動画を追加するには:  ［追加］ボタンをクリックします。再生リストに追加するファ

イルを選択して、［OK］をクリックします。

トラックまたは動画を削除するには:  ［ファイル名］リストボックスからファイル名を選択し、［削

除］をクリックします。

ファイルへ再生リストを保存するには:  ［プレイリストを保存］ボタンをクリックし、ファイル名を指

定します。

再生リストでトラックまたは動画を上に移動するには:  ［ファイル名］リストボックスからファイル

名を選択し、［上へ移動］ボタンをクリックします。

再生リストでトラックまたは動画を下に移動するには:  ［ファイル名］リストボックスからファイル

名を選択し、［下へ移動］ボタンをクリックします。。

再生リストを非表示にするには、［表示］ ［スライドバー］をクリックするか、または［スライドバー］ボタ

ンをクリックします。

繰り返しモードを有効または無効にするには、［編集］ ［Repeat Mode(繰り返しモード)］をクリックし

ます。シャッフルモードを有効または無効にするには、［編集］ ［Shuffle Mode(シャッフルモード)］を

クリックします。

19.1.8 サブタイトルの選択

サブタイトルの言語を選択するには、［View (表示)］ ［Subtitles (サブタイトル)］ ［Select Text

Subtitles (テキストサブタイトルの選択)］の順にクリックし、表示するサブタイトルの言語(DVD)また

はサブタイトルファイル(AVIなど)を選択します。

サブタイトルの表示を無効にするには、［表示］ ［Subtitles(サブタイトル)］ ［なし］をクリックしま

す。

デフォルトでは、コンピュータ上で使用するサブタイトルについて同じ言語が選択されます。

サブタイトルが格納されているファイルとビデオファイルの名前が同じ場合、サブタイトル

が自動的にロードされて表示されます。サポートされているサブタイトルファイルの拡張子

は、 srt 、 asc 、 txt 、 sub 、 smi 、 ssaです。
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19.2 GNOME Videosの初期設定の変更
GNOME Videosの初期設定を変更するには、［Videos (ビデオ)］ ［Preferences (初期設定)］の

順にクリックします。

19.2.1 一般的な初期設定
の一般設定では、ネットワーク接続速度を選択し、最後に使用した位置からメディアファイルを再生す

るかどうかを指定し、サブタイトルの表示に使用するフォントやエンコーディングを変更できます。

図 19.2 GNOME VIDEOSの一般的な初期設定

一般的な初期設定には、次の設定が含まれます。

再生

最後の位置から動画の再生を開始するかを指定してみましょう。

ネットワーキング

［Connection speed (接続速度)］ドロップダウンボックスからネットワーク接続速度を選択しま

す。

Text Subtitles(テキストのサブタイトル)

自動的にサブタイトルをロードするかどうかを指定し、サブタイトルの表示に使用するフォントと

エンコーディングを変更してみましょう。
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19.2.2 表示の初期設定

表示初期設定では、新しいビデオのロード時にウィンドウのサイズを自動的に変更するか、色バランス

を変更するか、音声ファイルの再生時に視覚効果を設定するかどうかを選択できます。

図 19.3 GNOME VIDEOSの表示の初期設定

表示初期設定には、次の設定が含まれます。

新しいビデオのロード時にウィンドウのサイズを自動的に変更します。

新しいビデオのロード時にGNOME Videosでウィンドウのサイズが自動的に変更されるように

する場合、このオプションを選択します。

ビデオまたは音声の再生中にスクリーンセーバを無効にします

音声ファイルの再生中にGNOME Videosでデスクトップスクリーンセーバが自動的に無効に

なるようにする場合、このオプションを選択します。

視覚効果

音声ファイルの再生時に視覚効果を表示するかどうか、表示するイメージ画像の種類、およびイ

メージ画像のサイズを選択できます。

色のバランス

色の明るさ、コントラスト、彩度、および色相のレベルを指定します。
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19.2.3 Audio Preferences(オーディオ初期設定)

［ Audio Preferences (Totemオーディオ初期設定)］ダイアログでは、オーディオ出力の種類を選

択できます。

図 19.4 GNOME VIDEOSのオーディオ初期設定
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20 Brasero:CDとDVDの書き込み

Braseroは、データ/オーディオのCDとDVDへの書き込みを行うGNOMEプログラムです。

［Applications (アプリケーション)］ ［Sound & Video (サウンドとビデオ)］ ［Brasero］の順にク

リックし、メインメニューからプログラムを起動します。

次のセクションでは、独自のCDまたはDVDを作成する方法を簡単に紹介します。

20.1 データCDまたはDVDの作成
Braseroを初めて起動すると、図 20.1に示されたようなメインウィンドウが表示されます。

図 20.1 BRASEROのメインビュー

データCDまたはDVDを作成するには、次の手順に従います。

1. ［Data project (データプロジェクト)］をクリックするか、［Project (プロジェクト)］ ［New

Project (新規プロジェクト)］ ［New Data Project (新規データプロジェクト)］の順に選択し

ます。プロジェクトビューが表示されます。

2. ファイルマネージャから目的のディレクトリまたは個別ファイルのいずれかをドラッグアンドドロッ

プするか、またはプラスアイコンをクリックします。Braseroでディレクトリ構造を直接表示するに

は、［表示］ ［サイドペイン］の順に選択するか、 F7 を押します。
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3. オプションで、［プロジェクト］ ［名前を付けて保存］の順に選択して任意の名前を付け、このプ

ロジェクトを保存します。

4. メディアに名前を付けます。元のラベルは［Data disc (date)］です。

5. ［Burn (書き込み)］ボタンの横にあるプルダウンメニューから出力メディア(CD/DVDまたは

ISOイメージファイル)を選択します。

6. ［書き込み］をクリックします。前のステップで選択したメディアに応じて、新しいダイアログが表

示されます。

CD/DVD：  書込み速度や一次ファイルの保存場所など、いくつかのパラメータを定義で

きます。［オプション］の下で、イメージを直接書き込むかどうか、セッションを閉じるかどう

か、書き込まれたデータを検証するかどうかなども選択できます。

ISOイメージ：  ISOイメージファイルのファイル名を指定します。

7. ［書き込み］をクリックして手順を開始します。

20.2 オーディオCDの作成

オーディオCDの作成とデータCDの作成に大きな違いはありません。次の手順に従います。

1. ［プロジェクト］ ［New Project(新規プロジェクト)］ ［New Audio Project(新規オーディオ

プロジェクト)］の順に選択します。

2. 個別のオーディオトラックをプロジェクトディレクトリにドラッグアンドドロップします。オーディオ

データは、WAVまたはOgg Vorbisのどちらかの形式でなければなりません。プロジェクトディレ

クトリ内でトラックを上下に移動することにより、トラックの順序を決定します。

3. ［書き込み］をクリックします。ダイアログが開きます。

4. 書き込み先のドライブを指定します。

5. ［プロパティ］をクリックし、書き込み速度とその他の初期設定を調整します。オーディオCDを書

き込むときは、低速の書き込み速度を選択した方が書き込みエラーが発生する可能性は低くな

ります。

6. ［書き込み］をクリックします。
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20.3 CDまたはDVDのコピー

CDまたはDVDをコピーするには、次の手順に従います。

1. ［Disc Copy (ディスクのコピー)］をクリックするか、［Project (プロジェクト)］ ［New Project

(新規プロジェクト)］ ［Copy Disc (ディスクのコピー)］の順に選択します。［Copy CD/DVD

(CD/DVDのコピー)］ダイアログが開きます。

2. コピーするソースデバイスを指定します。

3. 書き込み先のドライブまたはイメージファイルを指定します。

4. 必要に応じて、［プロパティ］で、書き込み速度、一時ディレクトリなどのオプションを変更します。

5. ［コピー］をクリックします。

20.4 ISOイメージの書き込み

すでにISOイメージが存在する場合は、［Burn image (イメージの書き込み)］をクリックするか、

［Project (プロジェクト)］ ［New Project (新規プロジェクト)］ ［Burn Image (イメージの書き込

み)］の順に選択します。書き込むイメージと書き込み先のディスクを選択します。必要に応じて［プロパ

ティ］をクリックして、パラメータを変更します。［パス］とラベル付けされたポップアップメニューでイメー

ジファイルの場所を選択します。書き込みプロセスを開始し、［書き込み］をクリックします。

20.5 マルチセッションCDまたはDVDの作成

マルチセッションのディスクでは、データを複数回にわたって書き込むことができます。この機能は、メ

ディアよりも小さなバックアップを書き込む場合などに役立ちます。セッションごとに、バックアップファ

イルを追加していくことができます。興味深い点として、この機能はデータCDやDVDだけに限られて

いるわけではありません。マルチセッションディスクにオーディオセッションを追加することもできます。

マルチセッションのディスクを作成するには、次の手順に従います。

1. まず、20.1項 「データCDまたはDVDの作成」の説明に従ってデータディスクから開始します。

オーディオCDセッションから開始することはできません。ディスクがいっぱいになっていないこと

を確認してください。新しいセッションを追加することができません。
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2. ［書き込み］をクリックします。［Disc Burning Setup (ディスク書き込みのセットアップ)］ウィン

ドウが開きます。

3. ディスクをマルチセッションに対応させる場合は、［Leave the disc open to add other files

later(後で他のファイルを追加するためにディスクを開いたままにする)］を選択します。必要に応

じて他のオプションを設定します。

4. ［書き込み］をクリックして、書き込みセッションを開始します。

20.6 詳細情報
Braseroの詳細については、https://wiki.gnome.org/Apps/Brasero を参照してください。

https://wiki.gnome.org/Apps/Brasero
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A ヘルプとドキュメント

SUSE® Linux Enterprise Desktopではさまざまな情報源とドキュメントが提供されており、その多

くはインストール済みのシステムに統合されています。

デスクトップヘルプセンター

GNOMEデスクトップのヘルプセンター(［Help (ヘルプ)］)では、システムの最も重要なドキュメ

ントリソースに検索可能な形式で一元的にアクセスできます。これらのリソースにはインストール

済みのアプリケーションのオンラインヘルプ、マニュアルページ、情報ページ、および製品に付属

しているSUSEマニュアルが含まれます。詳しくはA.1項 「GNOMEヘルプの使用」を参照してく

ださい。

一部のアプリケーション用の別なヘルプパッケージ

YaSTを使って新しくソフトウェアをインストールした場合、そのソフトウェアのドキュメントも自動

的にインストールされ、通常はデスクトップのHelp Centerに表示されます。ただし、GIMPなど

の一部のアプリケーションは、YaSTとは別個にインストールされる独自のオンラインヘルプパッ

ケージを利用しており、ヘルプセンターには表示されない場合があります。

/usr/share/doc内のドキュメント

この従来のヘルプディレクトリには、システムのドキュメントファイルとリリースノートが格納されま

す。詳細についてはブック 『管理ガイド』, 章 30 「ヘルプとドキュメント」, 項 30.1 「ドキュメント

ディレクトリ」 を参照 てください。

シェルコマンドのマニュアルページと情報ページ

シェルを使用する場合は、コマンドのオプションを記憶しておく必要はありません。シェルは以

前からマニュアルページおよび情報ページによって統合ヘルプを提供しています。詳細につい

てはブック 『管理ガイド』, 章 30 「ヘルプとドキュメント」, 項 30.2 「manページ」およびブック

『管理ガイド』, 章 30 「ヘルプとドキュメント」, 項 30.3 「情報ページ」を参照してください。

A.1 GNOMEヘルプの使用

GNOMEデスクトップでアプリケーションから直接ヘルプを起動するには、［Help (ヘルプ)］ボタンを

クリックするか、または F1 を押します。どちらのオプションでもヘルプセンターのアプリケーションのマ

ニュアルに直接アクセスできます。ただし、ターミナルを開いて「 yelp 」と入力するか、またはメインメ

ニューから［アプリケーション］ ［Favorites (お気に入り)］ ［ヘルプ］の順にクリックすることによっ

て、ヘルプを起動することもできます。
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図 A.1 ヘルプのメインウィンドウ

利用可能なアプリケーションマニュアルの概要を確認するには、メニューアイコンをクリックして［All

Help (すべてのヘルプ)］を選択します。

メニューとツールバーのオプションで、ヘルプセンターのナビゲーション、ヘルプからのコンテンツの検

索と印刷が可能です。ヘルプトピックはカテゴリに分類され、リンクで示されています。リンクの1つをク

リックすると、そのカテゴリのトピック一覧が開きます。項目を検索するには、検索アイコンをクリックし、

検索文字列をウィンドウ上部の検索フィールドに入力します。
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A.2 追加のヘルプリソース
/usr/share/docにインストールされたSUSEマニュアルに加えて、Webで製品固有のマニュアルや

ドキュメントにアクセスすることもできます。SUSE Linux Enterprise Desktop用に提供されている

すべてのドキュメントの概要については、http://www.suse.com/documentation/ の製品ごとの

ドキュメントが記載されたWebページをご覧ください。

製品ごとの追加情報を検索する場合は、次のWebサイトも参照してください。

SUSE Knowledgebase  (http://www.suse.com/support/kb/)

SUSEフォーラム (http://forums.suse.com/)

SUSEブログ (https://www.suse.com/communities/blog/)

GNOMEドキュメントWebサイト (http://www.gnome.org/)

汎用検索エンジンも使用できます。たとえば、CDの書き込み時の問題や、LibreOfficeファイルの変

換に関する問題を調べたい場合は、「 Linux CD-RWヘルプ 」や「 LibreOfficeファイルの変換の問

題 」のような用語を検索します。

A.3 さらに詳細な説明が必要な場合は
製品固有のヘルプリソースとは別に、Linuxトピックに使用可能な広範囲の情報があります。

A.3.1 Linux Documentation Project

TLDP(Linux Documentation Project)は、Linux関係のマニュアルを作成するボランティアチー

ムによって運営されています(http://www.tldp.org 参照)。マニュアルのセットには初心者向けの

チュートリアルも含まれますが、主にシステム管理者などの経験者向けの内容になっています。TLDP

は、HOWTO(操作方法)、FAQ(よくある質問)、ガイド(ハンドブック)を無償で提供しています。TLDP

からのドキュメントの一部は、SUSE Linux Enterprise Desktop上でも利用できます。.

A.3.1.1 よくある質問とその回答

FAQ(よくある質問)は、一連の質問と回答をまとめたものです。 FAQはもともと、初歩的な同じ質問が

繰り返し投稿されるのを減らすため、Usenetニュースグループが始めたものです。

http://www.suse.com/documentation/
http://www.suse.com/support/kb/
http://forums.suse.com/
https://www.suse.com/communities/blog/
http://www.gnome.org/
http://www.tldp.org
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A.3.1.2 ガイド

さまざまなトピックまたはプログラムのマニュアルやガイドはhttp://www.tldp.org/guides.html か

ら参照できます。『Bash Guide for Beginners (初心者のためのBashガイド)』から『Linux File

System Hierarchy 』、『Linux Administrator's Security Guide (Linux管理者のセキュリティガ

イド)』などがあります。一般に、ガイドブックはの内容はHOWTOやFAQよりも、詳細な情報を網羅して

います。これらのガイドブックは通常、上級者によって執筆されており、内容も上級者向けです。

A.3.2 Wikipedia: 無償のオンライン百科事典

ウィキペディアは「多言語で提供される百科事典であり、誰でも読み込みと編集が行えるように設計さ

れています」(を参照)。http://en.wikipedia.org  ウィキペディアの内容はウィキペディアのユーザ

によって作成され、二重の無償ライセンスで公開されます(GDFLとCC-BY-SA)。しかし、ウィキペディ

アはいずれかのビジターにより編集可能なので、開始点または一般的なガイドとしてのみ使用する必

要があります。その中には、大半が不正確か、未完了の情報があります。

A.3.3 規格と仕様

規格と仕様に関する情報は、さまざまな情報源から提供されます。

http://www.linux-foundation.org/en/LSB

Linux Foundationは、無償およびオープンソースソフトウェアの配布を促進する独立した非営

利団体です。この団体は、ディストリビューションに依存しない規格を定義することで、この目標

達成に努めています。 また、重要なLSB (Linux Standard Base、Linux標準ベース)など、複数

の規格の維持管理を監督しています。

http://www.w3.org

World Wide Web Consortium (W3C)は、最もよく知られた標準化団体の1つです。1994

年10月にTim Berners-Leeによって設立され、Webテクノロジの標準化に専念しています。

W3Cは、HTML、XHTML、XMLなど、メーカに依存しないオープン仕様の無償による普及を促

進しています。 これらのWeb規格はワーキンググループにおいて4段階のプロセスを経て開発さ

れ、W3C勧告(REC)として一般に公表されます。

http://www.oasis-open.org

OASIS (構造化情報標準促進協会: Organization for the Advancement of Structured

Information Standards)は、Webセキュリティ、Eビジネス、商取引、ロジスティクス、各種市場

間の相互運用性に関する標準の開発を専門とする国際団体です。

http://www.tldp.org/guides.html
http://en.wikipedia.org
http://www.linux-foundation.org/en/LSB
http://www.w3.org
http://www.oasis-open.org
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http://www.ietf.org

Internet Engineering Task Force (IETF)は、研究者、ネットワーク設計者、サプライヤ、ユー

ザが参加する国際的な団体です。インターネットアーキテクチャの開発とプロトコルを使用したイ

ンターネット運用の円滑化を目的としています。

IETFによる標準はすべてRFC (Request for Comments)として公開され、無償で入手できま

す。RFCには、提案、ドラフト、インターネット標準、実験プロトコル、情報ドキュメント、および記録

の6種類のRFCがあります。より狭義では、最初の3タイプ(提案、ドラフト、完成版)のみがIETF

の標準といえます(http://www.ietf.org/rfc/rfc1796.txt を参照)。

http://www.ieee.org

電気電子学会(Institute of Electrical and Electronics Engineers: IEEE)は、情報技術、

通信、医薬、輸送などの分野における標準を策定する組織です。IEEEの標準は有償です。

http://www.iso.org

国際標準化機構委員会(ISO Committee: International Organization for Standards)は、

世界最大の標準開発機関であり、世界140カ国の標準化機関からなるネットワークを維持して

います。ISOの標準は有償です。

http://www.din.de  ,

http://www.din.com

ドイツ工業規格(Deutsches Institut f・ Normung、DIN)は、登録された技術および科学関連

の協会です。DINは1917年に設立されました。DINによれば、この組織は「ドイツにおける標準

を取り扱い、各国およびヨーロッパの標準化団体に対してドイツの考えを提示することを目的とし

た組織」です。

この組織にはメーカ、消費者、貿易業者、サービス業者、科学者、標準の設立に関心を持つその

他の人々が参加しています。標準は有償であり、DINのホームページから発注できます。

http://www.ietf.org
http://www.ietf.org/rfc/rfc1796.txt
http://www.ieee.org
http://www.iso.org
http://www.din.de
http://www.din.com
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B マニュアルの更新

この章では、このマニュアルの内容に加えられた変更点を紹介します。

このマニュアルは次の日付に更新されました。

B.1項 「2016年10月(SUSE Linux Enterprise Desktop 12 SP2の初期リリース)」

B.2項 「2015年12月 (SUSE Linux Enterprise Desktop 12 SP1の初期リリース)」

B.3項 「2014年10月(SUSE Linux Enterprise Desktop 12の初期リリース)」

B.1 2016年10月(SUSE Linux Enterprise Desktop
12 SP2の初期リリース)

全般

フィードバック用の電子メールアドレスが doc-team@suse.comに変更されました。

本ガイドの変更内容

本の構成: 再構成して、一部のセクションを統合しました。

マニュアルをGNOME 3.10からGNOME 3.20に更新しました。細部の変更のみです。

マニュアルをLibreOffice 5.1に更新しました。細部の変更のみです(FATE#320521)。

B.2 2015年12月 (SUSE Linux Enterprise Desktop
12 SP1の初期リリース)

全般

ブック 『Subscription Management Tool for SLES 12 SP2』は、SUSE Linux

Enterprise Desktopのマニュアルの一部になりました。

SUSEから提供されているアドオンは、モジュールと拡張機能に名前が変更されました。こ

の変更を反映するようにマニュアルを更新しました。

テクニカルフィードバックに基づいて、マニュアルに対してさまざまな細かい修正と追加を

行いました。
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登録サービスは、NovellカスタマーセンターからSUSEカスタマーセンターに変更されまし

た。

YaSTでは、［システム］グループを介して［ネットワークの設定］にアクセスするように

なりました。［ネットワークデバイス］はなくなりました(https://bugzilla.suse.com/

show_bug.cgi?id=867809 )。

本ガイドの変更内容

Evolutionの説明を更新してExchange Webサービスのサポートに関する情報を追加し

ました(第15章 Evolution:電子メールとカレンダ操作)。

Firefox ESR 38に対応するようにFirefoxの説明を更新しました(第14章 Firefox:Web

の閲覧)。

GIMPの説明を更新しました(第18章 GIMP:グラフィックの操作)。

バグ修正

GNOME Shellのダッシュボードを指す用語の不統一を修正しました(ドキュメントコメント

より)。

B.3 2014年10月(SUSE Linux Enterprise Desktop
12の初期リリース)

全般

KDEは現在では出荷されていないため、KDEに関するマニュアルと参照をすべて削除し

ました。

SuSEconfigはサポートされなくなったため、SuSEconfigの参照をすべて削除しました

(Fate#100011)。

System V initからsystemdに移行しました(Fate#310421)。マニュアルの関連部分を

更新しました。

YaST Runlevel Editorをサービスマネージャに変更しました(Fate#312568)。マニュア

ルの関連部分を更新しました。

ISDNはサポートされなくなったため、ISDNのサポートに関する参照をすべて削除しまし

た(Fate#314594)。

https://bugzilla.suse.com/show_bug.cgi?id=867809
https://bugzilla.suse.com/show_bug.cgi?id=867809
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YaST DSLモジュールは現在では出荷されていないため、このモジュールに関する参照を

すべて削除しました(Fate#316264)。

YaSTモデムモジュールは現在では出荷されていないため、このモジュールに関する参照

をすべて削除しました(Fate#316264)。

Btrfsがrootパーティションのデフォルトのファイルシステムになりました(Fate#315901)。

マニュアルの関連部分を更新しました。

dmesgで、 ctime()と同様の形式で、ユーザが判読可能なタイムスタンプが提供されるよ

うになりました(Fate#316056)。マニュアルの関連部分を更新しました。

syslogおよびsyslog-ngがrsyslogに置き換えられました(Fate#316175)。マニュアルの

関連部分を更新しました。

MySQLの代わりにMariaDBがリレーショナルデータベースとして付属するようになりまし

た(Fate#313595)。マニュアルの関連部分を更新しました。

SUSE関連製品は、http://download.novell.com ではなくhttp://

download.suse.com から利用できるようになりました。それに応じてリンクを調整しまし

た。

NovellカスタマーセンターはSUSEカスタマーセンターに置き換えられました。マニュアル

の関連部分を更新しました。

/var/runはtmpfsとしてマウントされます(Fate#303793)。マニュアルの関連部分を更

新しました。

IA64およびx86アーキテクチャはサポートされなくなりました。マニュアルの関連部分を更

新しました。

ifconfigを使用した従来のネットワークセットアップ方法が wickedに置き換えられまし

た。マニュアルの関連部分を更新しました。

多くのネットワーキングコマンドが非推奨になり、新しいコマンド(通常は ip )に置き換えら

れました。マニュアルの関連部分を更新しました。

arp : ip neighbor

ifconfig : ip addr , ip link

iptunnel : ip tunnel

iwconfig : iw

nameif : ip link , ifrename

netstat : ss , ip route , ip -s link , ip maddr

http://download.novell.com
http://download.suse.com
http://download.suse.com
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route : ip route

テクニカルフィードバックに基づいて、マニュアルに対してさまざまな細かい修正と追加を

行いました。

本ガイドの変更内容

『アプリケーションガイド』を本ガイドに統合しました。

『LibreOfficeクイックスタート』を本ガイドに統合しました。

マニュアルをGNOME 2からGNOME 3に更新しました。ユーザインタフェースが大幅に

変更されたためです。
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C GNU利用許諾契約書
この付録には、GNU Free Documentation

Licenseバージョン1.2が含まれています。

GNU Free Documentation License

Copyright (C) 2000, 2001, 2002 Free Software Foundation, Inc. 51 Franklin

St, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA. Everyone is permitted to copy

and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not

allowed.

0. PREAMBLE

The purpose of this License is to make a manual, textbook, or other functional

and useful document "free" in the sense of freedom: to assure everyone the

effective freedom to copy and redistribute it, with or without modifying it,

either commercially or non-commercially. Secondarily, this License preserves

for the author and publisher a way to get credit for their work, while not being

considered responsible for modifications made by others.

This License is a kind of "copyleft", which means that derivative works of the

document must themselves be free in the same sense. It complements the

GNU General Public License, which is a copyleft license designed for free

software.

We have designed this License to use it for manuals for free software, because

free software needs free documentation: a free program should come with

manuals providing the same freedoms that the software does. But this License

is not limited to software manuals; it can be used for any textual work,

regardless of subject matter or whether it is published as a printed book. We

recommend this License principally for works whose purpose is instruction or

reference.

1. APPLICABILITY AND DEFINITIONS

This License applies to any manual or other work, in any medium, that

contains a notice placed by the copyright holder saying it can be distributed

under the terms of this License. Such a notice grants a world-wide, royalty-

free license, unlimited in duration, to use that work under the conditions

stated herein. The "Document", below, refers to any such manual or work. Any

member of the public is a licensee, and is addressed as "you". You accept the

license if you copy, modify or distribute the work in a way requiring permission

under copyright law.

A "Modified Version" of the Document means any work containing the

Document or a portion of it, either copied verbatim, or with modifications and/

or translated into another language.

A "Secondary Section" is a named appendix or a front-matter section of the

Document that deals exclusively with the relationship of the publishers or

authors of the Document to the Document's overall subject (or to related

matters) and contains nothing that could fall directly within that overall

subject. (Thus, if the Document is in part a textbook of mathematics, a

Secondary Section may not explain any mathematics.) The relationship could

be a matter of historical connection with the subject or with related matters, or

of legal, commercial, philosophical, ethical or political position regarding them.

The "Invariant Sections" are certain Secondary Sections whose titles are

designated, as being those of Invariant Sections, in the notice that says that the

Document is released under this License. If a section does not fit the above

definition of Secondary then it is not allowed to be designated as Invariant.

The Document may contain zero Invariant Sections. If the Document does not

identify any Invariant Sections then there are none.

The "Cover Texts" are certain short passages of text that are listed, as Front-

Cover Texts or Back-Cover Texts, in the notice that says that the Document is

released under this License. A Front-Cover Text may be at most 5 words, and a

Back-Cover Text may be at most 25 words.

A "Transparent" copy of the Document means a machine-readable copy,

represented in a format whose specification is available to the general public,

that is suitable for revising the document straightforwardly with generic text

editors or (for images composed of pixels) generic paint programs or (for

drawings) some widely available drawing editor, and that is suitable for input

to text formatters or for automatic translation to a variety of formats suitable

for input to text formatters. A copy made in an otherwise Transparent file

format whose markup, or absence of markup, has been arranged to thwart or

discourage subsequent modification by readers is not Transparent. An image

format is not Transparent if used for any substantial amount of text. A copy that

is not "Transparent" is called "Opaque".

Examples of suitable formats for Transparent copies include plain ASCII

without markup, Texinfo input format, LaTeX input format, SGML or XML

using a publicly available DTD, and standard-conforming simple HTML,

PostScript or PDF designed for human modification. Examples of transparent

image formats include PNG, XCF and JPG. Opaque formats include proprietary

formats that can be read and edited only by proprietary word processors,

SGML or XML for which the DTD and/or processing tools are not generally

available, and the machine-generated HTML, PostScript or PDF produced by

some word processors for output purposes only.

The "Title Page" means, for a printed book, the title page itself, plus such

following pages as are needed to hold, legibly, the material this License

requires to appear in the title page. For works in formats which do not have

any title page as such, "Title Page" means the text near the most prominent

appearance of the work's title, preceding the beginning of the body of the text.

A section "Entitled XYZ" means a named subunit of the Document whose

title either is precisely XYZ or contains XYZ in parentheses following text

that translates XYZ in another language. (Here XYZ stands for a specific

section name mentioned below, such as "Acknowledgements", "Dedications",

"Endorsements", or "History".) To "Preserve the Title" of such a section when

you modify the Document means that it remains a section "Entitled XYZ"

according to this definition.

The Document may include Warranty Disclaimers next to the notice which

states that this License applies to the Document. These Warranty Disclaimers

are considered to be included by reference in this License, but only as regards

disclaiming warranties: any other implication that these Warranty Disclaimers

may have is void and has no effect on the meaning of this License.

2. VERBATIM COPYING

You may copy and distribute the Document in any medium, either

commercially or non-commercially, provided that this License, the copyright

notices, and the license notice saying this License applies to the Document

are reproduced in all copies, and that you add no other conditions whatsoever

to those of this License. You may not use technical measures to obstruct or

control the reading or further copying of the copies you make or distribute.

However, you may accept compensation in exchange for copies. If you

distribute a large enough number of copies you must also follow the conditions

in section 3.

You may also lend copies, under the same conditions stated above, and you

may publicly display copies.

3. COPYING IN QUANTITY

If you publish printed copies (or copies in media that commonly have printed

covers) of the Document, numbering more than 100, and the Document's

license notice requires Cover Texts, you must enclose the copies in covers that

carry, clearly and legibly, all these Cover Texts: Front-Cover Texts on the front

cover, and Back-Cover Texts on the back cover. Both covers must also clearly

and legibly identify you as the publisher of these copies. The front cover must

present the full title with all words of the title equally prominent and visible.

You may add other material on the covers in addition. Copying with changes

limited to the covers, as long as they preserve the title of the Document and

satisfy these conditions, can be treated as verbatim copying in other respects.

If the required texts for either cover are too voluminous to fit legibly, you

should put the first ones listed (as many as fit reasonably) on the actual cover,

and continue the rest onto adjacent pages.
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If you publish or distribute Opaque copies of the Document numbering more

than 100, you must either include a machine-readable Transparent copy along

with each Opaque copy, or state in or with each Opaque copy a computer-

network location from which the general network-using public has access to

download using public-standard network protocols a complete Transparent

copy of the Document, free of added material. If you use the latter option, you

must take reasonably prudent steps, when you begin distribution of Opaque

copies in quantity, to ensure that this Transparent copy will remain thus

accessible at the stated location until at least one year after the last time you

distribute an Opaque copy (directly or through your agents or retailers) of that

edition to the public.

It is requested, but not required, that you contact the authors of the Document

well before redistributing any large number of copies, to give them a chance to

provide you with an updated version of the Document.

4. MODIFICATIONS

You may copy and distribute a Modified Version of the Document under the

conditions of sections 2 and 3 above, provided that you release the Modified

Version under precisely this License, with the Modified Version filling the role

of the Document, thus licensing distribution and modification of the Modified

Version to whoever possesses a copy of it. In addition, you must do these

things in the Modified Version:

A. Use in the Title Page (and on the covers, if any) a title distinct from

that of the Document, and from those of previous versions (which

should, if there were any, be listed in the History section of the

Document). You may use the same title as a previous version if the

original publisher of that version gives permission.

B. List on the Title Page, as authors, one or more persons or entities

responsible for authorship of the modifications in the Modified

Version, together with at least five of the principal authors of the

Document (all of its principal authors, if it has fewer than five), unless

they release you from this requirement.

C. State on the Title page the name of the publisher of the Modified

Version, as the publisher.

D. Preserve all the copyright notices of the Document.

E. Add an appropriate copyright notice for your modifications adjacent

to the other copyright notices.

F. Include, immediately after the copyright notices, a license notice

giving the public permission to use the Modified Version under the

terms of this License, in the form shown in the Addendum below.

G. Preserve in that license notice the full lists of Invariant Sections and

required Cover Texts given in the Document's license notice.

H. Include an unaltered copy of this License.

I. Preserve the section Entitled "History", Preserve its Title, and add to

it an item stating at least the title, year, new authors, and publisher of

the Modified Version as given on the Title Page. If there is no section

Entitled "History" in the Document, create one stating the title, year,

authors, and publisher of the Document as given on its Title Page,

then add an item describing the Modified Version as stated in the

previous sentence.

J. Preserve the network location, if any, given in the Document for

public access to a Transparent copy of the Document, and likewise

the network locations given in the Document for previous versions it

was based on. These may be placed in the "History" section. You may

omit a network location for a work that was published at least four

years before the Document itself, or if the original publisher of the

version it refers to gives permission.

K. For any section Entitled "Acknowledgements" or "Dedications",

Preserve the Title of the section, and preserve in the section all the

substance and tone of each of the contributor acknowledgements

and/or dedications given therein.

L. Preserve all the Invariant Sections of the Document, unaltered in

their text and in their titles. Section numbers or the equivalent are

not considered part of the section titles.

M. Delete any section Entitled "Endorsements". Such a section may not

be included in the Modified Version.

N. Do not retitle any existing section to be Entitled "Endorsements" or to

conflict in title with any Invariant Section.

O. Preserve any Warranty Disclaimers.

If the Modified Version includes new front-matter sections or appendices

that qualify as Secondary Sections and contain no material copied from the

Document, you may at your option designate some or all of these sections

as invariant. To do this, add their titles to the list of Invariant Sections in the

Modified Version's license notice. These titles must be distinct from any other

section titles.

You may add a section Entitled "Endorsements", provided it contains

nothing but endorsements of your Modified Version by various parties--for

example, statements of peer review or that the text has been approved by an

organization as the authoritative definition of a standard.

You may add a passage of up to five words as a Front-Cover Text, and a

passage of up to 25 words as a Back-Cover Text, to the end of the list of Cover

Texts in the Modified Version. Only one passage of Front-Cover Text and one

of Back-Cover Text may be added by (or through arrangements made by) any

one entity. If the Document already includes a cover text for the same cover,

previously added by you or by arrangement made by the same entity you are

acting on behalf of, you may not add another; but you may replace the old one,

on explicit permission from the previous publisher that added the old one.

The author(s) and publisher(s) of the Document do not by this License

give permission to use their names for publicity for or to assert or imply

endorsement of any Modified Version.

5. COMBINING DOCUMENTS

You may combine the Document with other documents released under this

License, under the terms defined in section 4 above for modified versions,

provided that you include in the combination all of the Invariant Sections of all

of the original documents, unmodified, and list them all as Invariant Sections

of your combined work in its license notice, and that you preserve all their

Warranty Disclaimers.

The combined work need only contain one copy of this License, and multiple

identical Invariant Sections may be replaced with a single copy. If there are

multiple Invariant Sections with the same name but different contents, make

the title of each such section unique by adding at the end of it, in parentheses,

the name of the original author or publisher of that section if known, or else

a unique number. Make the same adjustment to the section titles in the list of

Invariant Sections in the license notice of the combined work.

In the combination, you must combine any sections Entitled "History" in the

various original documents, forming one section Entitled "History"; likewise

combine any sections Entitled "Acknowledgements", and any sections Entitled

"Dedications". You must delete all sections Entitled "Endorsements".

6. COLLECTIONS OF DOCUMENTS

You may make a collection consisting of the Document and other documents

released under this License, and replace the individual copies of this License

in the various documents with a single copy that is included in the collection,

provided that you follow the rules of this License for verbatim copying of each

of the documents in all other respects.

You may extract a single document from such a collection, and distribute it

individually under this License, provided you insert a copy of this License into

the extracted document, and follow this License in all other respects regarding

verbatim copying of that document.

7. AGGREGATION WITH INDEPENDENT WORKS

A compilation of the Document or its derivatives with other separate

and independent documents or works, in or on a volume of a storage or

distribution medium, is called an "aggregate" if the copyright resulting from

the compilation is not used to limit the legal rights of the compilation's users

beyond what the individual works permit. When the Document is included in

an aggregate, this License does not apply to the other works in the aggregate

which are not themselves derivative works of the Document.
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If the Cover Text requirement of section 3 is applicable to these copies

of the Document, then if the Document is less than one half of the entire

aggregate, the Document's Cover Texts may be placed on covers that bracket

the Document within the aggregate, or the electronic equivalent of covers if the

Document is in electronic form. Otherwise they must appear on printed covers

that bracket the whole aggregate.

8. TRANSLATION

Translation is considered a kind of modification, so you may distribute

translations of the Document under the terms of section 4. Replacing Invariant

Sections with translations requires special permission from their copyright

holders, but you may include translations of some or all Invariant Sections in

addition to the original versions of these Invariant Sections. You may include

a translation of this License, and all the license notices in the Document,

and any Warranty Disclaimers, provided that you also include the original

English version of this License and the original versions of those notices

and disclaimers. In case of a disagreement between the translation and the

original version of this License or a notice or disclaimer, the original version

will prevail.

If a section in the Document is Entitled "Acknowledgements", "Dedications",

or "History", the requirement (section 4) to Preserve its Title (section 1) will

typically require changing the actual title.

9. TERMINATION

You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Document except as

expressly provided for under this License. Any other attempt to copy, modify,

sublicense or distribute the Document is void, and will automatically terminate

your rights under this License. However, parties who have received copies, or

rights, from you under this License will not have their licenses terminated so

long as such parties remain in full compliance.

10. FUTURE REVISIONS OF THIS LICENSE

The Free Software Foundation may publish new, revised versions of the GNU

Free Documentation License from time to time. Such new versions will be

similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new

problems or concerns. See http://www.gnu.org/copyleft/ .

Each version of the License is given a distinguishing version number. If the

Document specifies that a particular numbered version of this License "or

any later version" applies to it, you have the option of following the terms and

conditions either of that specified version or of any later version that has been

published (not as a draft) by the Free Software Foundation. If the Document

does not specify a version number of this License, you may choose any version

ever published (not as a draft) by the Free Software Foundation.

ADDENDUM: How to use this License for your documents

Copyright (c) YEAR YOUR NAME.
Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document
under the terms of the GNU Free Documentation License, Version 1.2
or any later version published by the Free Software Foundation;
with no Invariant Sections, no Front-Cover Texts, and no Back-Cover Texts.
A copy of the license is included in the section entitled “GNU
Free Documentation License”.

If you have Invariant Sections, Front-Cover Texts and Back-Cover Texts,

replace the “with...Texts.” line with this:

with the Invariant Sections being LIST THEIR TITLES, with the
Front-Cover Texts being LIST, and with the Back-Cover Texts being LIST.

If you have Invariant Sections without Cover Texts, or some other combination

of the three, merge those two alternatives to suit the situation.

If your document contains nontrivial examples of program code, we

recommend releasing these examples in parallel under your choice of free

software license, such as the GNU General Public License, to permit their use

in free software.

http://www.gnu.org/copyleft/
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